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プロローグ









　ガラガラガラガラ

　車輪の音がする。

　馬車の走る音だ。

　やや乱暴で、それでいて規則的なその音色を聞きながら、ハヤテはふと思いを馳はせる。

　気持ちの行き先はまだ見ぬ王都。

　そこで行われる『魔宴ヴアルプルギス』。

『八大魔宴』のひとつ。

『レギンレイヴ杯はい』。

　ハヤテたちはそれに出場するため、学院の用意した馬車に乗って王都を目指していた。

　ガラガラガラガラ

　車輪が地面と奏かなでる音曲は意外と耳に心地ここちいい。

　心が落ち着く。

　これから数週間にわたって行われる武の祭典。

　熾し烈れつを極きわめるであろう戦いに向けて、心を澄すませ、気持ちを高めていくのにちょうどいい。

「……そういうわけで、いい加減ふたりとも離はなれてくれないか？」

　と、ハヤテは懇こん願がんするように言った。

　声は自身の両りよう腕うでにしがみつくふたりの少女に向けたものだ。

「断る」

　まず返事が返ってきたのは左側からだ。

　左に侍はべる少女の名はピア・レイシス。

　ハヤテと同じく学院代表として『レギンレイヴ杯』に出るため、同じ馬車に乗っている。

　いや、正確に言うと、代表選手には各人に一台ずつ馬車が用意されていたのだが、彼女はそれを断り、ハヤテの馬車に同乗を希望してきたのだ。

　そこで一ひと悶もん着ちやくもあったのだが、頑かたくなな彼女に結局押し切られてしまった。

　そうして同じ馬車に乗って学院を出発して以来、ずっとこの調子である。

　彼女はふと、クールな表情から眉まゆをハの字に下げて。

「男は胸を押しつけられると喜ぶと聞いた……それとも私の胸は気持ちよくないか？」

　そんなことはない。

　鍛たん錬れんフェチなところがあり、学院の誰だれよりも鍛きたえているピアだが、その胸の弾だん力りよくはグミのように気持ちよく、ハリがあった。

　おそらく触さわれば手に吸い付くような、非常に揉もみ心地のよい胸だろう。

「えーと、だから、俺が言いたいのはそういうことじゃなくてな？」

「では私の胸では不足なのか？」

　ピアはそう言うと、自分の対面、つまりハヤテの右側へ視線を移した。

　すなわち、彼の右腕に体を寄せるシェリー・シャルラッハロートへと。

「ハヤテはすでに私の体の虜とりこですから」

　シェリーは勝ち誇ほこって微笑ほほえんでみせる。

　さらにむぎゅっと彼女の胸がハヤテに押しつけられた。

　ところで、先さき程ほどからハヤテの腕を挟はさんでいる彼女たちの胸だが、保護する物が何もない。

　実はこうなる前にもふたりはハヤテを巡めぐって、あれこれと意地を張り合い争い合い、衣服などとうにはだけてしまったあとだった。

　両側から生のやわらかい挟きよう撃げきを喰くらい、ハヤテはだらだら冷ひや汗あせを流す。

（シェリーのこういうのはいつものことだけど、ピアも容よう赦しやないなあ）
















　何と言うか、あれだ。

　人づき合いや距きよ離り感かんの測り方が不得手なのに、一気に相手の胸むな元もとまで踏ふみ込むような、そんな積極性。

　この前の戦いでピアに勝利して以来、彼女は連日こんな調子でハヤテとの距離をぐいぐい詰つめてくるようになった。

　彼女に対たい抗こうするようにシェリー、それにビクトリア、キルルとアリアも積極的になってきて、ハヤテとしては気の休まる時がない有り様だ。

　ちなみにビクトリアたちは学院代表の応おう援えんチームの一員として、後方の大規模馬車に乗り込んでいる。ほかにもピアの親衛隊や担任のレーラなど、王都へ向かう学院関係者は全部で五十名ほどだ。

　もし彼女たちがこの馬車内で繰くり広げられている痴ち態たいを目撃したら、きっとただでは済まないだろう。

「人間ってのは年がら年中発情期だからのう」

　と、ピアの契約獣サーヴアントである斉せい天てん大たい聖せいは傍ぼう観かん者を気取り、ハヤテたちから距離を取って窓の外を眺ながめている。

　しかも契約獣サーヴアントのくせに、優ゆう雅がにパイプなど吸っていた。

　おまけにそれが妙みように似合っているのだから、つくづく変な契約獣サーヴアントだ。

（変と言えばまぁ、俺もそうなんだが）

　それもハヤテの場合、とびきり、が頭につくだろう。

　人でありながら契約獣サーヴアントとして呼ばれた男。

　記き憶おくを持たず、魔女騎士ヘクセンリツターの『魔導器ワンド』を超こえる『魔神器ゼーレ』を操あやつる。

　そんな自分は何者なのか……未いまだに答えの片へん鱗りんすら見えない。

（王都には人がたくさんいるんだろうな。だったら、俺のことを知ってる奴やつのひとりやふたりいたらいいんだが……）

　ハヤテがそんなことを考えていると。

「もうすぐ王都ね……」

　ふと隣となりで、シェリーが小さく呟つぶやいた。

　その声はわずかに沈しずんでいる。

　気落ちしているというよりは、今のハヤテと同じく物思いに耽ふけっているような、そんな声。

　彼女にとって『レギンレイヴ杯』はそれだけ重要な戦いなのだ。

　いや、彼女にとって重要でない戦いなど今までなかった。

　家名を。

　家族を。

　全てを取り戻もどすために、彼女は決して負けられない。

　今までも、これからも。

　それを思い出して、ハヤテは小さく首を横に振ふる。

（俺のことなんて後回しでいい）

　まずはシェリーのために勝利を摑つかもう。

　それが彼女と交かわした契けい約やくなのだから。

　その気持ちを示すように、ハヤテはシェリーの手を握にぎった。

「！」

　シェリーはそれに気づいて、ふっとハヤテの顔を見上げ。

「……」

　微び笑しようを浮うかべ、安心したように彼の肩かたに頭を預けた。








第一章　予期せぬ出会い









　王都サンブルスト。

　ほぼ大陸の中央に位置するスターファム王国の中ちゆう枢すう。

　女王の住まう王城もここに存在し、政治、商業の中心地となっている。

　さらに『レギンレイヴ杯』の開かい催さいに合わせ、商人や見物人が国内外から集まっている。

　その賑にぎわいは都市全体で舞ぶ踏とう会が開かれているかのような有り様だ。

　そんな喧けん騒そうのるつぼと化した王都に到とう着ちやくしたハヤテたちは、まず担任のレーラとともに闘とう技ぎ場へ足を運んだ。

『レギンレイヴ杯』に出るための選手登録をするためだ。

　選手登録といっても、シェリーとピアは学院シードとして本戦への出場が決定している。

　なので、どちらかといえば王都に無事到着したのを報告する意味合いが強い。

「ではこちらにご署名を」

「はい」

　シェリーは促うながされた通り、選手登録名めい簿ぼに名前を書く。

「……はい。シェリー・シャルラッハロート様。確かに」

　係員は名前を確かく認にんして頷うなずいた。

　次にピアが署名し、これで選手登録は終しゆう了りようとなる。

　本来なら出場に際して様々な説明や契約が必要なのだが、ふたりは学院で事前にそれらのことを済ませているのでこうもあっさりと終わったのだ。

「よし、ではホテルセラフに向かうぞ」

「ホテルセラフ？」

「王都一の宿しゆく泊はく施し設せつだ。学院の者は『魔宴ヴアルプルギス』中そこに泊とまることになっている。荷物は先に届けさせてあるから、さっさとついてこい」

　レーラは簡潔にハヤテの質問に答えて移動を始めてしまう。

　特にそのほかに疑問があるわけでもなかったので、ハヤテたちはおとなしく担任に従った。

「にしても、闘技場ってデカい建物だな。外観だけでも相当だぞ」

「前にも話したけど、『魔宴ヴアルプルギス』はバトルロワイヤル形式で行われるのよ」

「ああ、闘技場が狭せますぎるとごちゃごちゃしすぎるのか」

　八人の魔女騎士ヘクセンリツター＋契約獣サーヴアントが入り乱れる戦いなのだから、その戦場を広く造るのは当たり前と言えば当たり前だ。

「それもあるけど、一回戦、二回戦と試合が進む度たびに闘技場の戦場を造り替かえるの。その資材を置いておく場所も必要というわけ」

「へぇー、そりゃまた大がかりだな」

「ええ、しかも『ヴァルハラの加護』に必要なミスリルを地下に埋うめるどころか、闘技場の建物そのものをミスリルで造ってあるわ」

「え？　ミスリルって貴重なんじゃないのか？」

「だからこそ、この闘技場につぎ込んでいるのよ。『魔宴ヴアルプルギス』の開催は、国の威い信しんと見み栄えを張る場所でもあるもの」

「金かかってるんだな」

　全すべてミスリル製の闘技場といい、毎回内容を造り替えるバトルフィールドといい、ハヤテのちっぽけな金銭感覚では予想もつかないが、相当お金が必要そうだ。あと手間も。

「国によっては屋外の試合場をいくつも用意して、試合ごとに移動する形式の『魔宴ヴアルプルギス』もあるけれどね。大がかりで経費がかかるのは、どこも変わらないわ」

「さすが、大陸規模でやるだけのことはあるんだな」

「それに見合う経済効果があるということだ」

　レーラが講義でもするみたいに、ハヤテとシェリーの会話に注ちゆう釈しやくを入れる。

「ともあれ、本戦は明日あしたからだ」

　横を歩いていたピアも会話に加わる。

　ついでに、その胸をぎゅっと押しつけるように、ハヤテの腕うでに抱だきついてきた。

「ハヤテ・ミツルギ。明日への英気を養うために、今日のところは街を見て回らないか？　何かおもしろいものがあるかもしれない」

「あー、えーと」

「……」

　ハヤテはシェリーからの強い視線を感じながら、どうしたものかと考える。

　ピアの押しの強さを鑑かんがみれば断るのは簡単ではない。

　そもそも、別にハヤテは彼女が嫌きらいなわけではないのだ。変な意味ではなく。

　よって無下に断りたくないという気持ちも多少ある。

　ただシェリーの嫉しつ妬とを考えると、無む闇やみにふたりきりで王都見学に行くのもマズい。

　そんなことをしたら夜にどんな目に遭あわされるか……。

　そこまであれこれ考えた上で、ハヤテが出した結論は。

「……よし。じゃあ、みんなで行こう。シェリーはもちろん、ビクトリアとかキルルも誘さそって」

「むぅ……分かった」

　ピアはやや不満そうだったが頷いた。

「シェリーもいいか？」

「ええ。私も王都は久しく来ていなかったから、少し楽しみだわ」

　と、微笑ほほえみながらシェリーもハヤテの腕を自分の方へと引き寄せる。

　ギュ

「イッ！」

「？　どうしたハヤテ・ミツルギ」

「いや、何でもない」

（脇わきつねられた……）

　脇が痛いやら、谷間に挟はさまれた腕が気持ちいいやら。

　明日から本戦にしては緊きん張ちよう感かんのない悩なやみに包まれながら、ハヤテは両腕を摑まれた不安定な足取りでホテルへ向かった。




　　　　▽




「はあぁ～、こりゃ凄すごい」

　ホテルセラフに辿たどり着いたハヤテは思わず感かん嘆たんの息を漏もらした。

　シェリーに召しよう喚かんされて以来、豪ごう華かで豪ごう奢しやな建物など見み飽あきるほど見てきたが、これはまた別格だった。

　建物の全容を見ようと思ったら首が九十度傾かたむくまで見上げなければならない。

　玄げん関かんとエントランスを彩いろどる調度品ときたら、学院や以前招かれたビクトリアの屋や敷しきにも引けを取らない高価な物ばかり。

　壁かべも床ゆかも金のかかってないところはないと言わんばかりの造りで、貴族でも何でもないハヤテからすれば見ているだけでクラクラしてくる。

　学院生全員がここに泊まるらしいが、学院代表のシェリーとピアは最上階近くの最も高級な部屋に泊まれるらしい。

　まったく至いたれり尽つくせりだ。

「部屋も凄いな……」

「王族の別べつ荘そうと言われても納なつ得とくしそうね」

　ハヤテに比べればシェリーの反応は小さい。

　その辺りは腐くさっても元四大貴族のご令れい嬢じようといったところか。

「ピアさんは隣となりの部屋ね」

「こんなに広いなら一いつ緒しよの部屋でもよさそうなのになぁ」

　ちょうど寝しん室しつもふたつある。その上広いリビングにテラスまであるのだから、二組一緒に泊まるのにも充じゆう分ぶんな設備だろう。

「……はぁ、ハヤテはもう」

　と、ハヤテはこの部屋を見て思ったのだが、シェリーには呆あきれ顔をされてしまった。

「何だよ？　この部屋高いんだろ？　ひと部屋で済むならそれに越こしたことないじゃないか」

「仲のいい者同士ならそれでもいいかもしれないけど、そうじゃなかったらいらぬストレスになるでしょう？　ランキング一位と二位なんて、本来なら最もライバル関係にある仲なんだから」

「……言われてみればそうか」

　不仲な者と同室とあっては大会に集中するのも難しくなりそうだ。

「それに」

　シェリーは急にハヤテの腕を引っ張る。

「わっ！」

　彼女の方へバランスを崩くずしたハヤテは、そのまま一緒にソファに向かって倒たおれる。

　幸いというか、シェリーは分かってやったのだろうが、ソファは羽毛のようにやわらかく、ふたり分の体重もやさしく受け止め音も立てなかった。

　そのソファに埋もれるように、ふたりは密着して倒れ込む。

　当然、彼女が下、ハヤテが上の体勢だ。

「ピアさんがいたんじゃ、こういうこともできないでしょう？」

　ハヤテの首に両腕を回しながら、シェリーは妖よう艶えんに微笑む。

「……！」

　その表情に、ドキリ、と。

（シェリーのこういう顔に慣れることってたぶん一生ないんだろうな）

　ハヤテにだけ見せる彼女の表情。

　これを見る度に、俺の心臓がひとつ高鳴るのだろう。

　その度に彼女への気持ちを再確認してゆく。

　それと、シェリー・シャルラッハロートという少女が持つ女性としての魅み力りよくも。

「旅先でこんな一流ホテルのスイートに泊まってると気分も盛り上がるわね」

　そう言いながらシェリーはさらに強く抱きついてくる。

　ふたりの体の間で、彼女の豊満な胸が潰つぶれる。

　彼女の立てた膝ひざ小こ僧ぞうがこちらの敏びん感かんなところを撫なでる。

　何よりも魅力的な唇くちびるから漏れる吐と息いきが、熱く、頰ほおに当てられた。

「お、おい、こんな昼間から。それにビクトリアたちがエントランスで待ってる」

「知らないわ」

「……やっぱり、さっき勝手にピアと約束したの怒おこってるのか？」

「どうかしら？　でも、私はハヤテと明日までふたりっきりで過ごしたかったのは確かね」

（やっぱり怒ってる……）

　拗すねてると言った方が正しい気もするが、馬車でもピアがずっと一緒だったし、ここに来るまで結構溜ため込んでいたのかもしれない。

　それがようやくふたりきりになれて噴ふん出しゆつした、と。

（だからって明日から『レギンレイヴ杯はい』だっていうのに、今からこんなことしてる場合じゃないよな……）

　何とかして彼女を思い留とどまらせなければならない。

　さて、ではどうすればいいかとハヤテが悩んでいると……その最適解はドアの向こうからやってきた。

　コンコン

　スイートのドアがノックされる。

「ハヤテさんにシェリーさん、いらっしゃいますか？　もうみなさん下で待ってらっしゃいますよ？」

　ビクトリアの声だ。

　どうやら遅おそいふたりに痺しびれを切らして呼びに来たらしい。

「ほら、みんな待ってる。早く行こう、な？」

「……仕方ないわね」

　シェリーは渋しぶ々しぶといった感じで首に回した腕を離はなす。

　解放されたハヤテが立ち上がると、彼女もソファから腰こしを上げて乱れた裾すそを整えた。

「さっ、ビクトリアさん怒おこり始めてるわね。彼女のノックで扉とびらが破は壊かいされる前に出ましょうか」

「りょーかい」




　　　　▽




　ハヤテたち六人は王都の街に出た。

　前述の通り、『魔宴ヴアルプルギス』中の王都は物もの凄すごい賑にぎわいである。

　目め抜ぬき通りには人が溢あふれかえり、認にん可かを受けた商店が店の前に露ろ店てんを広げ、呼び込み役が大声を張り上げていた。

「ふえぇ～、凄い人ですね～」

　キルルなどは通りに満ちる活気に当てられたのか、やや呆ほうけた顔で頰を紅潮させている。

「ほら、キルル。あっちに大道芸人がいるよ」

　アリアが幼おさな馴な染じみの肩かたを叩たたいて通りの反対側を指差す。

「あっ、ホントだ！　ハヤテさん、見に行きませんか？」

「いいよ」

　ハヤテたちは目につく端はしから興味の湧わく物を順に見て回った。

「ハヤテ・ミツルギ。私はあの武具屋を見たい」

「ハヤテさん。あちらで雲みたいな砂糖菓が子しを売っているそうですわ。わたくしと半分こいたしましょう」

「ハヤテ君」

「ハヤテ」

　少女たちに呼ばれてあちらへこちらへ。

　忙いそがしさのあまり目が回る。

　人混みも相まって疲ひ労ろう度も倍増だ。

　おまけに油断するとすぐ誰だれかを見失いそうになる。

「って、あれ？」

　気がつけばビクトリアとふたりきりになっていた。

　腕を引かれるがままに歩いている内に、ほかのみんなとはぐれてしまったようだ。

「ビクトリア。シェリーたちがいない。少し道の端でみんなを探そう」

「分かりましたわ」

　人波に流され続けていたら人探しどころではない。

　ハヤテはビクトリアと一緒に通りの端へ移動し、背せ伸のびしてみんなを探した。

「キルルはちっちゃいから見えないか……。ミリアを探せばアリアもそこにいるかな？」

　アリアの契約獣サーヴアントは機械じかけのフクロウなので空を飛べる。

　彼女が気を利きかせてミリアを飛ばしてくれていれば、それを目印に集まれるはずだ。

「あの、ハヤテさん」

「ん？　ミリア見つかったか？」

「いえ、ちょうどふたりきりですし、お渡わたししたい物が」

「？」

　改まってそんなことを言われたので、ハヤテはミリアを探すのを一時中断して隣のビクトリアに視線を移した。

　彼女は制服のポケットから小さな飾かざり袋ぶくろを取り出す。

「どうぞ」

　そして、その布製の袋をハヤテにそっと差し出した。

　受け取り、手で感かん触しよくを確かめてみる。硬かたい。

「中身は、石か？」

「間ま違ちがってはいませんけど、ただの石ではありませんわ。わたくしが祈いのりを込こめたパワーストーンです」

　ビクトリアはえへんっと誇ほこるように腰に手を当てる。

「何日もかけてハヤテさんたちの勝利を祈き願がんしておきましたから、これで明日あしたの本戦も勝ち抜けること間違いなしですわ」

「要するにお守りか。ありがとうな」

「きちんと肌はだ身み離さず持ち歩くんですのよ」

「分かったって」

　頷うなずいて、お守りを制服の中にしまう。

　ビクトリアは満足したように笑顔になり……不意に、ハヤテにギュッと抱だきついてくる。

「え？　あ、おい」

「ハヤテさん。あなたはそういうところ鈍にぶいでしょうから念のため言っておきますけれど、女性に贈おくり物をされた殿との方がたは必ずお返しをしなければいけないんですのよ？」

「お返し？」

「ええ、何か記念になるようなモノがいいですわ」

　記念になるモノ。

　と、いきなり言われても、そんな大層な物すぐに用意は……。

　ハヤテが困っていると、ビクトリアは少し頰を赤らめて。

「な、なんでしたら記念になりさえすれば、形に残る物でなくともよろしくてよ」

「そう言われてもなぁ。たとえば何だ？」

「たとえば、こ、今夜わたくしと」
















　ビクトリアがその先を言おうとした時、

「あっ、ここにいたんだね。ハヤテ君」

　アリアが人ひと垣がきをかき分けて、ふたりの前へと現れた。

　彼女の後ろにはシェリーやピア、キルルの姿がある。

「ミリアに上から探してもらってね。いやあ、はぐれなくてよかったよ」

「……そうですわね」

　ビクトリアは不満げな顔でアリアに向かって頷き、そっとハヤテから体を離した。

「……」

「……」

　ハヤテはシェリーの視線から目を逸そらす。

　悪いことをしたつもりはないのだが、ホテルでの一件もあるので、どうにも彼女をほったらかしにしている感がある。

　ハヤテは咳せき払ばらいひとつしてシェリーに向き直った。

「シェリーはどこか行きたいところあるか？」

「……そうね」

　シェリーは考えることしばし。

「入れるかどうか分からないけれど、一いつ箇か所しよ行きたいところならあるわ」




　　　　▽




　シェリーが先導してみんなを連れてきたのは、王都の南側にある劇場だった。

「王立劇場ですわね」

　立派な門を構える箱形の建物を見上げながらビクトリアが呟つぶやく。

「シェリーが来たかったのってここなのか？」

「ええ」

「何か観みたい劇でもあるのかい？」

　今度はアリアがシェリーに尋たずねる。

「あるにはあるけれど、今やっているのか分からないわ」

「ってことは定番ものじゃなくて少しマイナーなのかな？　ああ、あっちに今日の演目が出てるよ」

　アリアの指差した方へみんなで移動する。

　そこには大きな立て看板があって、本日の演目と書かれた下に三つほど劇の題が並んでいた。

「……あったわ。ちょうど今やっているみたい」

　立て看板を見て、シェリーが言う。

「『アルテミス叙じよ事じ詩し』か。確かにいつもやってるとは限らない劇だね。運がいい」

「でも、もうあと三十分くらいで終わっちゃいますね」

　アリアとキルルがそれぞれ言う。

「シェリーどうする？　もう劇は終しゆう盤ばんみたいだけど」

「……私は観たいわ」

　シェリーがそう言うならハヤテも頷くまでだ。

　ビクトリアたちは待っててくれてもいいと断ったのだが、彼女たちも入るというので人数分のチケットを買い、急いで建物の中へと入った。

　静かに扉を開けて劇場内に入る。

　と。

「シュトルム！　剣けんを持て！」

「姫ひめ殿でん下か！」

　途と端たんに、男女の鋭するどい声が鼓こ膜まくを貫つらぬいた。

　一いつ瞬しゆん驚おどろきかけたが、すぐに役者の演じる声だと気がつく。

　すでに演目はクライマックスに入っているらしく、複数の役者が入り乱れて殺陣たてを演じているところだった。

「これは席まで移動するのは無理そうだね」

　アリアの言う通り、今みんなが劇に見入っている最中だ。

　その横や前を通るのはいかにも無ぶ粋すいだろう。

　ハヤテたちは席につくのを諦あきらめ、壁かべ際ぎわに背を預けて立ち見することにした。

　しかし、しばらくして。

（……全然内容が分からん）

　他ほかのみんなは何となく内容が分かっているのか見入っているが、ハヤテにはそもそも何の場面なのかすら分からなかった。

　アルテミスと呼ばれる少女が魔ま獣じゆうの親玉と戦っているシーン、というのは察することができるのだが、そもそもなぜ彼女が戦っているのかが分からない。

「シェリー。『アルテミス叙事詩』ってどんな劇なんだ？」

「……アルミテスが大陸を席巻していた魔獣たちと戦い、奴やつらを退けて人類最初の王国を築くまでを描えがいた物語よ」

「それって、俺たちのいるスターファム王国のことか？」

「ええ。半分以上は脚きやく色しよくが入っているでしょうけど、史実にも則のつとった部分もある歴史物語とも言えるわ」

「へぇー」

「たとえば、あれ」

　シェリーはそう言って、ひとりの男性役者を指差す。

「アルテミスにシュトルムと呼ばれている男。彼は彼女の従者……だったと言われているわ」

「？　なんだか微び妙みような表現だな」

「ハッキリ『従者』と書かれた資料がないのよ。ただアルテミスと常に行動をともにしていたらしき記述は発見されているわ」

「だから従者だったんじゃないか、ってことか？」

「そうね。けど、本当に従者だったのかは今でも分かっていない。戦場にもついていって、時にはアルテミスを大いに助けたなんて逸いつ話わもあって、信しん憑ぴよう性せいに欠けるなんて言う人間もいるけれど」

「信憑性に欠ける？　何で？」

「彼が男だからよ」

「ああ、そういう」

　スターファム王国に限らず、この世界は女性優位社会だ。

　その王国の初代女王が男に助けられたなんて話、事実かどうかは置いておいて、あまり受け入れてもらえないことなのだろう。

（その辺をある程度忠実にやっているからこの演目はマイナーなのかな？）

　思わずそんな邪じや推すいをしてしまうが、まぁハヤテにとってはどちらでもいいことだ。裏にどんな事情があったとしても、ハヤテは気にも留めない。

　それに気になるとすれば、そんな劇の裏事情などよりも。

「シェリーはどうしてこの演目が観たかったんだ？」

「……昔、お母様と一いつ緒しよに王都に来た時に観たの」

「……！」

　シェリーの母親。

　未いまだに彼女の口から詳くわしく聞いたことはないが、かつてシャルラッハロート領で魔獣が大量発生した折に姿を消したのは知っている。

　それが原因で娘むすめのシェリーと彼女の祖母が多大な苦労をしたのだが、そのことについて本人から母への恨うらみ言ごとを聞いたことは皆かい無むだ。

　ただ、会いたい。

　もう一度母を、家族を取り戻もどしたいと一心に願って、シェリーはずっと戦ってきた。

　彼女の強さと想おもいの源泉である母。

　その思い出の一いつ端たんが、今日ここへ彼女に足を運ばせた理由のようだ。

「またいつか、一緒に観られるさ」

　ハヤテはシェリーの手をそっと握にぎって囁ささやく。

「……！」

　シェリーは一瞬目を丸くしたが、やがて微笑ほほえみ、

「……そうね」

　と答え、あとは静かに劇が終わるまで彼の手を握り続けた。




　　　　▽




　やがて劇の幕が下りると、ハヤテたちは再び王都の散策へと戻った。

「少し腹減ったな」

　歩きながらふとハヤテは思ったことを口にする。

　王都に着いてからまだ何も食べていない。そろそろみんな休きゆう憩けいがてら何か食べたいタイミングだろう。

　というか、ビクトリアがさっきからお腹を押さえて何か言いたそうにしていたので、たぶん誰だれかが言い出すのを待っているのだろうと思ったのだ。

「そうですわね。王都でしたらわたくし、案内できるお店をいくつか知っていましてよ。みなさんご希望はありまして？」

　早さつ速そくビクトリアが提案に同意しながらみんな尋ねる。

「うーん、そうだね～」

　アリアたちがリクエストに悩なやんでいる時。

「ん？」

　ふとハヤテは前方に妙みような人だかりを見つけた。

　元々通りに人は多かったのだが、そこには明らかに人が集まり、なぜだか少し上を見上げている。

（上……？）

　彼らの視線につられてハヤテも上を見て……ぽかんと呆あつ気けに取られる。

「どうしたのハヤテ……」

　シェリーたちもハヤテの様子に気づき、彼の視線を追って……同様に言葉を失う。

　六人の視線の先にあるもの。

　それは一本の街灯……の上に立ったまま眠ねむりこけているひとりの少女だった。

「何やってんだ、あいつ。ていうか、寝ねてるのか？」

「遠目には間ま違ちがいなく寝ているな」

　ピアが若じやつ干かん目を細めながらハヤテの疑問を肯こう定ていする。

　いや、正直肯定されても余計疑問が増えるばかりなのだが……。

「意味分からん」

「私もよ」

　シェリーもやや呆あきれ気味に同意してくれる。

　とりあえず、もっと近寄って確かめようとハヤテたちは街灯の方へと歩を進めた。

　改めて下から少女を見上げるが、やっぱり寝ている。

「おーい」

「……」

　呼びかけるが反応なし。

「ふむ。寝ていながらあの体幹のよさ。只ただ者ものではなさそうだ」

　眠りこける少女を見上げ、ピアがそんなことを言う。

　言われてみれば意外に危なげなく街灯の上に立っているのが分かるが、危ないものは危ない。

「アリア。ミリアなら上手うまいことあの娘こを地面まで下ろせないか？」

「イケると思うよ。ミリア」

「キュルルル！」

　アリアの契約獣サーヴアントがひと声鳴き、主人の肩かたを離はなれて飛び上がる。

　機械仕じ掛かけのフクロウは街灯の上まで上じよう昇しようすると、眠る少女の肩を摑つかもうと近づいた。

　その時。

「───」

　急に少女がカッと目を見開き、ミリアを払はらいのけるような動きを見せ、

「あっ」

　街灯の上から落下した。

　そりゃあんな狭せまい足場で急に動いたらそうなる。

　と、冷静にツッコんでいる場合ではなかった。

「うおっと！」

　ハヤテは反射的に少女の下に回り込み、両りよう腕うでで彼女の体を受け止める。

　日ひ頃ごろ鍛きたえていたおかげか、一瞬転びそうになるが何とか少女の体重を支えることができた。

「大だい丈じよう夫ぶか？」

「あー……」

　少女はハヤテを見上げながら呆ほうけた声を漏もらしたあと、

　ぐぅぅ～

　盛せい大だいに、お腹を鳴らした。

「眠い。あと空腹」

「……みたいだな」

　やたらとマイペースな少女に、今度はハヤテが脱だつ力りよくする。

　ちょうど自分たちも休憩がてら食事にしようと思っていたところで、これも何かの縁えんと思い、ひとりでは一歩も動けないと言い張る少女もついでに連れていくことにした。

「まぁ、どこかで行き倒だおれでもしたら目覚め悪いですものね」

　ビクトリアもため息とともに同意し、彼女の案内で海かい鮮せん料理がおいしいと評判のお店へと向かった。

　ちなみに王都は海からやや離れているので、新鮮な海の幸さちを運ぶのに冷れい凍とう魔ま法ほうで鮮度を保っているらしい。

　その分お高いが、味は保証つきとのことだ。

「おお、ビクトリアお嬢じよう様さま。お久しぶりです。どうぞこちらへ」

　店に入ると従業員はビクトリアにお辞じ儀ぎし、早速ハヤテたちを広い個室へと案内した。

「ここのシェフはわたくしの故郷プエルトの出身で顔かお馴な染じみですの。今朝届いたばかりの新鮮な魚を料理してもらいますから、みなさん楽しみにしてお待ちくださいな」

「おおー！」

　ハヤテは期待に胸膨ふくらませる。

　新鮮な魚を使った料理は、以前クエストでプエルトに赴おもむいた時に食べたサシミがとてもおいしかった。

　しかし、学院のある都市アヴニールは王都よりさらに内陸にあり、寮りようの食堂でも生の魚料理というのは滅めつ多たに出ないのだ。

　なので、久しぶりにあれが味わえると思うと、早くもよだれが溢あふれそうだ。

「こら。寮の食堂じゃないんだから、あんまりそわそわしちゃダメよ」

「あ、ワリィ」

　シェリーに怒おこられ姿勢を正すハヤテ。

　……と、その隣となりで。

「ぐー……」

　テーブルに突つっ伏ぷし居い眠ねむりする少女。

「……」

「……」

　ビクトリアやアリアも対処に困っているようで口をもごもごさせている。

（う～ん、連れて行こうって言ったのは俺だし、何とかしないと）

　とはいえ、ハヤテもどうしたらいいか迷う。

　相手はどこか摑み所のない少女だ。

　おまけに今日が初対面……ハヤテでなくとも対応に困る……？

「……あれ？」

「どうしたの？」

　突とつ然ぜん首を傾かしげたハヤテにシェリーが尋たずねてくる。

「いや、今いま更さらなんだけど、なんかこの娘こどこかで見た覚えがあるような……？」

「え？」

「言われてみれば……？」

「むぅ、そういえば誰かに似ている気が……？」

　ハヤテの言葉にキルルやピアも首を傾げ始める。

「ぐー……むにゃ」

　全員から注目されても少女は微び動どうだにしない。

　手入れをサボっているのか、腰こし元もとまで伸のびる銀ぎん髪ぱつはやや色いろ艶つやが落ちている。服装にもあまり気をつかっている感じではなく、元は高そうな生き地じはあちこち汚よごれていた。

　しかし、わずかに覗のぞく顔立ちは非常に整っており、間の抜ぬけた寝ね顔がおにさえ目を瞑つぶれば美少女と言って差し支えない。

「んむ？」

　不意に少女が目を開き、顔を上げた。

「お待たせしましたー」

　と同時に、個室の扉とびらが開き、従業員が料理を運び込んでくる。

「……」

　少女は眠たげな目をしたまま、並べられていく料理を見つめていた。

　腹の虫が鳴くほど空腹であるはずなのに、その態度からは料理に関心があるのかないのかいまいち分からない。

　やがて料理が全すべてテーブルに並べられ、従業員はごゆっくりと告げて部屋を出て行く。

　だがみんな少女のことが気になって、誰も箸はしに手をつけられなかった。

　肝かん心じんの少女はといえば、やはりボーッとして動き出そうとしない。

「えっと……腹減ってるんじゃないのか？」

　まさかとは思うが、いちおう確かく認にんしてみる。

「減ってる」

　即そく答とうする少女。

　さらに肯定するようにお腹がもう一度鳴る。

「じゃ、じゃあ食べたらどうだ？　お金とかは心配しなくていいから」

「ん」

　食事を勧すすめるハヤテに向かって、少女はなぜか小さく口を開いた。

「……？」

「食べさせて」

「はい？」

「箸使えない。それにいつも誰かが食べさせてくれる」

　そう言うと、まるで母鳥に餌えさをせっつく雛ひなのように、口を開けたままハヤテに顔を近づけてくる。

「あー……いや、そうだ。そういや、キミの名前は何て言うんだ？」

　困ったハヤテは話題を逸そらそうと、さっきから気になっていたことを尋ねてみた。

「ん」

　しかし、食べ物が先だと言いたげに少女は迫せまる。

　その内、むにゅん、とやわらかな胸が腕に当たるほどに近づき、にわかに室内が殺気立つ。

「分かった！　分かったから！」

　これはもうさっさと少女の要求を叶かなえた方がいいと判断し、ハヤテはスライスされた生魚の切り身を彼女の口元へと運んでやった。

「もぐ、もぐ」

　非常に緩かん慢まんな動作で少女は魚を食べ、もう二、三切れ食べたところで、ふぅ、とひと息ついた。

「で、名前は？」

　その隙すきを逃のがさずハヤテは再度同じ質問をする。

　今度ははぐらかさずに少女は答えた。

「……おるとりあ」

「え？」

「オルトリア・アルタイル……私の名前」

　途と端たんに、ガタンッ、と椅い子すを蹴け倒たおす音が五つ室内に響ひびいた。

「オルトリアですって……？」

　中でもひと際きわ目を見開いているシェリーが呟つぶやく。

　その目は、まるで化け物でも見ているかのように戦慄おののいていた。

「オルトリア・アルタイル……」

　ひとり反応の遅おくれたハヤテは、その名前に何か聞き覚えがないかと自分の記き憶おくを探さぐる。

　そして、ふと数ヶ月前の出来事を思い出した。

「あ！」

　それはシェリーとともに観戦した『ヘルフィヨトル杯はい』の決勝戦。

　そこに現れた美しい銀髪をたなびかせる『銀月の騎き士し』。

「当代最強の魔女騎士ヘクセンリツター……オルトリア」

　少女の正体を知って絶句するハヤテ。

　貴族とは思えない野暮ったい格好と、覇は気きのない表情で今まで気がつかなかったが……思い出してみれば確かに目の前の少女は、あの日圧あつ倒とう的てきな勝利で『ヘルフィヨトル杯』を制した魔女騎士ヘクセンリツターと瓜うり二ふたつだった。

（シェリーの夢の最大の壁かべが目の前に……！）

　大陸一の魔女騎士ヘクセンリツターを目指すシェリーにとって、極きよく端たんな言い方をすればオルトリアは最大の敵と言ってもいい。

「……！」

　それが突然、目と鼻の先に思わぬ形で現れ、彼女は立ったまま動けなくなっていた。

「……」

「……」

　動けないのはピアやビクトリアも同じこと。

　キルルなどはアリアの背に若じやつ干かん隠かくれるようにして成り行きを見守っている。

　そんな緊きん張ちよう感かんに満ちた空間の中心に座して、ひとり注目を集める当のオルトリアといえば、

「ん」

「……」

　相変わらずハヤテに次の食べ物を催さい促そくしていた。

（何なんだこの状じよう況きよう……）

　だがこの逆らいがたい空気に圧され、ハヤテは全自動人形のように次々とサシミをオルトリアに食べさせ続けた。

　立ち上がった面々も呆あつ気けに取られながら椅子に座り、文句をつけるでもなくその様子を見守っている。

　あまりの事態に何と言えばいいのか分からなくなっているのかもしれない。

　それはそれとして。

　個室内とはいえ、みんなに見られながらこんなことをするのは恥はずかしい。

　一方、食べさせられ慣れているのか、オルトリアは欠片かけらほども恥ずかしくなさそうに、ぱくぱくとサシミを咀そ嚼しやくし続ける。

　と、やがてひと皿ほど食べ終えたところで、オルトリアはもういらないとでも言うように首を横に振ふった。

　それがひとつの区切りとなったのか、場の空気がわずかに緩ゆるむ。

「えぇっと……オルトリアさん？」

「んむ？」

　シェリーの呼びかけにオルトリアは顔を横に向ける。

　それでふたりの視線が合うが、しばらくお互たがいに無言だった。

　何を言うのか迷うような間を置いて、シェリーは口を開く。

「……『ヘルフィヨトル杯』を制し、隣りん国ごくの代表者となったあなたがなぜ今この国の王都にいるのですか？」

「見に来た」

「見に？　やはり『レギンレイヴ杯』の偵てい察さつですか？」

「違ちがう。人探し」

「人？」

「さっきも探しているところだった。けど眠ねむくなって、そのまま寝ねちゃった」

（眠くなったからって街灯の上で寝るか……？）

　いちおう声には出さずツッコんでおく。

「普ふ段だんは外に出ないから……長旅で疲つかれた」

　喋しやべりながらオルトリアはあくびをむにゃむにゃと嚙かみ殺す。

　放ほうっておいたらまた眠ってしまいそうだ。

「なんていうか……イメージとだいぶ違う人だな」

「そうだね……」

　ハヤテのセリフに答えたのはアリアだったが、この場にいる全員が同じ感想を抱いだいただろう。

　ハヤテがオルトリアを観みたのは『ヘルフィヨトル杯』観戦の一回のみだが、それでも竜りゆう王おうの契約獣サーヴアントを従え、銀髪をたなびかせながら他ほかの魔女騎士ヘクセンリツターを圧あつ倒とうする姿は凄すさまじく鮮せん烈れつだった。

「……ぐぅ」

　それがこれかぁ……。

　なんとも複雑な気持ちが湧わき上がってくるが、文句を言うのも筋すじ違ちがいだ。

　戦いの時はともかく、普段は非常にだらしない……つまりそういう性格なのだと納なつ得とくするほかないだろう。

　まぁだらしないのひと言で片付けるには足りない気もするが。

　そこでハヤテはあることに気づき、顔を赤らめる。

「って……あの、胸に醬しよう油ゆが垂れてますよ」

「え？」

　ハヤテが教えてやると、オルトリアは自分の胸むな元もとに視線を落とす。

　おそらく先さき程ほどサシミを食べている時についたのだろう、黒い液体が彼女の柔やわ肌はだの上に小さな黒点を作っていた。
















　これで拭ぬぐってくださいという意図を含ふくめて、ハヤテはナプキンを差し出す。

　が、オルトリアはそれを受け取らない。

「ん」

　で、胸をハヤテに向かって突つき出してくる。

　先程サシミを食べさせてもらっていた時と同じように。

「え？」

「ん」

「え……まさか、拭ふけと？」

「ん」

「ダメです！」

　容よう赦しやなく胸を押しつけてくるオルトリアに対し、ハヤテの代わりにシェリーが断固たる口調で拒きよ否ひした。

　彼女はハヤテからナプキンを奪うばい、やや乱暴にオルトリアの胸を拭く。

　オルトリアは少しだけ目元をぴくりと動かしたが、拭いてもらったことに満足したらしく胸を突き出すのをやめる。

「あ、ありがとな」

「どういたしまして」

　棒読みでシェリーは答え、こほんと咳せき払ばらいする。

　どうにもオルトリアの態度に調子を狂くるわされているようだ。彼女にしては珍めずらしいが、それも仕方がないと思う部分もある。

　ハヤテだって、大陸最強の魔女騎士ヘクセンリツターがここまで……その……個性的だとは、まさか夢にも思わなかった。

「あ、あの……」

　その時、これまで黙だまっていたキルルがおずおずとオルトリアに近づく。

「ん？」

　相変わらず一語で反応を示すオルトリア。

「ちょ、ちょっと失礼します」

　キルルは構わず、手を伸のばしてちょいちょいっとオルトリアの乱れた衣服を直した。

「すみません。その、ずっと気になってて」

「……おお」

　オルトリアは直された襟えりや裾すそを見て、感心したような声を漏もらす。

　それから、ぽんぽん、とキルルの頭を撫なでた。

「お前、私の家の侍じ女じよに似ているね」

「じ、侍女……」

　本人は褒ほめたつもりなのだろうが、キルルはショックを受けたようにズーンと肩かたを落とす。

　いやまぁ、貴族がいきなり侍女扱あつかいされちゃなぁ……。

「？」

　オルトリアはキルルがなぜ落ち込んでいるのか分かっていないようで、左右に二度首を傾かしげたが、すぐに興味を失ったようでまたあくびする。

「オルトリア殿どの」

　と、そこで今度はピアがオルトリアに話しかけた。

「ん？」

「貴き殿でんの契約獣サーヴアントティアマトーはどちらに？　さすがに街中には連れてきていないようだが」

「あー……ティアマトーは郊こう外がいで待機させてる」

「契約獣サーヴアント専用の宿舎は使わなかったのですか？」

「あの子は……めだつから」

　確かに、あの竜王の威い容ようはとんでもなく注目を浴びるだろう。

　いかに今が王国中の魔女騎士ヘクセンリツターが集つどい、契約獣サーヴアントも街中に溢あふれ返る時期とはいえ、あんなものが出たらたちまちの内に王都中の噂うわさになっていたはずだ。

「できるだけ、めだつなってあいつに言われたから……。それに私が呼べばあの子テイアマトーすぐに来るし、問題ない」

「そうですか……」

　若干残念そうにピアは頷うなずく。

　もしかしたら五大竜王と謳うたわれるティアマトーを、ひと目見てみたいと思っていたのかもしれない。

「しかしめだたないように気を遣つかっているということは、もしやお忍しのびでこの国に来たのですか？」

「んー、よく分かんない」

　アリアの質問にオルトリアは曖あい昧まいな答えを返す。

　それを聞いて、アリアは難しい顔になり、

「あなたが政府の要職についているという話は聞きませんが、それでも国家クラスの要人であることは明白ですし……できれば、しかるべき場所に届け出た方がいいはずなんですが……」

「……でも、あいつに怒おこられるし」

「あいつ？」

（あいつって、さっきもそう言ってたよな）

　どうもオルトリアは件くだんのあいつとやらと王国に来ているようで、その彼だか彼女だかにめだつなと厳命されているようだ。

「う～」

　届け出がいると言われ、オルトリアは困ったように視線を彷徨さまよわせている。

　その姿が妙みように──いや、絶対そんなことはないのだが──弱々しくハヤテの目には映り、助け船のひとつでも出してやろうという気にさせられた。

「まぁ、いいんじゃないか？　別に、国に何か用事があるわけじゃないんだろ？　目的だってただの人探しって言うし」

「うーん」

　アリアはまだ難しい顔をしていたが、無理強じいするというほどのつもりもないらしく、それ以上は何も言わなかった。

「そういえば、オルトリアは誰だれを探してるんだ？　もしよかったら少し手伝うよ」

「ちょっと、ハヤテ」

　ハヤテがいつものお節せつ介かいを焼こうとして、さすがにそれはとシェリーが窘たしなめようとした時──

「……ハヤテ？」

　──がらり、と。

　オルトリアの雰ふん囲い気きが変わった。

「!?」

　今度はハヤテも椅い子すから立ち上がった。

　さらに、距きよ離りを取る。

　今まで普ふ通つうに隣となりに座っていた少女から、距離を。間合いを。

　横では、ピアやビクトリアも同じようにしている。キルルとアリアも言わずもがなだ。

　当のオルトリアといえば、こちらの反応をまるで意に介かいさず、ただジッとハヤテのことをまっすぐ見つめていた。

「きみ、もしかして名前、ハヤテ・ミツルギ？」

「……そうだ」

　さりげなくシェリーを庇かばう位置に立ちながらハヤテは小さく頷く。

　すると、オルトリアはハヤテの顔を指差し。

「きみ」

「え？」

「探してたの、きみ」

「……」

　一いつ瞬しゆん何のことかと思ったが、すぐに察する。

　オルトリアの探し人──それがハヤテだと言いたいのだろう。

「それじゃあきみがシェリー・シャルラッハロート？」

　オルトリアは指を横にスライドさせ、今度はハヤテの後ろにいるシェリーを指差す。

「……ええ」

　シェリーもハヤテ同様に短く肯こう定ていする。

「……」

　オルトリアは急に舐なめ回すような目つきでこちらを見てくる。

　それはまるで品定め。

　あるいは尽つきることのない興味からくる、念入りな観察。

　空腹でありながら料理にもたいした興味を示さなかった彼女が、まるで人が変わったような執しゆう着ちやく心しんを見せている。

　と。

「思ったより、鍛きたえてないね。そっちの黒くろ髪かみさんの方がまだ強そう」

「……」

　オルトリアの言にハヤテは反論しない。

　実際その通りであるし、今の彼女に何と答えるのが正解なのか分からなかったからだ。

「まぁでも魔女騎士ヘクセンリツターの強さは肉体だけじゃ語れないし──」

　オルトリアが立ち上がる。

「──ちょっとここで戦やってみる？」

「!?」

　何の冗じよう談だんだよ──つい数分前までならそう返しただろう。

　あのダルダルなオルトリアに対してだったら。

　けれど、今の彼女の目は。

「───」

　本気。

　その二文字がハッキリと感じ取れた。

「……っ！」

　正面からオルトリアに睨にらまれたシェリーはたたらを踏ふむように後退する。

　彼女を背に護まもっていなければ、ハヤテも一、二歩退さがってしまいそうだった。

　殺気……ではない。

　ただヒドく純度の高い闘気。

　それだけでここまでの圧を生み出せるのは格の違ちがいゆえか。

　そんな極きわめて危険な戦せん闘とう者が、今にもこちらに襲おそいかかってこようとしている。

（ウソだろこんなところで……）

　あまりの急展開にまだ頭が追いついていないが、体は正直だ。

　ハヤテは完全臨戦態勢で、いつでも『魔神器ゼーレ』を取り出せるように構えていた。

　しかし。

（ていうか、もし本気で戦うつもりなら、ここにあの契約獣サーヴアントを呼ぶ気か!?）

　五大竜りゆう王おうティアマトー。

　オルトリアは呼べばすぐに来ると言っていた。おそらくそれは事実だろう。

　だが問題はここが王都のド真ん中で、しかもお店の中だということだ。

　正直、あの巨きよ体たいを持つ竜が扉とびらから丁てい寧ねいな物もの腰ごしで店に入ってくるのは想像できない。

　となれば、彼女がティアマトーを呼んだ時、ここがどうなるのか。

　当然、店にはハヤテたち以外の、魔女騎士ヘクセンリツターでもない客もたくさんいる。

　惨さん状じようは、必至だ。

「待──」

　せめて店の外へ、ハヤテがそう言おうとした時だった。

　カタンッ、と音を立てて部屋の扉が開いた。

「！」

　入ってきたのは……もちろんティアマトーではない。

「……？」

　現れたのはフードを目ま深ぶかにかぶった女性だった。

　フードのせいで顔は見えないが、シェリーたちよりひと回り年上に見える。

　その女性を見て、オルトリアはげっと声を上げた。

「こんなところにいたのね、オルトリア」

　女性が窘めるような口調で言うと、オルトリアはバツが悪そうな顔で頭をかく。もうあの、肉にく食しよく獣じゆうじみた殺意と圧力はなりを潜ひそめている。

　と、そこで。

「え……？」

　不意に、シェリーが声を上げる。

　その視線はオルトリア──ではなく。

　たった今部屋に入ってきた女性へと向けられていた。

　しかし、女性の方はシェリーになど関心を払はらわず、続けてオルトリアに話しかける。

「何をしていたの？」

「あー……ご飯」

「はぁ……こっちにいらっしゃい」

　女性に手招かれ、オルトリアは素す直なおに従う。

　一瞬、ちらりとだけハヤテとシェリーに口くち惜おしそうな目を向けつつ部屋を出て行った。

　オルトリアが廊ろう下かに出ると、女性も特に何も言わず扉の向こうに消えようとする。

「ま、待って！」

　それを、シェリーが制止した。

「……」

　だが、女性は反応ひとつ示さずにそのまま扉を閉める。

「シェリー？」

　尋じん常じようではない様子に思わずハヤテは呼びかけるが、シェリーは無視して扉へと向かう。

　バンッ、と勢いよく彼女は扉を開け、左右を見回した。

　ハヤテも彼女を追って廊下に出るが、目の届く範はん囲い内にふたりの姿はなかった。

「シェリー、知り合いだったのか？」

「……」

　この質問にも、シェリーは口を噤つぐんだ。

　ただ彼女の表情には焦しよう燥そうと……大きな困こん惑わくが浮うかんでいた。




　　　　▽




　そういう気分でもなくなってしまい、ハヤテたちは店に謝罪を入れ、ホテルセラフへと戻もどった。

　ハヤテとシェリーもみんなに別れを告げ、ふたりにあてがわれたスイートルームに入ってひとまず腰こしを落ち着かせる。

「……」

「……」

　ここまでの道中、ハヤテとシェリーの間に会話はなかった。

　彼女は深く考え込んでおり、呼びかけても反応してもらえなかったのだ。

　それに考え込んでいる彼女の雰囲気が……なんだか暗い気がする。

（オルトリアに気け圧おされたから……が原因じゃないよな）

　やはり最後に入ってきたあの女性。

　おそらくオルトリアが「あいつ」と呼んでいた相手。

　フードで顔は見えなかったし、名前も分からなかったが、ハヤテにも一いつ箇か所しよだけ、気になる部分があった。

　フードの隙すき間まから覗のぞいた髪の色が、シェリーとよく似ていたのだ。

　燃えるような真しん紅く。

　彼女の心根にも似た炎ほのおの色。

　もしかして、それが彼女の沈しずんでいる理由と何か関係があるのだろうか？

（誰だれなんだ、あれは？）

　考えてみても分かるはずもなく、ただ無言の時間が過ぎていく。

　気がつけば窓の外はすでに日暮れとなっていた。

　さすが王都と言うべきか、夜になっても街にはそこかしこに街灯がつき、昼のように明るい。

　宿しゆく泊はくしている部屋が非常に高い場所にあるので、街の喧けん騒そうは遠く聞こえるが、それでも賑にぎわっているのはなんとなく感じ取れた。

　来客があったのはそんな時だ。

　コンコン

　扉のノック音にハヤテが顔を上げる。

　来訪者はこちらの返事を待たずに扉を開けた。

「誰だ？」

　勝手に室内に入ってきたのは、口元を布で隠かくした鋭するどい目つきの少女だった。

「私は使いだ」

「使い？」

　ハヤテは警けい戒かいしながら問い返す。

　シェリーもここでようやく反応し、顔を上げて視線を少女へと向けた。

「誰なの？」

「お前がシェリー・シャルラッハロートか……」

　少女は問いに答えず、ただ目つきをさらに鋭くした。

　彼女は鋭い目つきのまま、再度口を開く。

「シェリー・シャルラッハロート。ハヤテ・ミツルギ。一いつ緒しよに来てもらう──女王陛下がお呼びだ」




　　　　▽




　王都の中心に女王が住まう王城は存在する。

　その中に入るには、貴族といえど厳重なボディチェックを受けねばならず、門や廊下には昼夜を問わず衛兵が有事に備えて常じよう駐ちゆうし、監かん視しの目を光らせている。

　ハヤテたちは使いの少女に伴ともなわれ、絨じゆう毯たんの敷しかれた廊下を進んだ。

「なあ」

「城内では静かにしろ」

「……」

　質問しようとしたハヤテの口を、言葉ひとつで封ふうじる少女。

（城内でって、街の裏通りを歩いてる間も口を利きいてくれなかったじゃないか）

　ハヤテは内心に不満を溜ためる。

　一方で、突とつ然ぜん呼び出されたという点で同じ立場のシェリーはといえば、思いのほか素直に相手に従っていた。

　その辺りは貴族か、そうではないかの意識の差だろうか？

（まぁ、シェリーに迷めい惑わくかからないようにしておくか）

　不満たらたらだが、とりあえずハヤテは黙だまっておくことにした。

　そうして、おそらく人目を避さけただいぶ遠回りなルートを十分ほど歩き、やたらとカーテンの多い小広間へと通される。

「……」

　一歩足を踏み入れた瞬しゆん間かん、ハヤテはここを厭いやな部屋だと思った。

　カーテンが多い、つまり意図的に物もの陰かげが多く作られたこの部屋……。

（そこかしこに人が潜んでる気配がするな）

　しかも、肌はだに感じる気配は随ずい分ぶんと敵てき愾がい心しんに溢あふれている。

　それだけじゃない。

　その敵意の向けられた先は、シェリーなのだ。

（呼び出しておいてこれか）

　腹の奥に押し込めていた不快感が怒いかりに変わり始めた。

　と。

「アルメリア女王陛下。シェリー・シャルラッハロート及およびその契約獣サーヴアントハヤテ・ミツルギをお連れしました」

　使いの少女がその場に跪ひざまずき、陰となっている部屋の隅すみに向けて声を発した。

「ハヤテも」

　言いながらシェリーも膝ひざをついて頭こうべを垂れ、渋しぶ々しぶハヤテもそれに従う。

　そうして三人の頭が下がったところで、陰から声が返ってきた。

「おふたりともよく来てくれました」

　声は、存外に穏おだやかな声こわ音ねだった。

　敵意に満ちた部屋には似つかわしくないような、やさしい言葉遣づかい。

　おや、と思って顔を上げそうになるのをハヤテは慌あわてて堪こらえた。

「ルクエラ。ご苦労様でした。さがってください」

「女王陛下！　ですが！」

「さがって大だい丈じよう夫ぶですよ」

「……」

　ルクエラ──使いの少女の名前をこの時ようやく知った──は、肩かた越ごしにシェリーをキッと睨にらみつけてから、カーテンのかかった部屋の隅へと移動して、見えなくなった。

　それで姿は見えなくなったが、こちらへ向ける敵意は消えていない。

　彼女が相当な手て練だれであることはひと目見た時から分かっていたが……もしかしたら彼女と同じような者たちが、カーテンの後ろにびっしりと張りついているのかもしれない。

　だが、それはひとまず置いておく。

　ハヤテは視線を床ゆかに這はわすようにして、慎しん重ちように正面の様子を探さぐった。

　正面、部屋の奥は、やはり暗い。

　おそらくそこが暗くなるのもわざとそういう設計にしてあるのだろう。

　しかし、若じやつ干かん闇やみに目が慣れたことで分かったことがある。段差だ。部屋の奥には段差があり、一階と二階ほどの高低差はないにしろ、おそらく先さき程ほどの声の主はハヤテたちよりも上の方にいる。

　女王陛下とやらは、どうやら高みからハヤテたちの頭頂部を見下ろしているのだろう。

　それが礼れい儀ぎなのだと言われればそれまでだが、個人的にハヤテは不ふ愉ゆ快かいだった。

「おふたりとも、面おもてを上げなさい」

　ようやくお許しが出て、ハヤテは顔を上げる。

　だが横のシェリーを見るとまだ立ってはダメなようで、床についた膝はそのままだ。

　顔を上げても女王は陰に隠れてやはり見えない。

　と。

「明かりを」

「女王陛下！　貴女あなた様のご尊顔をそのような者どもに！」

「なりません！」

　女王の声に室内がだいぶざわめく。

　今のは明かりをつけろという命令なのだろうが、どうも室内にいる大半の人間はそれに反対のようだ。

　なぜ反対なのか、ハヤテにはまるで意味が分からないが。

（顔が見えたらどうだっていうんだよ）

　ここまで連れてこられる間にストレスを溜め続けているので、いい加減ハヤテはうんざりした気持ちになってきた。

　正直もう帰りたい。

　が、続けて上がった聞き覚えのある声のせいで、そんな気持ちはまたたく間に消し飛んだ。

「では、明かりをつけさせていただきます」

「……！」

（今のは、まさか!?）

　瞬時に脳のう裏りに蘇よみがえる、ある女性の名前。

　はたして、部屋が明るくなった次の瞬間、ハヤテはその名前を口に出すことになった。

「リンネさん！」

「や、久しぶり」

　照明の眩まぶしさに目をしばたたかせながら、ハヤテはその声の主の顔を注視する。

　それは紛まぎれもなくアリアの姉であり、かつて神を降ろそうとしたリンネ・ブランケッシュだった。

「どうしてこんなところに」

「コラコラ、こんなところなんて失礼よ。あとまだ立っちゃダメ」

　驚おどろきのあまり立ち上がりそうになったハヤテを、リンネは窘たしなめる。

　その顔からは、互たがいに死力を尽つくして戦ったあの時の険が取れ、非常に穏やかな表情が浮うかんでいた。

（けど、罪人として王都に護送されたリンネさんが何で王城に？）

　それも今から説明してもらえるのだろうか？

　ともあれ。

　ハヤテは視線をリンネからややナナメ上へ向ける。

　そちらには大おお袈げ裟さなくらい装そう飾しよくされた椅い子す──玉座があり、そこには女王が腰こしかけていた。

　女王は見た目からいまいち年ねん齢れいを推おし量れない容姿をしていたが、椅子に腰かける姿からは気品が感じられ、表情には全すべてを包み込む余よ裕ゆうがあった。

　これが女王か、とハヤテは内心で思う。

　少なくともカーテンの後ろに隠れる面々よりは、よっぽど好感が持てた。

「シェリー・シャルラッハロート。お久しぶりです。こうして会うのはいつ以来でしょうね」

「以前お会いしたのは十四年前でございます、女王陛下」

　女王の呼びかけに、シェリーは丁てい寧ねいに答える。

「そうでしたね。あの時はまだこんな小さな子供だったのに、貴女は立派な挨あい拶さつを述べて感心させられたものです」

「光栄です、女王陛下」

　そこで前置きが終わったのか、女王は表情を改める。

「今日貴女たちを呼び立てたのはほかでもありません。この国に迫せまる災さい厄やくについて、どうしても貴女たちに話を聞いておいてもらいたかったからです」

「この国に迫る……災厄？」

　シェリーは真しん剣けんな面おも持もちで問い返す。

　女王の言葉をハヤテも頭の中で反はん芻すうする。

　災厄。

　それが、自分たちがここに呼ばれた理由なのだろうか？

「……と言っても、未いまだに真しん偽ぎのほどは確かく認にんできていません。詳くわしくはリンネ・ブランケッシュの方から説明していただきましょう」

「はい、女王陛下」

　リンネは女王の言葉に頷うなずき、ハヤテたちの方へ歩を進める。

「じゃあまずは前置き、というわけじゃないけど、ふたりは私がかつてあなたたちの学院で起こした事件のことは覚えている？」

「もちろん」

　神降ろし事件。

　リンネが我が子を蘇らせようとして起こした事件だ。

　あの事件を通してハヤテは己おのれ自身を鍛きたえ直すことを決め、シェリーは大魔ま法ほうという新たな力を手に入れた。

　ハヤテたち自身に起こった結果だけ見ればプラスの出来事のように思えるが、実際は一歩間ま違ちがえば王国、ひいては大陸全土に大惨さん事じを引き起こしかねない大事件だった。

「あの時、私はこの世界の外から神を降ろそうとした……けれど、あれは決して私ひとりの力で起こした事件ではなかったの」

「つまり？」

「私はね、とある『組織』に属していたの」

「……」

「その『組織』もまた神々をこの世界に呼び込むことを目的としていた。だから手を組んだ……まぁ、最終的には私がひとり先走ってあの事件を起こしたわけなんだけど、あれだけの準備と、そこに至るまでの研究ができたのは『組織』の後ろ盾だてあってこそだったの」

　そこまで滔とう々とうと喋しやべり、リンネはいったん間を置く。

「で、ここからが本題」

　神降ろし事件と、リンネの背後にいた『組織』。

　ここまでが前置き。

　なら、本題とはどんな話なのか？

　ハヤテはごくりとつばを吞のみ込む。

　こちらの心の準備が整うのを待ってくれてから、リンネは話を再開した。

「ハヤテ君たちとアリアに目を覚ましてもらってから私は、女王直ちよつ轄かつ騎き士し団に協力して『組織』を追っているの」

　司法取引がどうのとリンネはつけ加えて説明してくれたが、要するに彼女が牢ろう屋やに鎖くさりでつながれていないのは、『組織』を捕つかまえるのに協力しているかららしい。

「私が抜ぬけたとはいえ、『組織』には神降ろしに関する私の研究資料は残っているわ。あれがあれば私が行ったのよりも、もっと大規模な儀ぎ式しきもいつか完成させられてしまう……」

「でも、それを防ぐためにリンネたちがその『組織』ってのを追ってるんだろ？」

「『組織』の隠かくれ家がや拠きよ点てんは、私の知る限り全て回ったわ。でももぬけの殻からだった。奴やつらは今もまだどこかに潜せん伏ぷくして、着々と準備を進めている……」

「……！」

　神と直接対たい峙じしたことのあるハヤテとシェリーには、ことの重大さが嫌いやというほど理解できた。

　ほんのわずか、ただ両りよう翼よくが〝こちら側〟に顕けん現げんしただけの神でも、恐おそろしい存在だった。

　あれが全身……それもあの時よりも大規模に召しよう喚かんされるとしたら、これほど背筋の凍こおる話もないだろう。

　王国に、いや、この大陸に静かに、だが過去最大級の災厄が差し迫っているのは分かった。

　しかし、肝かん心じんの、ハヤテとシェリーが呼び出された理由がまだ説明されていない。

「……で結局、俺たちが呼ばれたのは何でなんだ？」

「それは」

「もしもの時、私たちに力を貸して欲しいのですよ」

　会話に割り込むように入ってきたのは、アルメリア女王の声だった。

「女王陛下いけません！　下げ賤せんな男に直接お声をかけるなど！」

「私たちはこのふたりに無茶なお願いをする立場なのですよ？　せめて誠意ある言葉で頼たのむのが筋というものです」

　周囲から飛んだ叱しつ責せきに近い制止を、女王は落ち着いた、だが毅き然ぜんとした態度で退ける。

　彼女はハヤテ、シェリーの順に目を合わせた。

「リンネの話はほとんどの人にとって荒こう唐とう無む稽けいな妄もう想そうに聞こえるでしょう。ですが、先の神降ろし事件を経験した貴女たちなら、今の話が王国にとっていかに〝脅きよう威い〟であるか分かるはずです」

「……女王陛下はいかにお考えなのですか？」

「無論、信じたからこそ彼女に『組織』捜そう索さくの陣じん頭とう指し揮きを執とらせているのですよ」

　女王は手に持った杖つえで床を突つき、小さな音を鳴らす。

「シェリー。四大貴族であった貴女なら知っているかもしれませんが、スターファム王家は代々王であると同時に巫女みことしての役割を担になっています」

「存じております」

「では、具体的に巫女の役割が何であるかは知っていますか？」

「それは……」

　答えられず、シェリーは沈ちん黙もくする。

「いいのです。かつては国事として巫み舞ぶを行うこともあったようですが、今では巫女としての役割自体が半ば形けい骸がい化し、王家の中でもただの伝統として続いてきていた節がありますから」

　女王はそこで苦く笑しようし、

「……ですが、たとえ形骸化していても、私の中に流れる血はその役割を脈々と継ついできていたようです」

　と、独り言のように呟つぶやいた。

「貴女あなた方が神降ろし事件を解決したあの日もまた、私はいつも通り伝統と化した〝祈いのり〟を捧ささげていました。その時、私は全身が縦に引き裂さかれるような、強きよう烈れつな悪お寒かんを感じたのです──そして、何の確証もなく、しかし確実に世界の境目に亀裂が入ったと悟さとったのです」

（世界の境目に……亀き裂れつ？）

　女王のその言葉を聞き、ハヤテはあることを思い出した。

　──『封ふうじた神々がこの世界に戻もどってこようとした時、世界の境目に亀裂が入った』

　それは学院代表決定トーナメントの直前、例の白い空間で、あの正体不明の男に告げられた言葉。

　あの男の言葉と女王の言葉が重なる。

「世界の境目に亀裂が、とはどういうことなのでしょうか？」

　シェリーが尋たずねる。

「その前にまず、先さき程ほどの答えを言いましょう。スターファム王家の巫女としての役割──それは封ふう印いんの巫女です」

「封印？」

「初代女王アルテミスが封じた魔ま獣じゆうたちだけが伝承には残っていましたが……ですが、リンネの話と合わせて考えるに、もっと強大なモノが封じられていたようです。ただ問題は、その伝承そのものが年月を経へて散り散りになり、具体的な内容がしっかりと残っていないことです」

　伝承の風化。それが巫女の役割の形骸化にもつながっていた、と女王は語る。

「その、リンネが魔獣たちの神と表現する存在についても、存在の示し唆さはあれどハッキリとした伝承、より具体的に言うなら、神に対する有効な手立ては何も分からないのが現状です」

「では、私たちは何をすればよいのでしょうか？」

　シェリーはまっすぐ女王の視線を受け止め、尋ねた。

「貴女たちは王国で、いえ、この世界で唯ゆい一いつ、神を撃げき退たいした実績の持ち主です。万が一、件くだんの『組織』が神々の召喚に成功してしまった場合、その力を我々に貸して欲しいのです」

「つまり、女王様の騎き士し団と一いつ緒しよになって戦えってイッテェエエ!?」

　話している途と中ちゆうでシェリーに腿ももをつねられ、ハヤテは悲鳴を上げる。

「お願いだから女王陛下に失礼な話し方をしないで……」

　冷ひや汗あせをかいたシェリーが小声でハヤテに懇こん願がんしてくる。

（そ、そんなにまずかったのか今の……）

　言われてみれば室内に充じゆう満まんしていた敵意──というかもう殺気に近い──が、いつの間にかハヤテの方に向けられている。

　今度はハヤテが冷や汗を流す。

「女王陛下、私の契約獣サーヴアントが失礼を致いたしました」

「……」

　女王はシェリーの謝罪に片手を上げて答え、ジッとハヤテを見つめる。

「ハヤテ・ミツルギ。リンネの話では、貴方あなたの持つ『魔神器ゼーレ』こそが神々を迎むかえ撃うつ最も重要な〝鍵かぎ〟となるそうですね」

「えっ、そうなのか、あ、いや、そうなのですか？」

「ふふっ、無理に畏かしこまらなくても構いません。ここは公おおやけの場ではありませんからね」

　女王は穏おだやかな微笑ほほえみを浮うかべるが、ふとその表情が曇くもる。

　この国を統すべる女性は、改めてシェリーを見つめた。

「……貴女の家に過か酷こくな仕打ちをした私たちを助けて欲しいなどと、都合のよすぎる話かもしれません。ですが、もし神々のもたらす災さい厄やくがリンネの話した通りのものだとするならば、その惨さん禍かに巻き込まれるのは我が国民です。だからどうか、もしもの時は貴女方の力を貸してもらえませんか？」

「……！」

　その女王の言葉で、ハヤテはようやくこの場に渦うず巻まく感情の意味を理解した。

　先程までハヤテは罪人のリンネがなぜここにと思っていたが、女王側からすればシェリーもまた〝罪人の娘むすめ〟なのだ。

　シェリーの母親はかつて貴族の責務を放ほう棄きして姿を暗ました。

　そのせいでシャルラッハロート領の人々が大勢死んだと聞いている。

　しかし、そんな罪人の娘であるシェリー、リンネ、さらには男のハヤテ……この三人に、女王が助けを請こうている。

　表情を見る限り、女王自身はそうでもないようだが、あのルクエラという少女も含ふくめ、その臣下たちからすれば歯は痒がゆい思いがあるだろう。

　それが先程からシェリーに向けられている敵意の原因。

（だけど……）

　一方で、先程女王が言ったように、シェリーがこの十数年間舐なめ続けた辛しん酸さんもまた重い。

　その、シャルラッハロート家が没ぼつ落らくするような裁可を下したのは女王なのだ。

　いったいシェリーはどう返事をするのか？

「……女王陛下」

　ハヤテが固かた唾ずを吞んで見守っていると、閉じられていた彼女の唇くちびるがゆっくりと開いた。

「理由はどうあれ、母が肝心な時に護まもるべき領民の前から姿を消したのは事実です。課せられた責務に対し、責任を負うのは当然のこと。むしろシャルラッハロートの家名を残していただけたことに、私も祖母も女王陛下に感謝こそすれ恨うらむ謂いわれはございません。ただ……」

「ただ、なんですか？」

　問い返す女王に、それまで淀よどみなく喋しやべっていたシェリーは一いつ瞬しゆん口を噤つぐませた。

「本来であれば、母の犯おかした罪は理由の如何いかんを問わず、問答無用で断罪されて然しかるべきものです。ですが、もし私が王国に多大なる貢こう献けんを果たした暁あかつきには、どうか──」

　シェリーは目を伏ふし、女王の前に頭こうべを垂れる。

「──十四年前の魔獣発生事件の再調査を行い、理由如何によっては母とシャルラッハロート家に対する情状酌しやく量りようを願いたく」

「戯たわけが！」

「!?」

　ハヤテは咄とつ嗟さに床ゆかを蹴けり、陰かげから飛び出してきたルクエラからシェリーを庇かばった。

「シェリーに何しやがる！」

「黙だまれ！」

　ルクエラはハヤテを見ていない。

　その目は跪ひざまずくシェリーへと向けられていた。

「魔獣を前に逃にげ出した愚おろか者の娘風ふ情ぜいが、女王陛下に対しなんたる不ふ遜そん！　調子に乗るのもいい加減にしろ！」

「ルクエラ！」

　女王が諫いさめるが、ルクエラは吼ほえるのをやめない。

「女王陛下が甘い顔をしているからといってつけ上がるな！　十四年前、人がどれだけ死んだと思ってる!?　それを赦ゆるせなどと」

「赦せ、とはひと言も言っておりません」

「何ィ!?」

　シェリーは顔を上げ、ルクエラを睨にらみ返す。

「私は再調査を願い出ているだけです。十四年前、母がなぜ消えたのかその理由は未いまだに分かっていません。私は真実を知りたいのです」

「……」

　落ち着き払はらったシェリーの声に、ルクエラは奥歯をギリッと鳴らす。

「では改めて調べた結果、貴様の母が本当にただの臆おく病びよう者だった時はどうするつもりだ？」

「……決まっています」

　シェリーは立ち上がり、言い放った。

「その時は私が母を討うちます」




　　　　▽




　王城からの帰り道。

　シェリーは女王からの依い頼らいを受け、件の『組織』がことを起こした時は即そく座ざに駆かけつけ、ハヤテ共々戦うこととなった。

　それがいつになるかは分からない。

　だがともかくそういうことになった。

　そのことについては、ハヤテも文句はない。

　自分はシェリーの剣けんだ。

　彼女が戦えと言うなら戦う。

　しかし……

「シェリー。さっきの女王との約束だけどよ」

「……十四年前の再調査は何にせよ必要よ。そうしてもらわなければ、仮に私がシャルラッハロート家を復興させても、母をこの国に呼よび戻すことは不可能だもの」

「いや、それは分かる。分かるけど、そうじゃなくて」

　問題は、そのあとの話だ。

「……もしもの時は自分の母親を討つなんて、あんな約束してよかったのか？」

「前も話したでしょう？　領民を護るのは貴族の責務。それからもし母が逃げたのだとしたら、それはやはり断罪されるべきなのよ」

「けど！」

「でも、私はそうならないと思ってるわ」

　シェリーは迷いのない目で言い切る。

「私は母を信じる」

「……」

「母にはきっとやむにやまれぬ事情があって、あの時姿を消した。私はそう信じてるわ」

「シェリー……」

「というか……もしそうじゃなかったら本当に地の果てまででも追いかけていって、私が引導を渡わたしてやるわ」

「は、ははは」

　目が笑ってない。冗じよう談だんに聞こえなかった。

「再調査のことは、『レギンレイヴ杯はい』か『ブリュンヒルデ杯』で優勝したあとの式典で女王陛下に願い出るつもりだったけど、思ったより早く機会が回ってきたわ。約束も取りつけた。あとは誰だれもが納なつ得とくする功績を挙げるだけね」

「『ブリュンヒルデ杯』での優勝か？」

「それが第一だけど、今日別の道も生まれたわ。例の『組織』との戦いがもし起こった時に、私たちが大戦果を挙げることよ」

「ん？　それでもいいのか？」

「女王陛下直々の命だもの。それに、リンネさんの話が事実なら、『組織』を止めるということは大陸を救うことと同義。これを止められたのなら、どんなに過小評価したとしても私たちは大陸の英えい雄ゆうよ。それこそ『ブリュンヒルデ杯』で優勝して大陸最強の称しよう号ごうを得るより、よっぽどね」

「なるほど」

「と言っても、やっぱり第一の道は『ブリュンヒルデ杯』での優勝よ。『組織』が本当に神々の召しよう喚かんなんてことをやるのか、そもそもいつ動くのか分からないもの。だから、まずは明日あしたからの本戦を勝ち抜ぬくわよ」

「おう！」

　ハヤテは力強く答える。

　それから再びホテルセラフまでの帰路をふたりで歩き始める。

　だがふと……ハヤテはあの白い空間の男が言っていた、もうひとつのセリフを思い出した。

　──「まだしばらくは保もつだろうが」

　まだしばらく……。

　それはつまり、今すぐではない、というだけの話。

　そして、「しばらく」と言えるだけの期限はもう過ぎている。

　シェリーやリンネが「いつか」と言っていた事態が起きるのは、もしかしたら、みんなが思っているよりもずっと早いかもしれない……と、ハヤテは思った。








第二章　銀月の騎き士し









　それは『レギンレイヴ杯』の第一回戦が全すべて終わった時に起きた。

　あるいは〝始まった〟と言うべきかもしれない。




　　　　▽




『レギンレイヴ杯』本戦はバトルロワイヤル・トーナメント形式で行われる。

　バトルロワイヤルを繰くり返し、勝ち抜けた者たちで再度バトルロワイヤルを行う。そうして人数を絞しぼりながら一回戦、二回戦と行い、最後の八人になったところで決勝戦となる。

「バトルロワイヤルの勝ち抜け」である以上、一戦ごとに脱だつ落らくする魔女騎士ヘクセンリツターの数はかなり多い。

　逆に言えば、勝ち抜けるのは真の強者のみ。

『レギンレイヴ杯』一回戦を終え、残ったのは十六人。

　二回戦の組分けをするために、その十六人は今闘とう技ぎ場の中央に集まっていた。

　ただ組分けをするだけならクジでこと足りるが、わざわざ闘技場に選手を集めるのは観客へのファンサービスでもある。

　今年勝ち上がってきた魔女騎士ヘクセンリツターは誰なのか。

　その顔かお触ぶれを見て、誰が優勝するのかを予想するのも見に来ている人々の楽しみのひとつだ。

　そして、彼らが品定めする選手の群れの中に、ハヤテとシェリーの姿もあった。

　一回戦で男のハヤテが闘技場内に立った時、観客からは困こん惑わくの声が上がっていた。

　戦うハヤテの姿を見て、困惑の半分は歓かん声せいに変わった。

　歓声の大半は男性のものだ。

「強い」男に彼らは興奮した。

　ハヤテの扱あつかいはあくまで契約獣サーヴアントであったが、一いつ般ぱん人にはその辺の違ちがいなど分からないか、あるいはどうでもよかった。

　一方で、ハヤテのことを知らない、観戦に来ていた魔女騎士ヘクセンリツターからは困惑と、いくらかの抗こう議ぎが入った。

　彼の主あるじである魔女騎士ヘクセンリツターがシャルラッハロート姓せいだったのも、余計に問題視もされた。

　しかし、ふたりは『レギンレイヴ杯』に正式に登録された選手であり、それは女王の認にん可かを受けているも同然だ。抗議は結局、ハヤテやシェリーの許もとに届く前に払いのけられた。

　そうした複雑な感情が入り交じった視線を向けられていることになど気づかずに、ハヤテはキョロキョロと周囲を見み渡わたす。

　視線の先には、自分たちと同じように勝ち上がってきた十五名の魔女騎士ヘクセンリツター。

「おっ、ピアも勝ち上がってきたみたいだな」

「学院代表が二回戦まで上がるのは珍めずらしくないわ。ある意味、ここが壁かべとも言えるわね」

「へぇー。ちなみに、学生が『レギンレイヴ杯』で優勝したことは？」

「少なくとも過去五十年は一度もないわね」

「調べたのか？」

「当然。五十年分調べたところで、あまり意味がないと思ってやめたけど」

「意味なかったのか？」

「過去に誰が優勝していたとしても、私たちが勝てなければ意味がないでしょう」

「そりゃそうだ」

　ハヤテは軽く笑う。

　無む駄だ口ぐちのような雑談をシェリーと交かわしながら、しかし心の中では気合いが漲みなぎっていくのを感じていた。

　当然だが、学院の中ではあくまで学生の魔女騎士ヘクセンリツターとしか戦ったことがなかった。

　だから、若じやつ干かん不安でもあったのだ。

　国中の魔女騎士ヘクセンリツターが集まる『魔宴ヴアルプルギス』でも自分の力が通じるのかどうか。

　その不安は、一回戦を勝ち抜いたことで大きく取り払はらわれた。

　ハヤテの『魔神器ゼーレ』はもちろん、シェリーの戦局を見抜く目と大魔ま法ほうは、一手のしくじりで足許を掬すくわれるバトルロワイヤルにおいて、確かな力を発揮したのだ。

（ひとまず今日はあとひとつか）

　今日は二回戦までしかやらない。

　決勝戦は明日だ。

　各国代表が戦う『ブリュンヒルデ杯』はさらに先。

　つまりあと二戦勝ち抜けばひとつの区切りだ。

　そして、それは決して不可能ではないと、他ほかの一回戦を観戦したハヤテは感じていた。

　と、不意に横から軽く頰ほおを引っ張られる。

「油断は禁物」

　シェリーはこちらの心の中を読んだように窘たしなめる。

　ハヤテは苦く笑しようして、

「分かってるって」

　と答え。

　闘技場の南側に設置された魔硝石マテリアルのモニターに、二回戦の組み合わせが発表されようとして。




　突とつ如じよとして、そのモニターに巨きよ大だいな剣けんが突つき立てられた。




「!?」

　突然の出来事に、ハヤテは息を吞のんだ。

　割れた魔硝石マテリアルが観客席に降り注ぐ。

　悲鳴。

　だが、それもほんのわずか。

　多くの人々は呆あつ気けに取られ、何がなんだか分からないという顔で、割れたモニターを見つめていた。

　そのモニターに、突き立った刃やいば。

（あれは……！）

　その形状に、ハヤテは見覚えがあった。

　あるいはここにいるほとんどの人間にとって、それは見慣れた〝剣〟だったかもしれない。

　自らの意思で形状を変える大剣。

『七裂きの大罪剣ムシユマツヘ・エスパーダ』。

　おそらくは、この大陸で最も有名な魔女騎士ヘクセンリツターが操あやつる『魔導器ワンド』のひと振ふり。

　その持ち主はモニターの下方。

　二階の観客席の最前列。

　観客席と闘技場の戦場を隔へだてる縁ふちの上に立っていた。

「オルトリア……」

　ハヤテは呟つぶやく。

　同じ呟きが、そこかしこから漏もれていた。

　そのなびく銀ぎん髪ぱつに誰だれもが見覚えがあった。

　彼女こそが大陸最強の魔女騎士ヘクセンリツター──『銀月の騎士』

　ハヤテにとっては昨日ぶりということになるが……あの強きよう烈れつな去り際ぎわから、いったい今まで何をしていたのか？

　いや。

　そうじゃない。

（重要なのは、今、何をしに来たのかってことだよな）

　しかも何だろうか、凄すごく……。

　嫌いやな予感がしているのは自分だけだろうか？

「貴き殿でんはオルトリア・アルタイル殿どのに相そう違いないか!?」

　しびれを切らせた『魔宴ヴアルプルギス』参加者のひとりが、頭上のオルトリアに向かって半ば確信を孕はらんだ声こわ音ねで誰すい何かする。

「そうよ」

　オルトリアの声は静まり返った場内によく通った。

　だがその静かな態度が癪しやくに障さわったのか、先さき程ほどの魔女騎士ヘクセンリツターはさらに声を荒あらげ。

「ではそのオルトリア殿がなぜこのような真似まねをする!?　ここはスターファム王国だ！　貴殿の住むクレモンド皇国ではない！　それとも皇国ではこのような不作法が許されるのか!?」

「……いいえ」

「ならばなぜこんなことをする!?　誉ほまれ高き『銀月の騎士』ともあろう者が！」

「……あのさ」

　オルトリアは低く、短く、端たん的てきに、

「ちょっと黙だまっててくれる？」

　確実な殺気を伴ともなって、その魔女騎士ヘクセンリツターを睨にらみつけた。

「ッ!?　創起キヤスト！」

　思わずなのか生存本能が働いたのか、彼女は咄とつ嗟さに『魔導器ワンド』を創起キヤストした。

　俄にわかに闘技場内が騒さわがしくなる。

「私の話はシンプル。黙って聞いてくれれば、何もしない」

　オルトリアは自分に向けられる刃にたいした興味もなさそうで、そう言って脱だつ力りよくした手をぶらぶらさせた。

　その動きがピタリと止まる。

　そして、スッと腕うでが上がり、指先が、こちらを向いた。

「え？」

「私はアナタと戦いたい」

　ハヤテは自分へと向けられた指先を見つめ、再び息を吞む。

（突然何を言ってるんだあの人は!?）

　そもそも登場からしてそうだが、やることなすことが全すべて唐とう突とつだった。

　唐突だが、彼女の興味は常に一点に向けられている。

　即すなわち、ハヤテたちと戦いたい。

　この様子からすると、昨日勝負を挑いどんできたのもやはり本気だったようだ。

　そして、今も本気だ。

　顔はだるそうだが、目が昨日のようにギラギラしている。

　だが、それを察することができたのは、昨日彼女と会話したハヤテとシェリーのふたりだけだった。

　周囲からすれば、オルトリアはやはりただの乱入者であり、その要求は非常識極きわまりないことこの上ない。

「ふざけたことを言わないでいただきたい！　今は『レギンレイヴ杯はい』の真っ最中だ！」

「そんなの、どうでもいいでしょ」

「何ィ!?」

「誰が一番強いかなんて、一回戦を見れば充じゆう分ぶん」

　オルトリアはハヤテだけを見つめながら言う。

「彼が一番強い。私が興味を惹ひかれるのも彼だけ」

「バカな！　そんな男ごときに」

「性別なんて関係ない。そんなくだらないところにこだわるから、本当が見えない」

「我々を侮ぶ辱じよくするか！」

「うるさい」

　あちこちで上がる怒ど号ごうに、鬱うつ陶とうしそうに顔を顰ひそめながら、オルトリアは観客席の縁から飛び降りる。

　ザッ、と土を蹴けって着地し、オルトリアは十六名の殺気立った魔女騎士ヘクセンリツターたちの方へ歩み寄ってきた。

「今年の『ブリュンヒルデ杯』もどうせ私が優勝する。去年も、一昨年おととしも、私は退たい屈くつだった。意味のない待ちぼうけはもうたくさん」

　オルトリアの目は相変わらずハヤテにだけ向けられている。

　ハヤテも彼女の双そう眸ぼうから目を離はなせない。

　離した瞬しゆん間かん襲おそわれるような気がしてならなかった。

「だから、もうここで決めようよ。私と彼で、今年の『魔宴ヴアルプルギス』の決勝戦を。勝った方が優勝者。それでいいでしょ」

「いい加減にしろ！」

　ついに堪かん忍にん袋ぶくろの緒おが切れたのか、額から右頰にかけてナナメに一本傷のある魔女騎士ヘクセンリツターがオルトリアの胸むな倉ぐらを摑つかんだ。

「……オルトリア殿。昨年、『ブリュンヒルデ杯』で敗れて以来、私は同じ魔女騎士ヘクセンリツターとして貴女あなたを尊敬していた。だがこれ以上無礼な真似をするなら……」

「……」

　そこでようやく、チラッと、オルトリアは相手の顔を見やる。

　そして、

「アナタ誰？」

　と尋たずねた。

「……っ」

　傷アリの魔女騎士ヘクセンリツターは愕がく然ぜんとする。

　去年の『ブリュンヒルデ杯』で戦ったということは、去年の『イヴァルディ杯』を制したのは彼女なのだろう。

　だが、オルトリアは顔を覚えてすらいなかった。

「貴様ッ！」

「大陸最強などとおだてられて調子に乗るな！」

　これには当人だけでなく、周りの反感も買った。

　今にも全員オルトリアに飛びかかりそうだ。

　怒いかり狂くるった魔女騎士ヘクセンリツターたちに取り囲まれ……オルトリアはため息をついていた。

　それを暢のん気きと取るか余よ裕ゆうと取るか、はたまた剛ごう胆たんと取るべきか、表情から判断はつかない。

「おいおい、オルトリアは何でこんなこと？　あんなの挑ちよう発はつにしか聞こえないぞ」

　隣となりのシェリーに問うてみるが、彼女も微び妙みような表情。

「さあ……普ふ通つうなら何か裏があると考えるところだけど、違ちがうかも」

「違う？」

「本気、なのかもしれないわ。それはハヤテも感じてるでしょう？」

「……」

　確かに端はたから見ていて、オルトリアの言動はふざけたものだ。

　しかし、ハヤテを見るその目だけは、最初からずっと本気の色を宿している。

　だが、だとしたらなぜ彼女はこうまでして自分たちと戦いたいのか？

　そこにどんな意図が？

　何度考えてみても、まるで分からなかった。

　と、そこへ、慌あわてた様子で『魔宴ヴアルプルギス』運営側の女性が駆かけ込んできた。

「おっ、お待ちください！」

　彼女は息せき切ってオルトリアを取り囲む集団の間に割って入る。

　どうやらこの状じよう況きようを何とか収めに来たようだ。

「只ただ今いまこちらの方で女王への報告と皇国側へ確かく認にんを行っているところです！　ですからどうかオルトリア様に手を出すのはおやめください！」

「むっ……」

　その言葉を聞き、胸倉を摑んでいた傷アリの魔女騎士ヘクセンリツターも手を離す。

　女王の名によって、この場が何とか収まるかに思えたが、

「もういい、分かった。じゃあ、こうしよう」

　再びオルトリアが口を開く。

「ハヤテ・ミツルギとシェリー・シャルラッハロート──だけなんてケチなことは言わない。この場にいる全員と、私ひとりで戦ってあげる」

「なっ!?」

　十六対一。

　オルトリアはこの期ごに及およんでとんでもなく自分が不利な勝負、いや、喧けん嘩かを売ってきた。

「まずは本命以外の十五人、雑魚ざこはついでで全員を斃たおす。うるさい奴やつらを黙らせたあとで、ハヤテ・ミツルギとシェリー・シャルラッハロートと戦う」

「ま、待ってください！」

「それとも──」

　止めに入る運営の女性の言葉を遮さえぎり、オルトリアはこの場にいる魔女騎士ヘクセンリツターたちを睥へい睨げいする。

「──十六人がかりでも自信ない？」

「～～～！」

　あからさまな挑発。

　だが確実に、そのセリフで数名の忍にん耐たいが決けつ壊かいした。

「……いいだろう」

「いえ、ですから！」

「これはもはや王国に対する侮辱だ。ここで逃にげれば、王国の名誉が失われる。それは分かるだろう」

「それは……そうですが！　しかし！」

　運営の女性は魔女騎士ヘクセンリツターたちに気け圧おされ、反論する声にも力がなくなっていく。

「シェリー。どうなると思う？」

「このままだと危ないわね。『魔宴ヴアルプルギス』の本戦ともなれば、外国から観戦に来る人も多いわ。彼らの前で敵前逃とう亡ぼうすれば、王国の魔女騎士ヘクセンリツターの力を疑われかねない」

「……なるほど」

　この世界の人々は常に魔ま獣じゆうという危険と隣となり合わせだ。

　その魔獣から民たみを護まもるのが魔女騎士ヘクセンリツターであり、そういった国防、治安維い持じ能力は彼女らに依い存ぞんする。

　で、ここ『レギンレイヴ杯』には王国の有力な魔女騎士ヘクセンリツターが多く参加している。

　その、王国を代表する魔女騎士ヘクセンリツターたちが、オルトリアひとりに恐おそれをなして逃げ出したと思われたらどうなるか？

　当然、王国の魔女騎士ヘクセンリツターに「いざという時、魔獣から王国民を護ることができるか？」と疑問を持たれてしまう。

　それは国にとって致ち命めい的てきなことだ。

　国家を支える貴族システムは、ひとえに魔獣を斃せる魔女騎士ヘクセンリツターは貴族にしかなれないという事実があってこそ。

　魔女騎士ヘクセンリツターに力がないと思われるようなことがあれば、たちまち国の根幹が揺ゆらぐ。

　……だから、シェリーの母親は大罪人のレッテルを貼はられ、シャルラッハロート家は大きな罰ばつを受けたのだ。

「女王陛下が闘とう技ぎ場に現れてくだされば、あるいは収まるかもしれないけれど……」

「けど？」

「……それまで相手が待ってくれるとは限らないわ」

　そのシェリーの言葉を証明するように。

　オルトリアが動いた。

「ティアマトー！」

　彼女の声が、契約獣サーヴアントを呼ぶ。

　大陸最強の称しよう号ごうを支える、最強の契約獣サーヴアントが、今。

「ゴアアアアアアア」

　雄お叫たけびとともに、凄すさまじい速度で闘技場へと飛来した。

「くっ！」

　巨きよ大だいな生物の着陸によって砂すな埃ぼこりと地じ響ひびきが起こり、二、三人ほどバランスを崩くずしかけ、そのほかの魔女騎士ヘクセンリツターも腕うでで顔を覆おおった。

　やがて砂埃が晴れ、それが姿を現す。

　茶ちや褐かつ色しよくの巨体。

　鱗うろこに覆われた巨大な四し肢しと尾お。

　獣けものや動物と呼ぶことを躊躇ためらわせる威い容よう。

　五大竜りゆう王おうの一角と呼ばれる、契約獣サーヴアントのひとつの頂点。

　ティアマトー。

（以前モニター越ごしに見たことならあるが、生の威い圧あつ感かんは尋じん常じようじゃない……！）

　ハヤテは生物として圧あつ倒とうされるのを何とか堪こらえて踏ふみ留とどまる。

「創起キヤスト──『七裂きの大罪剣ムシユマツヘ・エスパーダ』」

　オルトリアは誰だれの制止も聞かず、『魔導器ワンド』を契約獣サーヴアントの結印から取り出す。モニターに刺ささっていた大剣はいつの間にか消えており、今、彼女の手て許もとに戻もどった。

「ギギギイィギイイイイイイイイイ!!」

　大剣、慟どう哭こく。

　自律思考する『七裂きの大罪剣ムシユマツヘ・エスパーダ』は刃やいばの形状を、最も敵を屠ほふるのに適したものに変化させていく。

　そのおぞましくも人の耳目を集めざるを得ない大剣を空へと掲かかげ、オルトリアが高らかに声を上げる。

「私の名は『銀月の騎き士し』オルトリア・アルタイル！　たった今、私はここにいる王国を代表する魔女騎士ヘクセンリツター全員に勝負を申し込んだ！」

　オルトリアの宣言に、これまで二階の観客席にいて成り行きを把は握あくできていなかった民衆がざわめき出した。

「十六対一でも、私はそれでも勝つ自信がある！」

　ざわめきはさらに大きく。

「さあ！　アナタたちが腰こし抜ぬけでないのなら誰からでもいい、全員でかかってきなさい！　もし誰かが私を斃したのなら──決して言い訳も抗こう議ぎもしない──その時から〝最強〟の称号は王国の物よ！」

　ざわめきは大きなうねりとなって、会場をどよめかせた。

「オ・ル・ト・リ・ア！　オ・ル・ト・リ・ア・！」

「オ・ル・ト・リ・ア！　オ・ル・ト・リ・ア・！」

「オ・ル・ト・リ・ア！　オ・ル・ト・リ・ア・！」

　そもそもオルトリアは大陸一の魔女騎士ヘクセンリツターだ。その人気は絶大。

　何の保証も正当性もない言葉でも、彼女に言われると、そうなのかもしれないと人は勘かん違ちがいを起こす。

　本来ならただの無茶苦茶な要求であるはずなのに、傍はた目めにはオルトリアが絶対的不利な条件で、堂々と勝負を挑いどんでいるように見えるのだ。

　この場にいる全員ではないにしろ、半分以上が、そのような錯さつ覚かくに取り込まれ、彼女の言葉を鵜う吞のみにした。

　無理が通り、道理が引っ込む。

　オルトリアはゆっくりと大剣を下ろし、水平にした。

　切っ先が王国の魔女騎士ヘクセンリツターたちに突つきつけられる。

　彼女の一挙手一投足に観客が沸わいた。

　完全に闘技場の空気を支配された。

　そして……オルトリアは唐とう突とつに、鼻で笑う。

「ああ、全員で、と言ったけど、ケガしたくない人は帰ってもいいよ？」

　重ね重ね、挑発。侮ぶ辱じよく。煽あおり。

　元々プライドの高い貴族の逆げき鱗りんを殊こと更さら逆さか撫なでにする。

　しかも、口上こそわざとらしくはあるが、彼女は本気で言っていた。

　本気で全員に勝てると言っている。

　本気でケガしたくない奴は帰れと言っている。

　悪気すらなく、見下してすらいない。

　ただ事実を言っているつもりなのだ、彼女は。

　その、態度に。

「創起キヤスト！」

「創起キヤスト！」

　二人の魔女騎士ヘクセンリツターが『魔導器ワンド』を創起キヤストした。

「やめっ……！」

「オルトリア！」

　誰かの制止を無視し、そのふたりと、元から『魔導器ワンド』を手にしていた魔女騎士ヘクセンリツターが加わり、三人がかりで彼女らはオルトリアに飛びかかった。

　オルトリアはフッと笑って、三方向からの攻こう撃げきを受け流す。

「クソッ！」

「我らも行くぞ！」

　先走った三人のあとを追うように、さらに武器を手に取る魔女騎士ヘクセンリツターが増えていく。

　突とつ然ぜん始まった戦いに、観客は大きな歓かん声せいを上げ始めた。

　オルトリアの挑ちよう戦せんを魔女騎士ヘクセンリツターたちが受けた──彼らはそう思ったのだ。

「観客を巻き込まれた……！」

　シェリーが舌打ちする。

「何だ？　ていうか、どうするんだシェリー？」

　駆かけ出すのを躊ちゆう躇ちよしていたハヤテはシェリーに指示を仰あおぐ。

「……もう始まってしまった物はどうしようもないわ。観客を味方につけられた以上、ここで逃げたら無様を晒さらす羽目になる」

「でも、結局はオルトリアの言ってることの方が無茶苦茶なんだろ？　大体、ここであいつを袋ふくろだたきにしたって、本当に勝ったことになるのかよ？」

「それはないわね。まず皇国が抗議するだろうし、『魔宴ヴアルプルギス』は大陸全土で行われる興行という側面もあるもの。それをこんな中ちゆう途と半はん端ぱな時期に終わらせるなんて誰も得しないわ」

「ならやっぱり戦わない方がいいんじゃないのか？」

「理り屈くつではね。けれど今問題なのは、さっきも言ったように国の威い信しんと騎士としての名めい誉よなの」

　形はどうあれ、戦いは始まってしまった。

　そうなれば必然、勝敗という結果がついてくる。

　勝ったところでこちらに得はほとんどないかもしれない。

　だが、負けてしまえば王国の威信は地に墜おちる。それは逃げても同様だ。

「女王陛下さえ来てくだされば、あの御お方かたの威い厳げんでオルトリアの暴挙も止められるかもしれないけど」

「女王なら？」

「観客がオルトリアさんの言葉に乗せられたのは、彼女が大陸最強の魔女騎士ヘクセンリツターというカリスマだからよ。でも、女王の言葉には彼女以上の求心力がある。今は騒さわいでいる観客も、女王陛下の御言葉になら納なつ得とくするはず」

「……？」

　そういうものなのか、とハヤテは思ったが口には出さなかった。

　昨夜会った女王は温和なイメージしかなかったが、この国で一番偉えらい人間の言葉になら民衆も従うものなのかもしれない。

「じゃあ、女王が来るまで時間を稼かせぐか？」

　ハヤテは今後の方針をシェリーに尋たずねる。

「そう……いえ」

　答えかけた彼女は途と中ちゆうで黙もつ考こうを挟はさみ、

「違うわね。そうじゃない」

「？」

「逃にげてどうするの、っていう話よ」

　シェリーはそこで不意に、フッと笑う。

「これはチャンスと捉とらえるべきよ、ハヤテ。本番前に、オルトリア・アルタイルという魔女騎士ヘクセンリツターの力を測る絶好の機会だわ」

「……確かにそうかもな」

　ハヤテもシェリーも、オルトリアの強さを伝聞でしか知らない。

『ブリュンヒルデ杯はい』の前に、直じかに戦ってその実力を推おし量れる機会なんて滅めつ多たにない。

「そういうことなら分かった……！　創造クリエイシヨン！」

　ハヤテはシェリーの胸むな元もとへ、結印へと手を伸のばす。

　結印が赤く輝かがやき、手の平が熱くなる。

「『レーヴァティン』！」

「あああああ！」

　ハヤテの叫さけびとシェリーの嬌きよう声せいがユニゾンする。

　刀身から火花を散らす大剣が出現し、空気を焦こがしながらハヤテの手に収まった。

　瞬しゆん間かん。

　──ゾクリ

「!?」

　ハヤテは背筋が凍こおるのを感じた。

（この闘気は！）

　覚えがあった。

「ッ！」

　ハヤテは即そく座ざに『レーヴァティン』を構え、視線をやる。

　乱戦の渦か中ちゆうにいるオルトリアへ。

　と。

　目が合った。

　十人以上の魔女騎士ヘクセンリツターに囲まれ、全方向から猛もう攻こうを受けているはずのオルトリアが。

　未いまだに間合いの外にいるハヤテに、確かに視線を向けていた。

　その優美な口元が、ニタリと。

　似つかわしくないほど下品な笑えみを浮うかべた。

　ずっと欲ほしかった物を見つけたような、そんな笑い方。

（意図とか裏とか、そんなんじゃない……！）

　直感的にハヤテは悟さとる。

　思えば、最初からそうだった。

　最初からずっとオルトリアは本気の感情しか示してこなかった。

　だが、こんなことまでしておいて、いくらなんでも、という考えが邪じや魔まをして、無意識の内にその可能性を除外していた。

　オルトリアは本当にただハヤテと戦いたいだけでこんな暴挙に出たという可能性を。

　自分の立場も『魔宴ヴアルプルギス』も関係なく、それだけのために彼女はここに来たのだ。

　そして、ついにハヤテは『魔神器ゼーレ』を顕けん現げんさせた。

　戦う準備を整えてしまった。

　オルトリアの目が、獲え物ものを狙ねらう狩しゆ猟りよう者のそれになる。

　同時に、人が舞まう。

　ハヤテとオルトリアの間にいた魔女騎士ヘクセンリツターがひとり、ふたり、三人と。

　木の葉のようにはじけ飛ぶ。

　それまで防戦一方だったオルトリアの突然の変へん貌ぼうに、みな一瞬虚きよを突かれる。

　その中でハヤテだけが恐おそろしい事実に気づく。

（俺が『レーヴァティン』を抜ぬくまで流してたのか!?）

　戦せん慄りつを覚える。

　だが捨て置く。

　暢のん気きに驚おどろいている暇ひまなど、相手は与あたえてくれなかったのだから。

　ガギィン!!

『七裂きの大罪剣ムシユマツヘ・エスパーダ』を『レーヴァティン』で受け止める。

　刃はと刃が嚙かみ合い、耳障ざわりな音を立てた。

「思ったより反応いいね。そうでなくっちゃ」

　嬉うれしそうに、オルトリアは笑う。

「ギギイイイィィキィイイイ」

　主あるじの声に呼応するように、『七裂きの大罪剣ムシユマツヘ・エスパーダ』が哭なく。

　哭きながら、その刃を肉にく食しよく獣じゆうの牙きばのようにギザギザとした物に変化させた。

「なっ!?」

「フフッ」

　刃で刃を絡からめ取るように、オルトリアはハヤテの『レーヴァティン』を跳はね上げる。

（これが『七裂きの大罪剣ムシユマツヘ・エスパーダ』の形状変化能力ッ！）

　知っていたのに警けい戒かいを怠おこたった。

　代だい償しようは、オルトリアの前に無防備に晒された両りよう脇わき。

　胴どう体たいが両断される一秒先の光景が脳のう裏りによぎる。

　だが予見された未来が結実する直前、

「《氷刃氷斬殺ブリザードエツジ》！」

　シェリーの放った氷の刃やいばがオルトリアに襲おそいかかった。

「おっ！」

　これにはオルトリアもさすがにバックステップして距きよ離りを取る。

　後退しながらまたたく間に氷の刃を打ち落とし、数秒と経たたずに危地を脱だつした。

「初見でどういう対応力だよ……！」

「ハヤテ！」

　呆あきれるハヤテの許もとへシェリーが駆け寄る。

「大だい丈じよう夫ぶ？」

「シェリーのおかげでな」

　ハヤテは剣の柄つかを握にぎり直しながら答える。

「もう油断しない」

　今度はハヤテから動く。

　だが、その動きに合わせ、割り込む影かげがふたつ。

「男はどいていろ！」

「邪魔だ！」

　割って入ってきたのは、戦せん斧ぶと双そう槍そうの魔女騎士ヘクセンリツター。

　彼女らは左右からオルトリアを挟きよう撃げきする形で飛びかかる。

「フゥ！」

　二本の槍やりは彼女を前後から挟むように。

「ゼヤッ！」

　戦斧は彼女の頭を叩たたき割るように。

　一度には防ぼう御ぎよしきれない角度からの連続攻こう撃げきがオルトリアを襲う。

　しかし。

「ギキイイィィィィイィイ！」

『七裂きの大罪剣ムシユマツヘ・エスパーダ』がまた形状を変化させる。

　まるで大弓から弦つるをはずしたような、柄の上下から刃が生えた変則的双もろ刃はの大剣へ。

　オルトリアは巧たくみに両方の刃を操あやつり、二本の槍をいなし、逆に相手の喉のど元もとを搔かき切った。『ヴァルハラの加護』によってダメージは精神に返り、一瞬で彼女の意識を闇やみに沈しずめる。

　では、上からの戦斧はというと。

　そもそも彼女に届かなかった。

「なっグフッ!?」

　戦斧の魔女騎士ヘクセンリツターは横合いから振ふりかざされた爪つめに殴なぐり飛ばされ、大きく宙を舞った。

「ゴアアアアア！」

　オルトリアの契約獣サーヴアントティアマトーが吼ほえ猛たける。

　主の邪魔はさせないとばかりに、高らかに。

「さすがに五大竜りゆう王おうともなると、魔女騎士ヘクセンリツターに引けを取らないわね」

　緊きん張ちようした声こわ音ねでシェリーが呟つぶやく。

　基本、契約獣サーヴアントの戦せん闘とう力は『魔導器ワンド』を持った魔女騎士ヘクセンリツターに及およばない。

　それなのに目の前のティアマトーは常識を覆くつがえすような威い風ふうを備えている。

（あれが俺と同じ〝契約獣サーヴアント〟ってカテゴライズなんだから笑えるよな）

　見た目だけなら、どう考えても向こうの方が数百倍強そうだ。

　だが、負けられない。ティアマトーにはもちろん、オルトリアにも。

　異様な状じよう況きようではあるし、変則的な流れで戦うことになったとはいえ、オルトリアはいつか斃たおさなければならない相手だ。

『ブリュンヒルデ杯』で彼女に勝てなければ、結局シェリーの夢に届かないのだから。

　舞ぶ台たいが違ちがうとはいえ、まるで勝ち目がないまま終わっては意味がない。

　最悪でも次に戦う時に勝つ糸口だけでも摑つかまなければ。

　だがそれはあくまでハヤテの事情であって、この場の共通認にん識しきというわけではない。

「オルトリアァァァ！」

　叫び、怒ど号ごうを撒まき散らし、残っていた魔女騎士ヘクセンリツターたちが突とつ撃げきしていく。

　十六人いた二回戦出場者はいつの間にか半分近く減っていた。

　ハヤテの見ていないところでティアマトーにやられた者もいたのかもしれない。

（ピアは……まだ無事か）

　同じ学院代表である黒くろ髪かみの少女は生き残っていた。

　冷静さが彼女の持ち味だ。いつも通り落ち着き払はらって『如意鍛槍デイアンアイゼン』を構え、オルトリアの隙すきを窺うかがっている。

　状況的に戦いは乱戦──バトルロワイヤルの様相を呈ていしている。

　ならば、決けつ闘とうのように正面から尋じん常じように戦う必要はない。必然〝隙を突つく〟のも戦略の内だろう。

　十六対一を提案したのはオルトリアの方なのだから、彼女だって文句はないはずだ。

　とはいえ、大前提として。

　王国内でもトップクラスの魔女騎士ヘクセンリツターたちを容易たやすくいなし、次々と斃していくオルトリアに果たして隙などあるのか、という問題が立ちはだかるのだが……。

（……いや）

　ハヤテは余計な考えを振り払う。

　そもそも自分に、そんな戦略的な戦い方なんてできやしない。

　だったらあえて正面から行くだけだ。

「ハァ!!」

　鋭するどく息を吐はき、『レーヴァティン』を構えて地を蹴ける。

　シェリーは距離を置いて様子見。

　賢けん明めいな判断だ。オルトリア以外全員が「味方」という状況で、彼女の大魔ま法ほうは同士討うちの危険が高すぎる。

「──ニィ」

　突撃してくるハヤテを見て、オルトリアがまた笑う。

　今彼女を囲む魔女騎士ヘクセンリツターは四人。

　即そく席せきのチームでありながら、連れん携けいが取れている。

　リーダーシップを取っているのは、どうやらあの傷アリの魔女騎士ヘクセンリツターのようだ。

「魔技マギガ蒼血炎獄ブルーブラツドブレイズ」

　鎖くさり鎌がまのような『魔導器ワンド』から蒼あおい炎ほのおが[image: ]ほとばしり、蛇へびのようにオルトリアに巻き付こうとする。

　しかし、オルトリアは地面を舐なめるように滑すべり、これをくぐり抜けて『七裂きの大罪剣ムシユマツヘ・エスパーダ』で鎖分銅を断ち切った。

　そこで。

「今だ！　やれ！」

「魔技マギカ！」

「魔技マギカ！」

「魔技マギカ！」

　傷アリの魔女騎士ヘクセンリツターの合図で、三人が魔技マギカを発動しようとする。

　四方向から包囲した状態での魔技マギカ同時発動。

　オルトリアに逃にげ場はないが、逆に同士討ちの危険が高まる。

　彼女たちはシェリーが見送った危険をあえて冒おかすつもりのようだ。

　そうでもしなければオルトリアは斃せないという判断か。

　あるいはそれもひとつの決断だ。

　だが。

「魔技マギカ──」

　オルトリアはさらにその上を行く。

「──屍血斬禍アルアハールナハル」

『七裂きの大罪剣ムシユマツヘ・エスパーダ』の刃が闘とう技ぎ場の地面に突き立てられる。

　同瞬、オルトリアを中心に、無数の刃が生えた。

「ガハッ！」

「ギャフッ！」

「グッ！」

　突とつ如じよ発生した刃林に下から突き刺さされ、魔技マギカを放とうとしていた魔女騎士ヘクセンリツターたちが呻うめき声を上げ、串くし刺ざしになったまま動かなくなる。

「クソッ！」

　ハヤテの行く手にも林立した刃が立ちはだかる。

　しかも一本一本刃の形状は違えど、どうやらこれは『七裂きの大罪剣ムシユマツヘ・エスパーダ』の刃と同質の物のようだ。

「『レーヴァティン』！」

　ハヤテは『レーヴァティン』を極限まで赤熱させ、障害物を斬きり払う。

　並の『魔導器ワンド』を斬る時以上の手て応ごたえが伝わってきたが、連続で斬り払いながらひたすらオルトリアへ向かって進む。

「へぇー、すごーい」

　林の中心に佇たたずむオルトリアは余よ裕ゆうの表情だ。

　興味深そうにハヤテを、その手にある『レーヴァティン』を見つめている。

「いいね。早くおいでよ、ハヤテ」

　オルトリアは大たい剣けんを手にゆらりと構えながらハヤテを待ち受ける。

　と。

「オルトリア！」

　ハヤテとは逆方向から、無数の刃やいばの上を飛び越こえた傷アリの魔女騎士ヘクセンリツターが、オルトリアを頭上から急きゆう襲しゆうした。

　オルトリアはそちらに目もくれず、ただひと言。

「ティアマトー」

「覚……ッ!?」

　傷アリの魔女騎士ヘクセンリツターの声は途と中ちゆうで遮さえぎられた。

　横から伸のびたドラゴンの顎あごが、彼女の体を嚙かみ砕くだいたからだ。

「オル、ト……」

　牙きばに体を引き裂さかれる激痛を精神に浴びながら、彼女はオルトリアへ手を伸ばそうとした。

　その手が、だらりと垂れ下がる。

「……ッ！」

　彼女の散り際ぎわを視界の端はしで見届けながら、ハヤテは『レーヴァティン』を振り下ろす。

　オルトリアはそれを見切って避よけ、軽いステップでハヤテと位置を入れ替かえた。

「なっ!?」

　背後を取られたかと一いつ瞬しゆん焦あせるが、オルトリアはそのままハヤテの脇わきを走り抜ぬけ、自分で生み出した刃の群生地帯から脱だつ出しゆつする。

　そのまま数歩距きよ離りを取り、改めて剣を構える彼女。

「広いとこでやろうってことか……」

　上等、と胸中で呟き、オルトリアを追う。

「焰ほのおよ、集つどえ！」

『魔神器ゼーレ』から炎を生み出し、収束させる。
















　人ひとりを飲み込めるような炎えん球きゆう。

「喰くらえ！」

　放つ。

　ただ正面から撃うっただけでは簡単に躱かわされるだろうが。

「《極寒の牢獄ナーストレンド》」

　シェリーの氷魔法がオルトリアの足をふくらはぎまで凍こおらせ、動きを拘こう束そくする。

　これで回かい避ひはできないはずだが。

「ぬるいよ」

　オルトリアは『七裂きの大罪剣ムシユマツヘ・エスパーダ』を下段から振り上げ、斬ざんッ、と炎球を縦に真っ二つにした。

　炎球はオルトリアの左右を通り過ぎ、余波で《極寒の牢獄ナーストレンド》の氷が溶とける。

　結果、ハヤテは自由な彼女と正面から対たい峙じ。

（上段ッ！）

　オルトリアは炎球を斬った動作で、すでに次の攻こう撃げきのモーションに入っている。

　ハヤテもまた突撃の勢いによって加速を上乗せした一撃を放つ。

　ドシュッッッ!!

「……くっ！」

　激げき突とつの直後、ハヤテは肩かたに走った痛みに顔を顰しかめ、飛び退のいた。

　制服の肩口が切り裂かれていた。

　激突で押し負けていないのになぜ……疑念が湧わくが、それはすぐに払ふつ拭しよくされた。

　改めて見れば、『七裂きの大罪剣ムシユマツヘ・エスパーダ』の形状がまた変化していたのだ。

（剣先が大おお鎌がまみたいに曲がってやがる……）

　大剣同士がぶつかり合った瞬間、あの大鎌の穂ほ先さきが肩を切り裂いたのだろう。

「頭狙ねらったんだけどなー。力負けしちゃった」

　オルトリアはさして残念でもなさそうにぼやく。

　確かにあと少しズレていたら、穂先は肩ではなく脳天に突き刺さっていたはずだ。

　まさに千変万化。

『七裂きの大罪剣ムシユマツヘ・エスパーダ』の持つ攻撃の多た彩さいさに冷ひや汗あせが流れる。

（ただ逆に言えば、あれほど使いづらそうな武器もない……それを使いこなすオルトリアの技量もさすがってことか）

　しかし、不思議とピアのような鍛たん錬れんによって積み上げられた技わざという感じがしない。

　言うなれば、型に嵌はまらない、天性の勘かんとでも言うのか、オルトリアの攻撃にはどれも自由な発想があった。

　それが逆に読みづらい。

　こちらが思いも寄らない必殺の一手を不意に繰くり出してくるからだ。

「今度はこっちから行くね」

「ッ！」

　間合いを詰つめてくるオルトリアを迎むかえ撃つ。

　ガキンッ、ガキンッ、と刃の打ち合い。

「くっ！」

　高速で振ふられる大剣の、その刃の形状にまで気をつかわなければならないというのは、存外気力と体力を消しよう耗もうする。

（打ち合いにつき合うのはマズい！）

「焰ほのおよ！」

　生み出すのは炎の壁かべ。

　それを目め隠かくしにハヤテは距離を取る。

　しかし、せいぜい体勢を立て直す時間を作るので精いっぱいだ。

　すぐに炎の壁を切り裂いて、オルトリアが追撃してくるだろうとハヤテは身構えた。

　だが。

「……!?」

　炎の壁が消えると、そこにオルトリアの姿はなかった。

（どこへ!?）

　相手の姿を見失ったことに焦あせるハヤテ。

　どこから奇き襲しゆうが来るのかと緊きん張ちようが体を支配するが──数瞬して、ハヤテはハッと気づく。

　自分よりももっと心配しなければならない相手がいることに。

「シェリー！」

　ハヤテは背後を振り返るのと。

「キャアアアア！」

　シェリーの悲鳴が上がるのは同時だった。

「うっ……」

　彼女はオルトリアの前に跪ひざまずくように体をくの字に折って倒たおれていた。

　服が派手に破け、かろうじて布が肩に引っかかっているような状態だ。

「ちょっとハヤテとの勝負の邪じや魔まだから、そこでジッとしててね。動くとみんなに裸はだか見られちゃうよ？」

「……ッ！」

　そんなことを言うオルトリアをシェリーはキッと睨にらみ返す。

　手をついて立ち上がろうとするが、力が入らないのか腕うではぶるぶると震ふるえるばかりだ。

（オルトリアの奴やつ、手加減したのか……）

　シェリーが気絶してしまえば『魔神器ゼーレ』は顕けん現げんできなくなる。だから、彼女が動けなくなる程度にダメージを調整して一撃を入れたのだろう。

　おまけに衆しゆう人じん環かん視しの中戦いづらいように、服まで破いて……！

　ハヤテと一対一で戦うために。

　ただの邪魔者扱あつかいされたシェリーは、悔くやしそうにオルトリアを睨み続けている。

「さっ、続きをやろっ」

　オルトリアは彼女を無視して、ハヤテの方へ向き直った。

「このっ……！」

　ハヤテはシェリーに対する仕打ちに怒いかりながら『レーヴァティン』を握にぎり締しめる。

　一対一が望みなら、存分にやってやる……！

「焰ほのおよ！」

　ハヤテは炎ほのおとともにオルトリアに突とつ撃げきする。

「あはっ」

　オルトリアはただ楽しそうに、それを迎え撃った。

『レーヴァティン』と『七裂きの大罪剣ムシユマツヘ・エスパーダ』が火花を散らす。

　ハヤテは怒りのまま、オルトリアを斃たおしてやろうとするが。

　そこへ。

「《氷龍瀑布ニーヴイスカズツサ》！」

　シェリーからの援えん護ご。氷ひよう龍りゆうがオルトリアを襲おそう。

「!?」

　オルトリアがはじめて軽く驚おどろいた表情を浮うかべ、氷龍を避ける。

　周囲の視線を恐おそれないシェリーの援護攻撃に、オルトリアも驚きを隠かくせなかったようだ。

「ＧＩＡＡＡＡＡ！」

　奇き跡せき的な奇襲となった《氷龍瀑布ニーヴイスカズツサ》が、再度オルトリアに襲いかかる。

　が。

「ゴアアアアア！」

　今度はティアマトーが割って入る。

「ＧＩＡＡＡＡＡＡ！」

「ゴアアアアアアア！」

　竜りゆう王おうと氷龍の激突。

　氷龍がティアマトーの胴どう体たいに食らいつく。

　バキバキバキバキ

　嚙みついたところから全身を凍りつかせようとするが。

　ティアマトーのノドが膨ふくれ上がる。

　轟ごうッ！

　ティアマトーの口から放たれた炎のブレスが、《氷龍瀑布ニーヴイスカズツサ》を一瞬で溶かし尽つくした。

　シェリーが舌打ち。

　オルトリアが微び笑しようし。

　ピアが、上空から『如意鍛槍デイアンアイゼン』を振り下ろした。

「!?」

　ハヤテですら虚きよを突つかれた不意打ちを──しかして、オルトリアはギリギリのところで受け止める。

「チッ」

　ピアは打ち込んだ反動を利用して宙返り。そのままオルトリアから離はなれ、ハヤテたちのいる方に着地した。

「オルトリアを護まもるティアマトーの意識が逸それたところを狙ったのだがな……」

「うん。今のはわりとよかったよ」

　ピアの独白に、オルトリアは笑え顔がおでコメントする。

　気がつけば、こちら側で残っているのはハヤテとシェリー、それとピアの三人だけになっていた。

（これだけ戦って、オルトリアにはまだ余よ裕ゆうがあるのか）

　果てしない。

　果てしない実力差。

　これが『魔宴ヴアルプルギス』二に連れん覇ぱ。大陸の覇者。

『銀月の騎き士し』オルトリア・アルタイル。

　その、最強の魔女騎士ヘクセンリツターが。

　不意に、ため息。

「というか、肝かん心じんのハヤテの力はその程度？」

「……！」

「せっかく楽しみにしてきたのに……正直ガッカリ。『魔神器ゼーレ』っていうのには感じる物があるけど、使い手が未熟じゃあね」

「……」

　言いたい放題だな……。

　ハヤテは柄つかを痛いほど握り締める。

　今この手ではオルトリアに届かない。

　……と、まだ決まったわけじゃない。

　確かに積んだ修練の量で言えば、ハヤテはピアにもオルトリアにも遠く及およばないだろう。

　そんなハヤテが、『レーヴァティン』という至上の武器を持つのは、ひょっとしたら宝の持ち腐ぐされなのかもしれない。

　それでも戦い、勝つと決めた。

　下げ僕ぼくと奴ど隷れいの契けい約やくに誓ちかって。

（シェリーのために勝ち抜ぬくと決めたんだ……！）

「そんなに俺の力が見たいってんなら見せてやる」

　ハヤテのそのセリフに、オルトリアが興味を示す。

「まだ奥の手があるの？」

「とっておきがな」

「──へぇ」

　ニタリ

　またあの似つかわしくない下品な笑み。

　いや。

　ただ下品と言うには、艶つややかで、厭いやらしく。

　あるいは性的興奮を表すような。

　昂こう揚ようの微笑。

「なら、早く見せてヨ」

　頰ほおをわずかに上気させながら、オルトリアは催さい促そくしてくる。

　平時であれば薄うすら寒さを覚えたかもしれない微笑だが、今はハヤテも気が昂ぶっているので、応、と答える。

「シェリー」

「アレを使うのね？」

　シェリーの問いにこくりと頷うなずく。

　第二階かい梯てい『天照凶ツ神魔カオスグラデイウス』。

　学院代表決定戦でピアを斃した神殺しの剣けん。

　説明不可能で理り不ふ尽じんな力を剣に模した技わざで、ヘタすれば使い手であるハヤテにも牙きばを剝むく危険な技だ。

　威い力りよく絶大の諸もろ刃はの剣だが……シェリーの言う通り、これはオルトリアの実力を測るチャンスでもあり、自分たちの力が大陸最強にどこまで通じるかの試金石でもある。

　その、肝心のオルトリアの実力をまるで引き出せないまま終わってしまっては意味がない。

　ハヤテは『レーヴァティン』を左手に持ち替かえ、右手をシェリーの結印に伸のばそうとして──




「お待ちなさい！」




　──突とつ然ぜん、闘とう技ぎ場内に響ひびいた声によって、その動きを制止された。

　誰だれだ、と思って、ハヤテが──シェリーやピア、オルトリアも──声のした方向に視線を向けると。

　そこには、護衛の騎士を伴ともなった女王アルメリアが立っていた。

　闘技場に現れた女王は、ただ一声で沸わき立つ観衆を凪ないだ海のように静まらせた。

　その様子に、ハヤテは人々にとって「女王」がどれだけ大きな存在なのかをはじめて実感した。

　オルトリアに感じる凄すごいとはまた別種の凄さ。

　物理的な強さではなく、人の心に与あたえる影えい響きよう力という点では、女王はオルトリア以上の物を持っている。

（シェリーが「女王が来れば」って言ってたのはこういうことか）

　ハヤテはなるほどと思いながら納なつ得とくした。

　ただ今から本気で巻き返してやると意気込んでいただけに、このタイミングで止められたのは運が悪かった。

「……」

　オルトリアもそうなのか、『七裂きの大罪剣ムシユマツヘ・エスパーダ』を地面に突き立てている。

　柄から手を離しているので戦せん闘とう続行の意思はなさそうだが、内心の不満を表しているのだろうか？

　ハヤテとピアはそれぞれ武器を魔ま力りよくの粒りゆう子しに戻もどし、膝ひざをついてこちらへ来る女王一行を待つ。

　女王たちはオルトリアとやや距きよ離りを置いた場所で立ち止まる。

「オルトリア・アルタイル。女王陛下の御ご前ぜんである。汝なんじも騎士ならば、それ相応の礼節があろう」

「……」

　護衛の騎士に促うながされ、立ったままだったオルトリアは黙だまって跪ひざまずいた。

「『魔導器ワンド』を消せ」

「……」

　オルトリアは膝をついて顔を伏ふせたまま、何事かを小声で呟つぶやく。

　すると『七裂きの大罪剣ムシユマツヘ・エスパーダ』は地面に溶とけるようにして消えた。

「オルトリア・アルタイル」

　頭こうべを垂れた彼女に向かって、今度は女王がその名を呼ぶ。

「《通信アンゲルス》の魔法を用いて皇国に確かく認にんを取りました……。それによると、貴女あなたの行動に皇国は一いつ切さい関知していないとのことです。この暴挙は貴女の独断で行ったことなのですか？」

「……さよーです」

　厳しい女王の言葉に対し、オルトリアは気のない返事を返す。

「貴様ッ！　何だその態度は!?」

　護衛のひとりが『魔導器ワンド』の槍やりをオルトリアの足あし許もとに突き刺さす。

　はらり、と彼女の前まえ髪がみが数本切れ、銀の筋が地面の上に舞まい落ちた。

「……」

　オルトリアは無反応だ。

　顔を伏せている彼女の表情は見えない。

「随ずい分ぶんとおとなしいな」

　ハヤテは小さな声で隣となりのシェリーに話しかける。

「オルトリアの暴挙がこれまで罷まかり通ったのは、彼女のカリスマと、この場にいる観客を味方につけていたからよ。でも、女王陛下の登場でそれは失われた。今の彼女は他国の『魔宴ヴアルプルギス』に乱入してメチャクチャにしただけの、一いつ介かいの魔女騎士ヘクセンリツターに過ぎないわ」

「じゃあ例の……えーと、王国の威い信しんとか、その辺のことは大だい丈じよう夫ぶなのか？」

「口さがない輩やからは劣れつ勢せいの王国側が無理やりオルトリアを止めた、なんて噂うわさするかもしれないわ。その辺りはもう、王家近この衛えの情報操作と政治力にかかってるわね」

　逃にげたという風評を免まぬかれられるかどうかはまだ分からない、ということらしい。

　ふたりが小声で囁ささやき合っている間にも、向こうの話は進む。

「貴女はなぜこのようなことを？」

「強い奴やつと戦いたかった、それだけです」

「……貴女のような誉ほまれ高き騎士が、このような行こう為いに及んだことは残念でなりません。……貴女の身み柄がらは皇国の身元引受人が来るまでこちらで預からせていただきます」

　女王の言葉で護衛とは別に連れていた騎士が拘こう束そくのため前へ出る。

　皇国の要人である彼女が何か罰ばつを受けるのかどうかは分からないが、ひとまずはどこかに軟なん禁きんでもされるのだろう。

　これでひと段落かと。

　誰もがそう思った。

　次の瞬しゆん間かん。

「ゴアアアアア!!」

　それまでおとなしくしていたティアマトーが突とつ然ぜん吼ほえる。

「!?」

　ティアマトーを囲んで警けい戒かいしていた魔女騎士ヘクセンリツターたちが一瞬怯ひるみ。

　その間に、オルトリアはスッとその場で立ち上がった。

「ッ！」

「貴様、何を……」

　オルトリアは立ち上がっただけだ。

　だが、護衛の騎き士しは女王を護まもるように、一歩前へ出た。

　怯んだ者たちよりも早く、一歩。

　その一歩が引き金となった。

「魔技マギカ屍血斬禍アルアハールナハル」

　突とつ如じよとして乱立する刃やいばの嵐あらし。

　それは、先さき程ほどオルトリアが『七裂きの大罪剣ムシユマツヘ・エスパーダ』を突つき立てた地面を中心に発生していた。

（さっき……）

　そこでハヤテは気づく。

（オルトリアの『魔導器ワンド』は魔力の粒子になってなかった）

　ただ地面の中に消えただけだ。

　武器自体が見えなくなったので、消えたのだと勘かん違ちがいしていた。

　いや、勘違いさせられたのだ。

　オルトリアに！

「ッ！」

「っ」

　目配せは一瞬。

　ハヤテたち学生三人組は走り出す。

「創造クリエイシヨン！」

「創起キヤスト！」

　各おの々おの武器を手に取り、女王とオルトリアの許もとへ。

　なぜ、とか、どうして、とか、そんなこと考えている暇ひまはない。

　オルトリアは『魔宴ヴアルプルギス』への乱入以上の、とんでもない暴挙に出た。

　それが事実であり、とにかく女王を護らなければならないというのは、ハヤテにも理解できた。

　オルトリアの魔の手から、一刻も早く。

　おそらく、この場にいる全員が同じことを考えた。

　それほどにオルトリアの脅きよう威いは計り知れなかったのだ。

　全員でかかって、全員で仕留めなければ。

　言葉もなく全員がそれを理解し。

　全員が、地面から再び生えた『七裂きの大罪剣ムシユマツヘ・エスパーダ』の柄つかに手をかけるオルトリアに目を奪われた。

　その、次の瞬間。




　オルトリアとは真逆の方向から飛来した矢が、女王と周りの護衛数人の胸を貫つらぬいた。




「!?」

「!?」

　連続で変転する状じよう況きよう。

　ハヤテは反射的にブレーキをかけ、矢の飛来した方向に向きを変える。

　そちらにいたのは『魔導器ワンド』と思おぼしき弓を構えたフードの女だった。

「あいつは！」

　昨日、店にオルトリアを迎むかえに来た女だ。

（オルトリアの協力者か!?）

「クソッ！」

　毒づきつつも、咄とつ嗟さに判断に迷う。

　オルトリアを倒たおすのに協力すべきか。

　謎なぞの襲しゆう撃げき者に対処すべきか。

　あるいは倒れた女王を助け起こしに行くべきか、即そく座ざに決めきれない。

「ハヤテ！　私たちはあの女を押さえるわよ！」

「っ、了りよう解かい！」

　シェリーの声で再度走り出す。

　ピアはオルトリアの方へ向かったようだ。

「変化！」

　彼女の契約獣サーヴアントである斉せい天てん大たい聖せいがその身を巨きよ大だい化させ、ティアマトーを押さえ込みに行く。

　契約獣サーヴアントが前へ出るのは『魔導器ワンド』喪そう失しつのリスクを伴ともなうが、今は総力を結集しなければ全すべてに対処しきれない。

　ハヤテも、自分のすべき役割を果たすため、地を蹴ける足にさらに力を込こめる。

　と、そこで、観客席から次々と人が飛び降りてきた。

「貴様ァ！　よくも女王陛下を！」

『レギンレイヴ杯はい』を観戦していた魔女騎士ヘクセンリツターたちだ。

　女王が射られたのを見て、彼女らも戦いに降りてきたらしい。

　そして、観戦に来ていた魔女騎士ヘクセンリツターは思いのほか多いようで、あっという間に何十人もの加勢が闘とう技ぎ場内に降り立った。

　しかし。

　ブンッ!!

　刃の空から振ぶり音がハヤテの耳元まで届き。

　ドズッ!!ドズッ!!ドズッ!!ドズッ!!

　鈍にぶい音が間断なく響ひびく。

　ハヤテがフードの女の許に辿たどり着くまでに、四人の魔女騎士ヘクセンリツターが矢を受けて気絶した。

（『ヴァルハラの加護』がある限り死人は出ないはず……だが！）

　死ななくても意識は失う。

　それは戦せん闘とう不能と同義だ。

　この場から戦える人間がいなくなれば、すでに気絶させられた女王の身柄がどうなるか分からない。少なくとも、ロクなことにはならないだろう。

「あの弓……まさか……」

「？」

　背後でシェリーが呟つぶやいた。

　小さな声だったが、震ふるえていた。

　だが今は立ち止まってどうしたと訊きいている暇がない。

　ハヤテは後ろに逸それかけた気持ちを無理やり前に戻もどし、フードの女を『レーヴァティン』の間合いに捉とらえる。

「ゼアッ！」

　横よこ殴なぐりに振るった刃はスウェーで躱かわされる。

　女は即そく応おうし、弓の弦つるを引く。

　すると、引いた弦に魔ま力りよくでできた矢が発生した。

　引くだけで矢がつがえられる。それが敵の『魔導器ワンド』の常在型能力。驚きよう異い的な連射性能の秘密らしい。

　けれど、ハヤテも考えなしに大振りの攻こう撃げきに出たわけではない。

「アアアアア！」

　大たい剣けんの先せん端たんが赤熱し、片かた刃ばの峰みね側から炎ほのおを噴ふん出しゆつさせる。

　炎がブーストの役割を果たし、体の回転が加速。

　一撃目をフェイントとした二連続回転切り。

　狙ねらうは胴どう体たい。

　避よけられるはずがないと、確信したのもつかの間。

「───」

　女は狙いをハヤテから『レーヴァティン』へと移し、迫せまる刀身に矢を当てた。

　ガギィン!!

　重い音が響き、『レーヴァティン』がはじかれる。

　何とか取り落としはしなかったが、その間に女はバックステップで距きよ離りを取っていた。

　再びつがえられる矢。

「──ッ！」

　ハヤテは『レーヴァティン』の腹で矢を防ぐ。

　それは予定外の動きだった。

（シェリー!?）

　いつもなら阿あ吽うんの呼吸で、シェリーの援えん護ごが入るはずだった。

　しかし、彼女はなぜか口を閉じている。

　まるで攻撃を躊躇ためらうように。

　主従の間に突如として起きた連れん携けいのズレ。

　女は狙い澄すましたように、そこへ矢をねじ込んできた。

「───」

　矢の狙いが、少しだけ右に動く。

「！」

　シェリーを狙われたと思い、ハヤテは彼女を護ろうとして。

　ザシュッ！

　大剣の盾たてからはみ出た左ひだり脚あしの太ももに矢が突き刺ささる。

「ぐっ……！」

　足許がぐらつく。

　力が抜ぬけそうになる足で何とか踏ふん張り、追撃に備えようと身構えたところで。

　フードの女はハヤテになど目もくれず、一目散に逃とう走そうした。

　いや、違ちがう。

　女が向かったのは闘技場の中央。

　女王が倒れていた方向だ。

（マズいッ！）

「焰ほのおよ、集つどえ！」

　ハヤテは炎えん弾だんを生み出し、女の背を狙う。

　背後から、なんて言ってられない。

　本気で当てるつもりで撃うった。

　が、女は後ろに目がついているかのように炎弾を避ける。

　しかし、放った炎弾の内の一発が、たまたま女のフードを掠かすった。

　フードに火が燃え移り、布繊せん維いを灰にする。

　火はさほど燃え広がらなかった……だが、フードの半分ほどが燃え落ち、もはや顔を隠かくす役割を果たせなくなった。

　明かされたフードの内側から、燃えるような真しん紅くの髪かみが溢あふれ出る。

　そして。

「───あ」

　シェリーが。

「あ、ああ、ああああ」

　訊いたこともないような声を出した。

　およそ彼女には似つかわしくない声。

　怯おびえる声。

　恐おそれる声。

　泣きそうな声。

　闇やみ夜よで迷子になった子供のような、そんな声を、シェリーの口から聞くのははじめてだった。

「シェリー!?」

　尋じん常じようならざる様子に、ハヤテは女の追撃を忘れ、彼女の許へ駆かけ寄る。

「う、そ……よ」

「シェリー!?　シェリー、どうした!?　シェリー!?」

　肩かたを揺ゆさぶり何度も呼びかけるが、シェリーはまともに反応してくれない。

　ただ……弱々しい声で、




「お母……さん」




　と、呟いた。

「……？　……!?」

　最初、ハヤテは何のことか分からなかった。

　だが、一いつ拍ぱく遅おくれて理解する。

　シェリーの目は、フードを失った女の横顔を凝ぎよう視ししている。

　それに加えて今の呟き。

（まさか）

　そう思うが、シェリーの表情が真実を物語る。

　あの女は……女王の心臓を矢で貫つらぬいたのは。

　十四年前に行方ゆくえ不明となった、シェリーの母親。

「何がいったい……どうなってるんだ!?」

　いい加減、脳の処理が追いつかない。

　状じよう況きように置き去りにされていくこの感覚……！

　焦しよう燥そう感かんを抑おさえられないが、今のシェリーをひとりにしておくことはどうしてもできなかった。

「ああ、あ……」

　シェリーは茫ぼう洋ようとした視線を彷徨さまよわせ、呻うめきながら、おそらく無意識の内に右手でハヤテの左手を握にぎっていた。

　強く強く、信じられないほど強く。

　それが自分の最後の命いのち綱づなだとでも言うように。

　この手だけは離はなせない。

「ハヤテさん！　シェリーさん！」

「ふたりとも大だい丈じよう夫ぶですか!?」

「シェリー君はどうしたんだい？」

　立ち尽つくすふたりの許もとに、観客席から降りてきたビクトリアたちが集う。

　それでも彼女たちにシェリーを預けていくことが、ハヤテにはできなかった。

　ただ『レーヴァティン』を右手で握り締しめ、全すべてを見ていた。

　シェリーの母親が倒たおれている女王の許へ辿り着き、その身を担かつぎ上げるのを。

　斉せい天てん大たい聖せいがティアマトーに倒されるのを。

　オルトリアが王国の魔女騎士ヘクセンリツターたちを蹴け散ちらすのを。

　しかも、いつの間にか彼女らに味方する魔女騎士ヘクセンリツターも現れていた。

　どうやらオルトリアたちははじめから手下を観客に紛まぎれ込ませていたらしい。

　そのまま彼女らは追い縋すがる王国騎き士したちを払はらい除のけながら、粉ふん塵じん舞まう闘技場から姿を消した。








第三章　最悪への序曲









　オルトリアの『魔宴ヴアルプルギス』乱入。

　アルメリア女王の拉ら致ち。

　ふたつの大事件が起きて数時間後、ハヤテとシェリーは王城にいた。

　あのあと、闘とう技ぎ場で呆ぼう然ぜんとしていたシェリーとハヤテの許にルクエラが現れ、半ば強引にふたりをここへ連れてきたのだ。

「捜そう索さく隊を西にも出せ！」

「王都の封ふう鎖さはまだか!?　ネズミ一いつ匹ぴき外に出すんじゃない！」

「騎士団も捜索に向かわせろ！」

「オルトリアとティアマトーはまだ見つからんのか!?　あのデカブツを見み逃のがすわけないだろうが！」

　王城はもうてんやわんやの有り様だった。

　怒ど号ごうが飛び交い、全員の気が立っていて、今にも乱らん闘とうが始まりそうな状況だ。

　そんな渦か中ちゆうにシェリーが現れた時、全ての人間が彼女を睨にらみつけた。

「……」

　シェリーは真っ青な顔で硬こう直ちよくし、その場で動けなくなった。

　俺は彼女を背に護まもり庇かばおうとするが、視線はハヤテの体を通り抜け、背後の少女に突つき刺さる。

　そこに込こめられた怒いかりや憎ぞう悪おといった感情を、シェリーは一身に受ける。

　震ふるえる彼女の手がハヤテの服の裾すそを摑つかむ。

　ガタンッ

　騎士のひとりが音を立てて立ち上がり、こちらへ近づいてくる。

　無言だが、その表情は怒り狂くるっていた。

「……ッ」

　拳こぶしや剣けんなら止められる。

　しかし、相手が言葉による暴力に出るのなら、それはもう止めようがない。

　口を塞ふさいだところで、声にならなかった言葉がシェリーの胸に突き刺さる。

　騎士はハヤテとシェリーの前で立ち止まる。

　それから、口を開こうとした。罵ば倒とうか、呪じゆ詛そか、どちらにせよシェリーの心を蝕むしばむ言葉を。

　が、その前に、意外な人物がふたりを庇った。

「待て」

　騎士を手で制してふたりを庇ったのは、ルクエラだった。

「ルクエラ……なぜ止める!?」

「今はこいつらの力が必要だ、余計な手出しはするな」

「しかし！　報告では女王陛下を攫さらったのはこいつの母──エリーズ・シャルラッハロートなのだろう!?　あの裏切り者の！　その娘むすめの力がいったい何のために必要だと言うんだ!?」

「無論、女王陛下をお助けするためにだ」

　その言葉に、騎士はギリッと奥歯を鳴らす。

「女王陛下は我々がお助けする！　シャルラッハロートの娘の力など必要ない！」

「そういうことは女王陛下を無事にお救いしてから吐ぬかせ」

「……ッ！」

「お前ら、行くぞ」

「あ、ああ」

　ルクエラは騎士の脇わきを通り過ぎ、ハヤテたちを呼びつける。

　ふたりはそそくさと彼女について行った。

「あの……ありがとうな」

　騎士たちから離れた場所に来たところで、ハヤテはルクエラにお礼を言った。

「礼を言われるようなことではない」

　ルクエラは素っ気なく、こちらを振ふり向きもしない。

「……あんたも昨日はキツい態度だったじゃないか。何で庇ってくれたんだ？」

「それはさっきも言った。女王陛下をお助けするためには、今はひとりでも多くの人手が必要だ……と」

　そこでルクエラは言葉を切る。

「もっとも、それを言ったのは私ではないがな」

「え？」

「着いたぞ」

　ルクエラは小さなドアの前で立ち止まり、そこへ入るようふたりを促うながした。

　シェリーの代わりにハヤテがドアを開ける。

　するとそこには。

「ハヤテ君。シェリーちゃん。待ってたわ」

「リンネさん！」

　部屋の中で待っていたのは、昨日ぶりとなるリンネだった。

　とりあえず室内に入る。扉とびらの鍵かぎはルクエラが閉めた。

「リンネさんが俺たちを呼んだのか？」

「そうよ。あなたたちの力が必要だと思ってね」

「……それはつまり、戦力としてってことか」

「それもそう。正直、オルトリア・アルタイルが敵になるとは思ってなかったわ」

　リンネは顔を顰しかめ、苦く笑しように失敗したような表情になる。

　それだけ余よ裕ゆうがないということなのだろう。

「知っているかもしれないけど、オルトリアは複数の『魔導器ワンド』を持ちながら、あまりに強力すぎるという理由で一部の『魔導器ワンド』しか『魔宴ヴアルプルギス』では使えていない。それでもなお彼女は二度『魔宴ヴアルプルギス』を制したわ」

「……」

　その話はシェリーから以前聞いたことがあったので、ハヤテは黙だまって頷うなずいた。

「オルトリアが何の制限もなしに戦ったらどうなるか、正直な話見当もつかない……。対たい抗こうし得るとしたら、同じく規格外の魔神技ラストオリジンを有するハヤテ君たちの『魔神器ゼーレ』しかないと私は考えているわ」

「俺たちでオルトリアを……」

　闘技場での戦いを思い出し、ハヤテはごくりとつばを吞のみ込む。

　あの時必ず勝つと意気込んだのは確かだが、まさかこんな形で改めて戦うことになるとは思いも寄らなかった。

（しかも今度は『ヴァルハラの加護』もない場所で……）

　それはつまり互たがいに命のやり取りになるということだ。

　怖おじ気けづくわけではないが、緊きん張ちようするのもやむなしだろう。

「ところで、さっき『も』って言ってたけど、ほかにもまだ何かあるのか？」

　ハヤテは先さき程ほどのリンネの言い回しを思い出して尋たずねる。

「そうね……」

　リンネはなぜかちらっとシェリーを見やる。

　彼女はハヤテの背に隠かくれ気味のまま下を向いていた。

　そんな状態の彼女を見て、少し躊ちゆう躇ちよするような素そ振ぶりを見せたあと、リンネは話し始めた。

「あの闘技場で女王陛下が攫われた時、オルトリア以外にも拉致に荷か担たんした魔女騎士ヘクセンリツターがいたでしょう？　その内のひとりを騎士団が捕つかまえたの。そうしたら……」

「そうしたら？」

「……その人がね、例の『組織』の人間だと分かったの」

「ええぇ!?」

「……!?」

　突とつ然ぜん明かされた事実に、ハヤテも、シェリーも顔を上げ、驚きよう愕がくした。

「私が確かく認にんしたから間ま違ちがいないわ。まだ『組織』にいた時、確かに彼女の顔は見たことがある」

「ちょっと待ってくれよ……てことは」

「そうね。つまり、今回の女王陛下拉致事件には『組織』が関かかわっているということよ。そして──」

　リンネはそこでまた言葉を切り、シェリーを見る。

「……」

　シェリーはリンネの顔に穴があくほど彼女を凝ぎよう視ししていた。

　その視線に目を伏ふせながら、リンネは、

「──シェリーちゃんの母親エリーズ・シャルラッハロートも『組織』の人間よ。それも今回の事件で『組織』を率いているのは、おそらく彼女自身」

　ツラい現実を、シェリーに突きつけた。

　神々を召しよう喚かんし、大陸全土を災さい厄やくに巻き込もうとしている『組織』。

　その中に、エリーズがいる。

　シェリーがずっとずっと探し続けていた母親が。

「……リンネさん」

　その時、ずっと黙っていたシェリーが口を開いた。

　隠れていたハヤテの背中から出て、リンネの前に歩を進める。

　それから二、三度躊躇ためらいながら、

「リンネさんは知っていたんですか……私のお母様が、『組織』の人間だって？」

　と、尋ねた。

　それにリンネは首を横に振った。

「知らなかったわ。『組織』にはいつも顔を隠していたメンバーがいたから、たぶんそれがエリーズさんだったのね」

「……その、いつも顔を隠していたメンバーっていうのは、『組織』の中でどんなポジションの人間だったんですか？」

　シェリーはリンネが意図的にぼかした部分にさらに切り込む。

　リンネはまた少し黙る。

　だが、シェリーの訴うつたえるような目を見て誤ご魔ま化かしきれないと思ったのだろう。

　彼女は質問に答える。

「『組織』のトップの人間よ」

「……っ」

　その答えに、さすがのシェリーも足あし許もとをぐらつかせた。

「シェリー！」

　倒たおれそうになるシェリーを支えるハヤテ。

「っ……大だい丈じよう夫ぶよ」

　シェリーは強がりを言うが、明らかに無理があった。

　母親が『組織』に関わっている……どころではない。

　関わっているどころか、その首しゆ謀ぼう者しやであると告げられて、シェリーの顔から完全に血の気が失うせた。

「話を続けても平気？　……いいえ、時間がないから、無理でも聞いてもらわなくちゃならないのだけれど」

「だから……平気……です」

　気き丈じように、シェリーは頷いた。

　今が切せつ羽ぱ詰つまった状じよう況きようでないのなら、無理やりにでもベッドに寝ねかしつけたいが、そこをぐっと堪こらえて、ハヤテは彼女を支える腕うでに力を入れた。

「それで、リンネさん……『組織』は女王を攫って、いったい何をしようとしているんだ？」

「もちろん、決まっているわ。昨日話した通り、『組織』の目的は一いつ貫かんして神々の召喚にほかならない」

「でも、そのために何で女王を攫う必要があったんだ？」

「ハヤテ君は昨日、女王陛下が王家に脈々と受け継つがれる役割について話していたのを覚えてる？」

「確か……封ふう印いんの巫女みこ、だったっけ？」

「正解」

　リンネは手短に頷く。

「以前、私はシェリーちゃんを鍵に神の封印を解こうとしたけれど、あれは裏口を使ったようなものなの」

「裏口？」

「正規の手順じゃない、という意味ね。だから、あの時あちらとこちらをつなぐ『扉』はなかなか開かなかったでしょう？」

　思い出してみれば、確かになかなか開かなかった。

　途と中ちゆう、アリアによる妨ぼう害がいもあったとはいえ、最後は神が自ら『扉』をこじ開けようとしていたし、その原因が正規の手順でなかったからと言われれば、なるほど、と納なつ得とくする。

「女王陛下は──封印の巫女こそが、その『扉』を開くための〝正しい鍵〟なの」

「───！」

　女王の拉ら致ちと『組織』の目的が一本線につながった。つながってしまった。

「けど……それなら女王は自分の立場をよく分かってたってことだろ？　それなのに何で城から出てあんな危ないところに……」

「仕方がなかったのよ。『魔宴ヴアルプルギス』の失敗は国益に大きな損失を与あたえることになるわ。その上で、国の威い信しんを落とさずにオルトリアを制止できるのは女王陛下しかいなかった。最大の誤算は、オルトリアと『組織』がつながっていたことね」

　悔くやしそうにリンネは髪かみの毛を搔かきむしる。

　オルトリアは皇国の要人であり、地位も名めい誉よも持つ最上の魔女騎士ヘクセンリツターだ。それが怪あやしげな『組織』に与くみするとは、彼女たちにも読めなかったのだろう。

「こう言うのはなんだけど、過ぎちまったことは仕方ないだろう？　それよりも今は、『組織』がいつどこで神々の召喚って奴やつを始めるかだ」

「……前にシェリーちゃんには説明したことがあったけど、神々の召喚には、召喚に適した場が必要なの。ディアスペル王立学院の地下のようにね」

「ってことは、『組織』の連中は王都近くの、その召喚に適した場って奴に移動しようとしてるってことか」

　と、ハヤテは推察するが、リンネは肯こう定ていも否定もしなかった。

「どうした？」

「確かに、それが一番あり得るんだけど……実はもうひとつ別の可能性があるの」

「別の可能性？」

　ハヤテが尋ね返すと、リンネは頷き、

「この王都も召喚に適した場の上に建っているのよ」

「！」

「そして、『組織』が王都を出たらしい痕こん跡せきは未いまだに見つかっていないわ」

　それって……まさか。

「じゃあ、『組織』はこの王都でその儀ぎ式しきをやろうとしてるってのか!?」

「確証はないわ。それに現実味も。封印の巫女を鍵かぎとした召喚の儀式は、私が学院でやった物の数十倍の規模になる。王都のどこで行ったとしても、すぐに騎き士し団が異変に気づいて急行するもの」

「つまり、可能性はゼロ？」

「……と言い切りたいんだけど、確信が得られない。何か見落としてることがあるような気がして……」

　リンネは眼鏡の位置を直しながらそう呟つぶやき。

　その直後。

「大変です！」

　部屋の扉とびらを蹴け破やぶる勢いで、ひとりの騎士が飛び込んできた。

「どうした!?」

「お、王都に……！」

　鋭するどく問い返すルクエラに対し、伝令の騎士は一度荒あらくなった息を吞み込んでから、

「王都に魔ま獣じゆうの群れが現れました！」

「何!?」

　とんでもない報告をもたらした。




　　　　▽




　ハヤテたちがいたのは城の最上階近くだ。窓からでも王都を見下ろせる。

　四人はすぐさま廊ろう下かに出て、王都の南側に面したひと際きわ大きな窓から外を覗のぞいた。

　そして、伝令の報告が真実であることを知る。

「本当に魔獣が……」

　誰だれかが思わずといった感じで呟いた。

　魔獣たちはすでに王都の外がい縁えん部で街を破は壊かいし始めていた。その数は正確には分からないが、南側だけでも十や二十では利きかない。

（何でよりにもよってこんな時に！）

　ハヤテは胸中で悪態をつくが、ふとあることに気づく。

「あれって……」

　街を破壊している魔獣に、ハヤテは見覚えがあった。

　この数ヶ月で幾いく多たの魔獣討とう伐ばつクエストをこなしてきたハヤテにとっても、ある意味非常に因いん縁ねん深い魔獣とも言える。

　なにしろ奴はハヤテがはじめて戦い、そして斃たおした魔獣なのだから。

「キュクロプス……」

　民家の屋根をゆうに越こえる体たい軀くを持つ、単眼の鬼おに。

　奴らはその巨きよ大だいな手足と、風を操あやつる大魔法で王都の街並みを紙かみ屑くずのように吹ふき飛ばしている。

「対応はどうなっている!?」

「外縁部は封ふう鎖さのために元々騎士団が配置されていましたので、すでに討とう伐ばつに向かっています！　しかし数が多く、防衛線を維い持じしながらですと民衆の避ひ難なん誘ゆう導どうにまで手が回りません！」

「誘導だけなら騎士団でなくともできる！　動かせる人間は全員動かせ！」

「はっ！」

　伝令の騎士はルクエラの指示を伝えるためにすぐさま駆かけ出した。

「クソッ……なぜこんな時に！」

　騎士の姿が見えなくなってからルクエラは小さく舌打ちする。

「おい！　俺たちも行った方がいいんじゃないのか!?」

「貴様男に言われるのは業腹だが、それは私の役目だ。今すぐ行って隊を指揮せねばならない……おい！　リンネ・ブランケッシュ！」

　ルクエラはリンネを睨にらみつける。

「私はこいつらの実力の全すべてを知るわけではない。実際、どこまでアテにできる？　本当にオルトリアを斃せるのか!?」

「騎士団は魔獣の対応で手いっぱい……数を頼たのみにできない今、一対一でオルトリアを打だ倒とうし得る戦力がいるとすれば、それはこのふたりだけよ」

「……チッ！　その言葉を信じるよりほかない状況に腹が立つ」

　彼女の鋭い視線が、今度はハヤテに向けられる。

「いいか？　貴様の役目は聞いた通りだ。必ず女王陛下をお助けしろ。もし傷のひとつでもつけようものなら、その耳を削そぎ落とす。分かったな？」

「ああ、全力を尽つくす」

　彼女の鬼き気き迫せまる表情に気け圧おされながら、ハヤテはしっかりと頷うなずく。

「おい、貴様もだ！　シェリー・シャルラッハロート」

　ルクエラはジッと外を凝ぎよう視ししていたシェリーの肩かたを摑つかみ、強引に自分の方を向かせる。

「貴様もその命に替かえて女王陛下をお助けしてこい！」

「それは、もちろん……」

「本当だな!?　そのためならば、昨日の言葉通り貴様の母を手にかけることも厭いとわないと誓ちかえるか!?」

「───」

　ルクエラの問いに、シェリーは息を止め……

「……」

　喘あえぐように口を動かすが、声にならなかった。

　ただ、小さく、極ごく々ごく小さく、首を縦に振ふる。

「……もし女王陛下に何かあれば、貴様は私が直々に痛めつけて殺してやる」

　ルクエラは最後にそう言い捨てて、シェリーの肩を突つき飛ばした。

　そのまま体を反転させ、あとはこちらを振り返りもせず廊下を走り去る。

　彼女は彼女のなすべきことをするために。

　では、シェリーは。

「……」

　彼女は突き飛ばされて呆ぼう然ぜんと立ち尽くしたまま、首だけを傾かたむけて窓の外を凝視していた。

　外では相変わらずキュクロプスの群れが暴れている。

　その光景は彼女にとって悪夢だろう。

　十四年前、彼女のいたシャルラッハロート領を破壊し尽くしたのも、確かキュクロプスだったはず……。

（……？）

　ハヤテはそこでふと、あれ、と思った。

　何だ、この奇き妙みような符ふ合ごうは……？

　十四年前と今の状じよう況きよう。

　シャルラッハロート領の危機と同時に姿を消し、『組織』とともに舞まい戻もどったシェリーの母親。

『組織』の中心的人物。

　エリーズ・シャルラッハロート。

　彼女を軸じくに、点と点が、線でつながって……

「そんな……まさか」

　その時、シェリーが崩くずれ落ちた。

　今までずっとギリギリのところで堪こらえてきた彼女が。

　ついに立っていることもできなくなり、その場に座り込んだ。

　彼女も、ハヤテと同じ考えに至ったのだろう。

　リンネも何も言わない。聡そう明めいな彼女は、これらの符号の一いつ致ちに気づいていたのだろう。

「十四年前のことも、お母様の仕し業わざだったというの……」

「シェリー！」

「全部、ぜんぶ……」

　ハヤテの言葉も届かないのか、シェリーは茫ぼう然ぜん自じ失しつとしたままうわごとのように呟き続けた。

「……ッ」

　シェリーの心がぽっきりと折れているのをハヤテは感じた。

　思えば、彼女がこんな風に心折れ、座り込むような姿を見たのははじめてではないだろうか。

　ビクトリア。

　キュクロプス。

　キメラ。

　リンネと神。

　ピア。

　オルトリア。

　どんなに不利な状況、格上の相手でも、シェリーは堂々と胸を張り、立ち向かうことを恐おそれなかった。

　どれだけツラい過去や現実が目の前に立ちはだかろうとも。

　彼女が立ち止まる姿を、ハヤテは見たことがなかった。

　それはきっと彼女がいつも夢の実現を胸に抱いだいていたからだ。

　いつか家族と再会したいという夢を……。

　その夢が最悪の形で裏切られてしまった。

（どうする……）

　ハヤテは自問する。

　まだ、絶対確実にシェリーの母親がキュクロプスを操り、十四年前と今の状況を作っているという証しよう拠こはない。

　だが、状況が、それ以外に考えられないと示している。

　このキュクロプスの襲しゆう撃げきはただ不運が重なったと考えるのは、あまりに『組織』にとって都合がよすぎる。

　魔獣を操る手段は不明なれど、この状況は『組織』が意図的に起こしたと考えるのが妥だ当とうだろう。

　だとしたら、やはり『組織』のトップであるシェリーの母親がこの状況を引き起こし、さらには十四年前のシャルラッハロート領のことも、彼女がやったことだというのか？

（もし本当にそうだっていうなら、なんて残ざん酷こくな……）

　ハヤテは爪つめが割れるほど拳こぶしを握にぎり締しめた。

　その時、さらなる異変が王都を襲おそう。

「な、何だ!?」

　まずは地上から、巨大な光が王都を包み込んだ。

　見覚えのある輝かがやき──魔ま力りよくが放つ光だ。

「召しよう喚かん陣じん!?　術者はどこッ!?」

　リンネが目を見開き、食い入るように地上を見つめる。

　ハヤテも地上に目を向けようとするが、今度は空から魔力の光が降り注いだ。

「……『扉とびら』か!?」

　神降ろし事件の折、大聖堂の地下で見たあの『扉』だ。

　神が封ふうじられた場所と、この世界とをつなぐ門。

　あの時見た物とは比べものにならないほどの巨大さだ。

　それが、四つ。王都を取り囲むように浮ういている。

（あれ全部から神々が出てきたら……!?）

　具体的な形となって現れた災さい厄やくに、ハヤテの背筋が凍こおる。

　この召喚が成功したら、間ま違ちがいなく大陸は壊かい滅めつするだろう。

　そう確信できるだけの恐きよう怖ふが腹の底から湧わき上がった。

「見つけた！　あそこよ！」

　そこで召喚を行っている術者を探していたリンネが声を上げた。

「どこだ!?」

「あの一番高い建物の屋根の上よ！」

　リンネが指差していたのは、ハヤテたちが王都で宿しゆく泊はくしているホテルセラフの屋根の上だった。

　彼女は冷ひや汗あせをかき。

「儀ぎ式しきはおそらくエリーズが行っているはず……ハヤテ君！　君だけでもあそこに行けない!?」

　行って儀式を止めてくれということだろう。

　ハヤテは一いつ瞬しゆんそうしようかと考えるが。

「……悪い。無理だ」

「どうして!?」

「俺ひとりじゃオルトリアに勝てない」

　それが、闘とう技ぎ場での戦いを思い起こした上でのハヤテの結論だった。

　せめて『ブリュンヒルデ杯はい』まで時間があれば、ひとりでも勝つ力を身につけられたかもしれない。

　けれど時間は待ってくれない。

　今ここで、あのオルトリアを斃たおさなければ、儀式を行っているエリーズを止めることはできないのだ。

　では何とする？

（俺ひとりじゃ無理だ……でも）

　シェリーとなら可能性が生まれる。

　ふたりでなら……。

　だが、そのためには彼女を再び立ち上がらせなければならない。

　それができるのは……

「……」

　ハヤテは自分の手を見る。

　正確には左手を。

　闘技場でエリーズを見た時、シェリーが縋すがりついた手を。

（あの時、精神的にギリギリのところで、シェリーはこの手を頼たよってくれた）

　敵の強大さに膝ひざをつきそうになった時、何度彼女がこの手を握って引き上げてくれたことか。

　今度は、俺の番だ。

「シェリー」

　彼女の手を握り締める。

　強く、熱が伝わるように。

「……」

　シェリーは声に誘さそわれるように、ゆっくりと顔を上げた。

「お母さんに会いに行こう、シェリー」

「でも……」

「下を向いてても答えは見つからない」

　また顔を下げそうになるシェリーを、ハヤテは揺ゆさぶる。

「シェリーは十四年間、お母さんのことを信じ続けてきたんだろ？　何か事情があったんだと。決して自分の手で裁かなきゃならないようなことにはならないって信じたから、ルクエラともあんな約束ができたんだろ？　だったら、その自分の十四年分の想おもいを信じろ」

　信じた者が報むくわれるとは限らない。

　行動した者が救われるとは限らない。

　だが、それでも──己おのれを信じて行動した者以外に、答えに辿たどり着ける者はいない。

「たとえ状況が最悪でも、本人の口から答えを聞くまで十四年前の真実は誰だれにも分からない」

「けど、もしも最悪の答えが返ってきたらどうするの？」

　シェリーは今にも泣き出しそうな声で尋たずねてくる。

「そうなってしまったらもう……私には何も残らない。今までやってきたことが、全部無む駄だに」

「その時は！」

　ハヤテは堪たまらず、シェリーのもう一方の手も握った。

　両手で彼女を支え、立ち上がらせ、至し近きん距きよ離りでその瞳ひとみをまっすぐ見つめる。

「空っぽになったお前の中を俺全部で満たしてやる！」

「……！」

　力強く放たれたハヤテの告白に、シェリーの全身が強こわ張ばった。

　強張って……力が入って……両手越ごしに感じる熱が上がって……両足の震ふるえが止まった。

「……言っておくけど、私の愛は重いわよ？」

「安心しろ。俺も重い」

　ハヤテが負けずに言い返すと。

　シェリーはようやく、クスリ……と小さく笑った。

「なら、連れて行って。私の愛いとしいご主人様」

「お任せあれ、我が愛しき奴ど隷れい」




　　　　▽




　ハヤテとシェリーは混乱に巻き込まれるのを避さけるため、屋根伝いにホテルセラフを目指していた。

　眼下の通りは人で溢あふれ返り、ヒドい有り様だ。

　騎き士し団と思おぼしき装備をした者が避ひ難なん経路へ誘ゆう導どうしているものの、とても秩ちつ序じよだった行動ができているとは言い難がたい。

　幸い魔ま獣じゆうの侵しん攻こうは今のところ外がい縁えん部で食い止められているが、防衛線が一いつ箇か所しよでも決けつ壊かいすれば大惨さん事じは必至だ。

「急ごう、シェリー」

「ええ」

　ハヤテは『魔神器ゼーレ』によってもたらされる身体能力に任せて、次々と屋根から屋根へ飛び移る。

　シェリーは《飛翔フリーゲンウオーク》の魔法を使い、つかず離はなれず隣となりを行く。

　ホテルセラフまで、あと少しだった。

　と、そこで。

　ピュンッ、と風切り音がして、屋根の上の風かざ見み鶏どりに何かが巻きつく。

「ハヤテさん！　シェリーさん！」

「っ！　ビクトリア！」

　一瞬警けい戒かい態勢を取ったハヤテが、巻きつけた鞭むちの反動で屋根へと上ってきたのがビクトリアだと分かると安あん堵どの息を吐はいた。

「お城での用事は終わりましたの？」

「ああ。それよりビクトリアはこんなところで何をやってるんだ？」

「避難誘導ですわ。学院生のところにも騎士団から要よう請せいが来ましたの。レーラ先生が指揮を執とってらっしゃいますわ」

「学生も駆かり出さなきゃならない状じよう況きようか……」

「うだうだ言ってても仕方ありませんわ。今こそ貴族の義務を果たす時です」

　幸い、『魔宴ヴアルプルギス』期間中だけあってかなりの数の魔女騎士ヘクセンリツターが王都に集まっていたらしい。そのおかげで一いつ般ぱん市民の避難は何とかなっているそうだ。

「キルルやアリアたちも手伝いを？」

「キルルさんとアリアさんは小こ柄がらで避難誘導に向きませんから、騎士団の遊軍部隊に混じってあちこち駆け回っています。ピアさんは契約獣サーヴアントが回復し切ってないので、レーラ先生を手伝っていますわ」

「なるほど」

　みんな至るところでやるべきことをやっている。

「それで、ハヤテさんたちはどこへ？」

「あそこだ」

　ハヤテはホテルセラフを指差す。

「……っ！　では！」

「俺たちで儀式を止める」

　息を吞のんだビクトリアは、我が事のように胸に手を当てて、大きく息を吐いた。

「……そうですわね。わたくしの故郷を救ってくださったのもハヤテさんでしたわ。きっと王都も救ってくださいまし」

　ビクトリアは微笑ほほえみと檄げきをハヤテに贈おくった。

「じゃあ、もう行く」

「ハヤテさん！」

「？」

　次の屋根へ飛び移ろうとしたハヤテを、ビクトリアが今一度呼び止める。

「わたくしのあげたお守りはきちんと持っていますか？」

「ああ」

「でしたら結構。ハヤテさんの必勝を祈いのったお守りですもの。きっとオルトリアにも勝てますわ！」

「任せておけ！」

　大声で答え、ハヤテは再度ホテルセラフを目指して跳とぶ。

「お守り？」

　ふと、隣を飛ぶシェリーがジト目で尋ねてくる。

「ん？　ああ、試合の前にビクトリアにもらったんだよ」

「私の知らないところで……」

　シェリーは拗すねたように呟つぶやく。

（いつもの調子が戻もどってきたか）

　ならば重ちよう畳じよう。

　これまでガタガタと内外に揺さぶられ続けてきたハヤテたちだが、ここに来て戦う準備は全すべて整った。

　だったらあとは戦い抜ぬくだけだ。




「──待ってたよ」




　ホテルセラフはもう目と鼻の先というところでハヤテたちを待ち受けていたのは、半ば予想通りの相手──ティアマトーを従えたオルトリアだった。

「……」

　ハヤテはちらりとホテルセラフの屋根の上を見やる。

　屋根の上にいるのは儀ぎ式しきを行うエリーズ、それと儀式の鍵かぎとして眠ねむる女王のみ。ほかに人ひと影かげは見当たらない。

「……オルトリアだけか？」

「ん？　うん、私だけ。『組織』の人たちは騎士団がここへ来ないように足止めに行ってるよ。邪じや魔ましたら殺すって言っておいたから」

「……？」

『組織』の人とは随ずい分ぶんと他た人にん行ぎよう儀ぎな言い方だ。

「オルトリアは『組織』の人間じゃないのか？」

「違ちがうよ。私はエリーズに協力してるだけ」

「何のために？」

「……ハヤテは最初にそういうの話してからじゃないと気になって戦えないタイプ？」

　オルトリアは面めん倒どう臭くさそうにため息をつく。

「そりゃまぁ……何か事情があるなら戦わない道もあるかもしれないだろ？」

「あー、それだけは絶対にないから安心……あれ？　この場合ハヤテは安心していいのかな？　分かんない」

　オルトリアはあれーと小首を傾かしげる。

「……私は退たい屈くつだったの」

「退屈？」

「そ。周りが雑魚ざこばっかりで、私は退屈だった」

「……」

　大陸中の魔女騎士ヘクセンリツターが最強を競きそう『魔宴ヴアルプルギス』で、二度も頂点に上り詰つめた……ということはつまり、それだけ多くの魔女騎士ヘクセンリツター──それも各国の精せい鋭えい──と戦ってきたということだ。

　それが、雑魚ばかりで、退屈……。

「そりゃちょっとあんまりだろ。『レギンレイヴ杯はい』でも、あの傷アリの魔女騎士ヘクセンリツターにヒデェこと言ってたけど」

「だってみんな弱いのが悪いんじゃん！」

　唐とう突とつな逆ギレ。

　ペースが狂くるう……よく考えたら、最初からオルトリアはマイペースだった。

　彼女は話を続ける。

「私は……もっと肌はだがヒリつくような、ギリギリの勝負がしたいの……なのにどいつもこいつも弱くて話になんない……そんなとき、エリーズが現れて、言ったの」

　話しながら段々と頰ほおを紅潮させつつ、オルトリアは、言う。

「スターファムのハヤテ・ミツルギは『魔神器ゼーレ』っていう、神様だって殺せる魔ま剣けんを持っているって」

「───！」

　話すオルトリアの、頰を赤らめた無む邪じや気きな笑顔に、ハヤテは戦せん慄りつを覚えずにはいられなかった。

（何でこんな時まで……〝本気〟で話せるんだよ）

　料理店でも。

　闘とう技ぎ場でも。

　今も。

　オルトリアの行動は最初から一いつ貫かんしている。

　だからこそ、理解し難い。

「本当に……そんなことのために『組織』に協力したのか？」

「んーまあね」

　あっけらかんとオルトリアは答える。

「……っていうか、俺たちと戦いたいなら素す直なおに『ブリュンヒルデ杯』を待てばよかったんじゃないのか？」

「んー？」

　ハヤテの当然の指し摘てきに、オルトリアは困ったように眉まゆを八の字に下げる。

「それはさっきも言ったじゃん。邪魔されたくなかったの」

「バトルロワイヤルで戦うほかの魔女騎士ヘクセンリツターにってことか？」

「それもそうだけど、もっとほかにもいろいろ」

　オルトリアは冷たい微び笑しようを浮うかべる。

「私が一番邪魔なのは『ルール』だと思うの。あいつらの都合で、思う存分力が使えないのはスッゴいストレス！『魔宴ヴアルプルギス』のルール、国のルール、人のルール……みんなが私を不自由にする！　私の手足を縛しばる！」

　今度は激高するように、オルトリアは叫さけぶ。

「だから、あいつがこんな世界をブッ壊こわしてくれるなら大だい歓かん迎げい！　ついでに神様って奴やつらも狩かり甲が斐いがありそうで楽しみ！　でも今一番ワクワクしてるのはハヤテ！　お前と戦うことだよ！」

「ギキキイイイィィイイイ!!」

『七裂きの大罪剣ムシユマツヘ・エスパーダ』が主あるじの喜びを表すように甲かん高だかく哭なき叫ぶ。

「さあ──やろうよハヤテ。何のルールもない、邪魔も入らない、本当の戦いを思う存分！　そして私を愉たのしませて、悦よろこばせて、遠く遠く昇たかいところにまでイかせてよ！」

「……っ」

　ハヤテは『レーヴァティン』を握にぎり締しめる。

　結局やるしかないということだ。

　いや、最初から戦うつもりで来たのだ。

　何も問題などない。

　問題は勝てるかどうかだ。

　いや、勝てるかではなく勝つのだ。

　そのためにここへ来た。

　そのためにここにいる。

「オルトリア！　お前は俺たちが斃たおす！」

　叫ぶと同時に前へ。

　靴くつ裏で屋根板が割れ砕くだけ。豪ごう快かいな足あし跡あとを刻む。

　突とつ進しんするハヤテを、オルトリアは悠ゆう然ぜんと待ち受けていた。

「ハアッ！」

　お構いなしにスピードと体重を載のせた一いち撃げきを放つ。

「くふっ！」

　オルトリアはそれを堂々と真正面から受け止めた。

　ハヤテの一撃の重さが、オルトリアの足を伝って建物の屋根へと響ひびき、陥かん没ぼつさせる。

　バゴンッ!!

　鈍にぶい音が鳴り、屋根の一部に穴があいた。

「!?」

　危なげなくハヤテは屋内に着地するが、直後に横よこ薙なぎの斬ざん撃げきが飛んできて、咄とつ嗟さに後ろへ下がって躱かわす。

「焰ほのおよ！」

　声に応じ、『レーヴァティン』の刃やいばから炎ほのおが[image: ]ほとばしる。

　オルトリアは余よ裕ゆうの笑みで待機しているが、その頭上から──

「氷ひよう刃じんを研とぐ者よ、汝なんじが拵こしらえし切っ先は何者をも斬きり裂さき凍いてつかさん、愚おろかなる敵よ、静止したる眼まなこを以もつて死の世界を垣かい間ま見みん、冷れい廟びようの審しん判ぱんをその身に浴びよ！」

　──シェリーの詠えい唱しようの声が響く。

　呼吸を合わせた二に箇か所しよからの同時攻こう撃げき！

「喰くらえ！」

「《氷刃氷斬殺ブリザードエツジ》！」

　炎と氷の斬撃がオルトリアを襲おそう。

　破は壊かいの嵐あらしが室内で荒あれ狂い、巨きよ大だいな爪つめ痕あとで部屋はズタズタとなった。

　木くずと埃ほこりが舞まい、一時的に視界が悪くなる。

　その中から。

「お返し～」

　オルトリアの楽しそうな声が聞こえ。

　粉ふん塵じんを切り裂くように、『七裂きの大罪剣ムシユマツヘ・エスパーダ』が振ふり下ろされる。

　しかも、『七裂きの大罪剣ムシユマツヘ・エスパーダ』の刃は、まるでその名を表すかのように七つに分かれ、歪いびつな形となっていた。

「なンッ!?」

　ハヤテは『レーヴァティン』で七つの刃を防ぼう御ぎよする。

　と。

　衝しよう撃げきが、ハヤテの体を貫つらぬいた。

　ズガガガゴンッ!!

　床ゆかを突つき抜ぬけ、一階にまで叩たたき落とされるハヤテ。

「クッ！」

　痛みを無視して立ち上がる。

　そうして天てん井じようを見上げると、そこには放射状に七本の亀き裂れつが床と壁かべに走っていた。

（斬撃……七つの刃から、同時に！）

　ハヤテも炎を斬撃に似せて飛ばす技わざを使うが、あれの『七裂きの大罪剣ムシユマツヘ・エスパーダ』版か。

　そんなことを冷静に考察している暇ひまもなく。

　バキバキバキバキ

　床と天井に大きなダメージを負った建物が、大きな音を立てて倒とう壊かいし始めた。

「一撃でこれか！」

　いや、七撃か。

　文句じみた悪態をつきつつ、ハヤテは窓を突き破って外へと転がり出る。

「はい、ドーンッ」

「ッ!?」

　膝ひざ立ちで体勢を立て直した瞬しゆん間かん、二階から跳とんだオルトリアの重い振り下ろし攻撃が降ってきた。

　今度はハヤテの足あし許もとが陥没し、綺き麗れいに整備されていた石いし畳だたみが砕ける。

「これで潰つぶれないのはいいね。そういえば、体だけなら男の子の方が頑がん丈じようなんだっけ？」

「……！」

　そういえば今まで深く考えたことはなかったが、『魔神器ゼーレ』の身体能力向上の恩おん恵けいも、男のハヤテだから強力なのかもしれない。同じ倍数をかけるにしても、元の体の能力数値が高い方が結果は大きくなるのだから。

　だがその程度のことでオルトリアより有利になるかといえば、そんなことはない。

「クッ……ソ……！」

　斬り合えば斬り合うほど傷が増えていくのはハヤテの方だ。

　やはり純然たる戦せん闘とう経験の差が如によ実じつに出ている。

「ほら、例の〝とっておき〟をそろそろ出してよ……！」

　オルトリアは焦じれるように催さい促そくしてくる。

　闘技場では結局見せることなく終わった「とっておき」。

　魔神技ラストオリジン。

　とはいえ、こんな街中で第一階かい梯てい『天壌劫火の断罪剣ヘルフレイムデストラクシヨン』は使えない。

　使うとしたら第二階梯『天照凶ツ神魔カオスグラデイウス』だろう。

　本来ならばあの魔神剣ラストオリジンは出すまでに時間がかかる。

　だが、オルトリアはむしろハヤテの奥の手を見たいはずだ。

（だったら、その慢まん心しんを利用させてもらう！）

「シェリー！　とっておきだ！」

「分かったわ！」

　ティアマトーとやり合っていたシェリーはすぐさまハヤテの許へやってくる。

　オルトリアもそれを許した。ティアマトーにも追わせず、ふたりの好きにさせる。

　狙ねらい通り、彼女に邪じや魔まをするつもりは微み塵じんもなさそうだ。

　ハヤテは『レーヴァティン』を左手に持ち替かえ、結印の浮かぶ右手をシェリーへ伸のばす。

　手の平が触ふれる先は、彼女の胸むな元もとに浮かぶ結印。

　ふたりを結ぶ印が共鳴し、蒼あおく発光する。

　その輝かがやきを纏まとい、炎の剣けんの対ついとなる氷の剣が姿を現した。

「二刀流？　ちょっとしょぼくない？」

「とっておきはこれからだ！」

　落らく胆たんするオルトリアに、その先を見せてやる。

「理外の理ことわりを以て条理を超こえん　闇やみとともに光あれ　生とともに死よあれ──」

　ハヤテの声に応じて、氷の剣を持つ右手は凍こおりついていき、炎の剣を持つ左手は燃えるように熱くなっていく。

　やがて蒼は黒に。

　赫あかは白に。

　世の理を踏ふみ外していく。

「──万物流る転てんの理ことわりを以て剣つるぎと化す　闇を光に光を闇に　生を死に死を生として　表ひよう裏りの一いつ切さい合がつ切さいを　我が剣が断つ」

　ハヤテは両手に持つ一対の剣を重ね合わせる。

　白と黒が交わり、不条理を超えていく。

「魔神剣『天照凶ツ神魔カオスグラデイウス』」

「───！」

　この戦いではじめて、オルトリアが大きく目を見開いて驚おどろいた。

　その顔に浮かぶのは、歓かん喜き。

　お気に入りのおもちゃを見つけた子供の顔。

「凄すごい！　わかる、分かるよ！　肌はだがヒリヒリする！　ビリビリ感じる！　キテ！　早くキテよ！」

　両りよう腕うでを広げ、オルトリアは狂きよう喜きも露あらわに促うながした。

　この魔神剣はいわば矛む盾じゆんと不合理の塊かたまりのような存在だ。

　それを無理やり剣つるぎという型に押し込んだこの剣は、見るだけで人間の精神力を削けずる魔ま性しようを孕はらむ。

（だけどオルトリアの場合、あのテンションが剣のせいなのか素すなのか分かりづらいな）

　たぶん素なのだろうが、だとしたら今度は正気を疑いたくなる。

　いや──充じゆう分ぶん狂くるっているか。

　狂人という意味ではなく。

　戦うことに狂った、戦せん闘とう狂きようという意味で。

「ねぇーはやくぅー」

　オルトリアは耳まで真っ赤にして催促してくる。

　その姿はまるで発情したメスのようだ。

　いつもダルそうでマイペースな少女の仮面が剝はがれ落ち、戦いで興奮する変態の本性まで露わになっている。

「ああ、こっちも急いでる。今すぐそこをどいてもらうぞ！」

「私を楽しませてくれたらね！」

　ふたりは同時に地を蹴けった。

　刃と刃が激げき突とつし。
















「っ！」

　オルトリアが、退いた。

　彼女の手に残るのは剣身が根元から切断された『七裂きの大罪剣ムシユマツヘ・エスパーダ』。

「他人に剣を叩き折られたのははじめてかも……」

　オルトリアは呆ぼう然ぜんというより興味深そうに、折れた刃の断面を指でなぞる。

「降参するか？」

「まさか」

　切れて血の筋ができた指を舐なめながら、オルトリアは『七裂きの大罪剣ムシユマツヘ・エスパーダ』を捨てる。

（チッ、やっぱりこのくらいで気け圧おされるような奴やつじゃないか）

　ハヤテは心中で舌打ちする。

　その額に、ビキリッ、と血管が浮うく。

　脳みそがねじ切れそうだとハヤテは思った。

『天照凶ツ神魔カオスグラデイウス』の影えい響きようだ。

　ピアと戦った時は『ヴァルハラの加護』があったので、受ける影響も全すべて精神ダメージに変へん換かんされていた。

　しかし、ここは外だ。魔女騎士ヘクセンリツターを守る加護はない。

　この世の条理を踏み躙にじる力を持った代だい償しようが全てハヤテの身に降りかかる。

　これも修練を積めば影響を受けることなく使えるようになるらしいが、まぁないものねだりをしても仕方がない。

「創起キヤスト──『天墜の雄角弓メテオグドアリム』」

　オルトリアが新たな『魔導器ワンド』を創起キヤストする。

　顕けん現げんしたのは彼女の身の丈たけを軽く超える巨大な蒼そう弓きゆう。

（弓！）

　咄とつ嗟さにハヤテは間合いを詰つめ、射程の不利を消そうとする。

「これは躱かわせる？」

　オルトリアは何の動どう揺ようもなく、弦つるを引く。

　そうすると、エリーズの『魔導器ワンド』がそうであったように、魔力の矢が自動で装そう塡てんされる。

　その、矢が。

　明らかに矢の太さではなかった。

　まるで、雄お牛うし。

「なっ!?」

　普ふ通つうの太さの矢を紙一ひと重えで躱すつもりだったハヤテは、予想外に敵の攻こう撃げきがデカいことに驚きよう愕がくする。

　突とつ進しんを中断。

　即そく、真横へ身を投げ出す。

　そのすぐ傍そばを、オルトリアの放った矢が通り抜け、いや、駆かけ抜けた。

　それはまさに猛たける雄牛の突とつ撃げき。

『天墜の雄角弓メテオグドアリム』から放たれた矢は建物の壁を数十軒けん纏まとめて貫つらぬき、倒壊させる。

　王都の一角に瓦が礫れきの直線を引いておきながら、オルトリアは特に感かん慨がいもなく。

「おー、いい避よけっぷり」

　ただハヤテの回かい避ひを褒ほめた。

　その口調はまるで先生のようだ。

　本物の担任であるレーラはあんなこと言わないが。

「言っておくけど、接近戦じゃ勝てないから弓に切り替えたわけじゃないよ」

「じゃあ何だってんだよ？」

「ハヤテの器量を測ってあげる」

「あん？」

「『魔神器ゼーレ』が凄いのは分かったけど、使い手がへぼいんじゃ話にならない」

　オルトリアは勝手なことを言いながら次の矢をつがえる。

「せめてこのくらいは凌しのいでみせてよ！」

「！」

　ハヤテが矢を迎むかえ撃うとうと『レーヴァティン』を構える。

　だが、その矢が届く前に。

「《氷霧ダイヤモンドブレス》」

　シェリーの大魔法が、雄牛の突進の如ごとき矢をことごとく凍りつかせる。

　こうなっては猛もう牛ぎゆうも氷の彫ちよう像ぞうと変わらない。容易たやすく『レーヴァティン』の炎ほのおで粉々になる。

「……邪魔しないで欲しいなぁ」

「人の男に色目使う売女ばいたがいたら撃退するのが当たり前でしょう」

　シェリーとオルトリアの視線が激突する。

「ティアマトー！　こいつに私の邪魔をさせないで！」

「ゴアアアアア！」

　竜りゆう王おうが空から降ってきて地じ響ひびきを立てる。

　契約獣サーヴアントは魔女騎士ヘクセンリツターの命を受け、ギロリとシェリーを睨にらみつけた。

「安心してよ。ハヤテの『魔神器ゼーレ』が消えちゃったら困るし、ちゃんと手加減させるから」

「あらそう。だったら私はその羽根つきトカゲを黙だまらせて、あなたの『魔導器ワンド』を消してあげるわ」

　シェリーはオルトリアとティアマトーを前にしても怯ひるまず、逆に相手を挑ちよう発はつしてみせる。

「シェリー。あんまり無理すんなよ。ここは『ヴァルハラの加護』がないんだから」

「ええ。それはハヤテも同じことよ。ここには『ヴァルハラの加護』がないって、ちゃんと理解して戦いなさい」

（『天照凶ツ神魔カオスグラデイウス』の影響のことを言ってるのか？）

　確かに、たまに体のあちこちの血が逆流するような感覚がある。これを抑おさえながら戦うのはなかなかキツい。

「分かった」

　ハヤテは神しん妙みように頷うなずき、彼女の武運を祈いのる。

　ハヤテとオルトリア、シェリーとティアマトー。

　ふた組は自然と分かれ、各おの々おのの敵と正面から激突する。

　次々と放たれる『天墜の雄角弓メテオグドアリム』の矢雨。

「らあっ！」

　剣で以もつてこれを打ち落とす。

「っ！」

　予想以上に手て応ごたえが重い。

『天照凶ツ神魔カオスグラデイウス』であれば問題ないものの、通常の『魔導器ワンド』でこれを受け止められる物があるのだろうか？

　さらに先さき程ほどはこの矢を猛牛の突進に喩たとえたが、本質はあくまで矢──その速度は疾しつ風ぷう、決して鈍どん重じゆうな牛に非あらず。

　さらに速射の腕うでは闘とう技ぎ場で見たエリーズ並かそれ以上。

　あらゆる武技が超ちよう一いち流りゆう。

　だが、最強の武器を持つだけでそうはならないはずだ。

（そうだよな。複数の『魔導器ワンド』を持つってことは、複数の武器を使いこなす必要がある。そのためには人の数倍の鍛たん錬れんが必要になる）

　それは並々ならぬ道だっただろう。

　それだけの努力を積み重ねた果てに手にした力……だが、オルトリアはそれを存分に振ふるえる場がなかった。

　大陸最大規模の武の祭典『八大魔宴ヴアルプルギス』ですら、彼女の強さにはルールで縛しばりを入れるしかなかったと聞く。

　だからか？

　だから彼女はこんなに戦いたがっているのか？

　だから『組織』に荷か担たんしたのか？

「……」

　ハヤテはオルトリアの動機の一いつ端たんを摑つかんだ気がした。

　でも。

「だからって、やっていいことと悪いことがあるだろうが」

　ハヤテの呟つぶやきは向こうのオルトリアには聞こえない。

（だいぶホテルから離はなされた）

　戦せん闘とうを続けている内に西に移動してしまった。

　何で分かるのかと言えば、闘技場に行く時に通った道だからだ。闘技場はホテルの西にある。

「アハハハハ！」

　笑いながらオルトリアはハヤテの攻撃を躱す。

　オルトリアは一定の距きよ離りを取るものの、それ以上は離れようとしない。

　時にはわざとらしくこちらの接近を許し、攻撃を避けて再び距離を取る。

　それもやはり大きく離れはしない。

　距離を取れば取るほど弓の方が有利になるはずなのに。

　それをしないのは、ハヤテたちとオルトリアで目的の齟そ齬ごがあるからだ。

（俺たちの目的はあくまで召しよう喚かんの阻そ止し。オルトリアと戦うのは、彼女がそれを邪じや魔まするからだ）

　彼女が大きく距離を取ってくれるなら、そんなもの追わずにハヤテたちは儀ぎ式しきを止めに行く。

　オルトリアの中に『組織』への義理も責任もない。

　ただここでお邪魔虫になればハヤテたちと本気で戦える……それだけの理由で、彼女は儀式を護まもっているのだ。

（いろんな意味で最悪の敵だな）

「じゃあ次のテストね」

　オルトリアが矢で地面を射て、砂すな煙けむりを発生させる。

「焰ほのおよ！」

　ハヤテは炎で目くらましを焼き払はらう。

　しかし、地上にオルトリアの姿はなかった。

「上か！」

　ハヤテは空に視線を向ける。

　案の定、彼女はそこにいた。

「さあ、これはどう捌さばく!?」

　オルトリアが高らかに叫さけぶと、彼女の持つ『天墜の雄角弓メテオグドアリム』の上じよう端たんと下か端たんが魔力によって伸のびた。

　そして魔力でできた『天墜の雄角弓メテオグドアリム』と同じ形をした巨きよ大だいな弓が現れる。

　彼女が手て許もとの弦に指をかけると、連動して背後の巨大な弓に矢がつがえられる。

　その矢の太さ大きさは、もはや雄牛などというレベルではない。

　城……いや、まるで空から墜おちてくる星の欠片かけら。

「焰ほのおよ、集つどえ！」

　ハヤテは『レーヴァティン』の炎を収束させる。

「集え！　集え集え集え！」

　さらに炎を出力し、収束させ、炎えん球きゆうを巨大にしていく。

　その熱と輝かがやきは小型の太陽のようで。

「魔技マギカ死星天槌グリフネメシス」

　星が墜ちてくる。

「オオオオ！」

　ハヤテはそれに太陽をぶつける。

　昇のぼる太陽と墜ちる星が激げき突とつした。

　衝しよう突とつの輝きで空全体が白に染まる。

「……ッ」

　最初の勢いは互ご角かく。

　だが、次し第だいに火球の方が押され始めた。

（このままじゃ押し負ける……！）

　そこからは即そく断だんだった。

　あるいは考えてすらいなかったかもしれない。

　ハヤテはどうすべきか、答えを体で出した。

「『レーヴァティン』！」

『魔神器ゼーレ』の刃やいばが赤熱する。

　ハヤテはその刃を天へと向けた。

「押し返す！」

『レーヴァティン』から炎の柱が[image: ]ほとばしった。

　地上から噴ふん出しゆつした炎は炎球の下部にぶつかり、星を押し返す力に火勢を加える。

　炎を供給された太陽は燃え盛さかる勢いを増大させ、さらに巨大になった。

　押し負けていた勢いが逆転し、墜ちてくる星を逆に押し上げる。

「ウオオオオ！」

　気を吐はき、ハヤテはさらに炎を送り込む。

「……！」

　かろうじて見えていたオルトリアの顔が、完全に白い光に吞のみ込まれて見えなくなった。

　一転、静せい寂じやくが訪おとずれる。

　勝った──と、ハヤテは思わなかった。

「アハッ、アハハ」

　なので、近くの建物の屋根から唐とう突とつに笑い声が降ってきても、さして驚おどろくこともなくそちらを見上げた。

　オルトリアは、いた。

　弓ではなく、刃が異常に大きい斧おのの『魔導器ワンド』に体重を預け、楽しそうに笑っている。

「そいつで火球を防いだのか？」

「うん？　うん、そう。この『獅子処刑斧ウガルアクス』は不ふ壊えの特性を持ってるの。少し火傷やけどしちゃったけど、気持ちよくて軽くイッちゃった」

「……」

　言われてみれば確かにスカートの裾すそが一部短くなっている。消し炭になったようだ。

（ってことは、あの『魔導器ワンド』での防ぼう御ぎよは完かん璧ぺきな物じゃない……）

　つまりさっき以上の火力をぶつければあるいは。

　アテはある。

『天壌劫火の断罪剣ヘルフレイムデストラクシヨン』だ。あれなら威い力りよくは申し分ない。

　だが『天壌劫火の断罪剣ヘルフレイムデストラクシヨン』を使うのには問題がいくつかある。

　特に問題なのは効果範はん囲いが広すぎること。

　こんな街中で放てばどれだけ被ひ害がいが出るか分からない。

　だからこそ、『魔宴ヴアルプルギス』での使用を禁止されていたわけで……。

（いや……考えろ！　何か方法があるはずだ）

「ねぇ」

　その時、オルトリアが話しかけてくる。

「ハヤテさ、これが終わったら私とコンビ組まない？」

「生あい憎にく、俺のパートナーはシェリーって決まってる」

「違ちがうよ。男女の話じゃなくて、戦闘のパートナー」

　オルトリアは戦闘中とは思えないほどやさしく微笑ほほえむ。

「……戦闘だろうが何だろうが、お前と組む気はない」

「でもこのあと大陸は神様ってので溢あふれ返るよ？　並の人間たちじゃ生き残れない。私とハヤテと……それとあのおっぱい丸出しの」

「丸出しじゃない。半分だ」

「そのおっぱい半出しちゃんと三人で組めば、神様だって狩かれる。きっと楽しいよ」

「本気で言ってるのか？」

「もちろん。だって──」

　オルトリアはグルンッと斧を回し、肩かたに担かつぐ。

「──ハヤテは私に勝てないよ」

「……ッ！」

「でも、見所はある」

　オルトリアは続ける。

「だからさ、神様ブッ殺しながら私が鍛きたえてあげる。その剣も、今はまだ使いこなせてないんでしょ？　ハヤテが今の十倍くらい強くなったら、改めて再戦しようよ」

「……」

　本当に、どこまでも一いち途ずな少女だ。

　願いは単純で、それ以外のことなど眼中にない。

　それゆえに歪ゆがんでいる。

「生憎と、俺がアンタに勝ちたいのは今なんだ」

「だから、無理だって」

　確かに、勝ち目は薄うすい。

　いや、皆かい無むと言っていいかもしれない。

　そんなことは城を出る前から分かっていたことだ。

　それでもまだ、勝負の行方ゆくえは分からない。

　なぜなら最初から、ハヤテはひとりでオルトリアに勝つつもりなどないのだから。

（何とかシェリーと合流しなければ……）

　ちらりと見やるが、シェリーもこちらへ来ようとはしているものの、ティアマトーに阻はばまれて思うように動けない状じよう況きようのようだ。

「……ッ」

　ハヤテは『レーヴァティン』を握にぎり締しめ、顔を上げる。

　シェリーもハヤテと合流する方法を考えているはずだ。

　ふたりで同じことを考えているのなら、いつかチャンスは来る。

　今はその機を得るまで戦う時だ。

「……」

　ハヤテの戦意が尽つきないのを見て取ったオルトリアは『獅子処刑斧ウガルアクス』を担ぎ直す。

「ふふっ、まあいいや。ここで簡単に折れちゃうようじゃつまんないしね。最後まで遊んであげる。まだ体は火ほ照てってるしね」

　ペロッと唇くちびるを舐なめ、オルトリアは屋根から飛び降りる。

　空中で二回転が加えられた戦せん斧ぶの一いち撃げき。

　オルトリアの攻こう撃げきは大きく地面を陥かん没ぼつさせた。

「チッ！」

　避よけ様に反撃しようとしていたハヤテは足場を崩くずされ、舌打ちして二、三歩と距きよ離りを取る。

　が。

「！」

　後退した先を狙ねらい澄すましたように、横よこ殴なぐりの一撃が飛んでくる。

「ぐぅ……！」

　踏ふん張り、何とか体が宙に浮うくのを抑おさえる。

　ガギンッ!!　バギンッ!!

　連続で二、三度と猛もう攻こうを受けるが。

　ベキッ!!

『天照凶ツ神魔カオスグラデイウス』と打ち合っていた『獅子処刑斧ウガルアクス』がいきなり砕くだけ散った。

「あら？」

　オルトリアは驚きの声を上げるが、ハヤテの方がはるかに驚きよう愕がくしている。

（『天照凶ツ神魔カオスグラデイウス』と打ち合える武器があったとはな……）

『魔導器ワンド』ではまともに打ち合うこともできないと思っていたのだが。

　不壊の特性というのはどうやら伊達だてではないらしい。

　しかし、その壊こわれずの斧は破は壊かいされた。

「フンッ！」

　ハヤテはすかさず反撃するが、これは頭を下げて躱かわされる。

「創起キヤスト──『毒女神の双頭蛇ドウ・バシユムー』」

　次に創起キヤストされたのは湾わん曲きよくした刃を持つ一対ついの短たん剣けん。

「ほらほらほら！　がんばれ！　がんばれ！」

「クッ……」

　斧から一転、回転の速い短剣の双そう連撃。

　こちらの防御をかいくぐるように繰くり出される突つきは、確実にこちらの体力を削けずっていく。

　かろうじて急所は『天照凶ツ神魔カオスグラデイウス』で護まもっているので、オルトリアもまた武器が壊れるのを恐おそれて、致ち命めい傷しようになり得る攻撃は放ってこない。

　逆にハヤテは相手の『魔導器ワンド』を破壊しようと試みるが、そのことごとくを避けられていた。

（厄やつ介かいだな……）

　やはり足捌さばきや受け流しといった技術は向こうの方が数段上だ。

　いかに武器の性能で勝まさろうが、当たらなければ意味がない。

　と、その時。

「……あ」

　不意に、脚あしの力が抜ぬけた。

　何だ、と思う間もなく。

「ほっ！」

「グホッ!!」

　与えてしまった隙すきを突かれ、腹部に蹴けりをもらって吹ふっ飛ばされるハヤテ。

　少女の蹴りといえど鍛たん錬れんの積まれた蹴り。

　鈍どん痛つうが腹から込こみ上げ、嘔おう吐とする。

　無様に這はいつくばりそうになるハヤテを、オルトリアは小首を傾かしげて見つめ。

「やっと毒が回ってきたかな？」

「毒……!?」

「『毒女神の双頭蛇ドウ・バシユムー』はあらゆる毒どく蛇へびの毒を操あやつる『魔導器ワンド』。大だい丈じよう夫ぶ、死ぬタイプの毒にしなかったから」

「……ッ」

　毒を卑ひ怯きようと言うつもりはないが、どこまで多た彩さいな攻撃手段を持っているんだオルトリアは。

「まだやる？」

「げほっげほっ……当たり前だ！」

「いいね。でも、そろそろ儀ぎ式しきも大おお詰づめみたいだよ？」

「……ッ!?」

　振ふり返れば、ホテルセラフの屋根の上では、先さき程ほどよりもさらに複ふく雑ざつ怪かい奇きな魔ま法ほう陣じんが浮かび上がり、王都を囲む四つの『扉とびら』からは異音が響ひびき渡わたってくる。

　今にも『扉』は開きそうだ。

　タイムリミットが迫せまっている。

　なのに、この体は毒で上手うまく動かない。

「じゃあ、続きしよっか」

　オルトリアは妖あやしく微笑み、短剣をこれ見よがしに振り上げる。

「クッソ……！」

　ハヤテは必死にそれを避ける。

　避けるが、いつまで避け続けられるか分からない。

（闘とう技ぎ場の前まで来ちまった……）

　儀式が行われているホテルセラフはすでに遠く離はなれてしまった。

　シェリーはまだかろうじて視界内にいるが、やはりお互たがいに目の前の相手が邪じや魔まで合流できない。

　嚙かみ締める歯の間から流れる物に血が混ざる。

　このままオルトリアに負けるのか？

　負けるなら。

　負けるくらいなら。

　なら、いっそ……

「……ッ！」

　劣れつ勢せいの焦あせりか、はたまた毒のせいか、ハヤテの意識の枷かせが緩ゆるむ。

『天照凶ツ神魔カオスグラデイウス』の無形の光が色いろ濃こく胎たい動どうする。

　あり得ぬ力を剣の形へ象かたどった魔ま神じんの剣──その力が手の平越ごしに、熱く、冷たく、異様な手て触ざわりとともに流れ込んでくる感覚。

　あまりにも危険すぎるゆえに、ハヤテが無意識の内に抑え込んでいた『天照凶ツ神魔カオスグラデイウス』の本当の力。

　これが解放されれば何が起こるか分からない。

　善いことになるか、悪いことになるか、益があるか、害があるか、何もかも不ふ鮮せん明めい。

「……」

　ハヤテは右手で剣の柄つかを握り締め、その何かを解放しようとした。

　その時。

「！」

　誰だれかがハヤテの体を抱だきかかえ、凄すさまじい速さでオルトリアから距離を離した。

「は？」

　オルトリアの呆あつ気けに取られた声。

　ハヤテも何が起きたのか一いつ瞬しゆん分からなかった。

　が、次の瞬間。

「魔技マギカ万雷紹来インドラ」

　聞こえた声で、その正体がキルルであると分かった。

　彼女の魔技マギカが炸さく裂れつする。

「！」

　万の雷いかずちが空から降り注ぎ、光の中にオルトリアが吞のみ込まれる。

「キルル。どうしてここに？」

「もちろん、ハヤテさんを助けに、です！」

　そういえばキルルは騎き士し団の遊軍に入れられたと言っていた。おそらく儀式を護る『組織』の守備を突とつ破ぱしてきたのだろう。

「あー……また邪魔が入った」

　ガラガラと、雷で破壊された建物の瓦が礫れきをどかしながら、オルトリアが顔を出す。

「うわー、あれで無傷とか。やっぱり化け物だねー」

「……ん？　って、アリア！」

「やあ、ハヤテ君。なんか久しぶり」

　驚おどろくハヤテに、アリアは軽い調子であいさつを返してくる。

「アリアも加勢に？」

「うん。それに加勢は私たちだけじゃないよ」

「何だって？」




　　　　▽




　少しだけ時間は遡さかのぼる。

　ハヤテとわずかに離れた場所で、シェリーはティアマトーと戦い続けていた。

「《凍獄縛牢ニヴルへイム》！」

「グオオオオ！」

　シェリーの大魔法で氷こおり漬づけになったティアマトーだが、軽い身み震ぶるいをするだけで己おのれを覆おおった氷の塊かたまりを罅ひび割わり、粉々にした。

「一瞬で……ゲンガー相手にだって十秒くらいは保もったんだけどね」

　どこかの屋根の上に降り立って息を吐はきつつ、シェリーは頰ほおの汗あせを拭ぬぐう。

　やはりティアマトーは並外れた契約獣サーヴアントだ。

　見たところ、決してノーダメージではないようだが、あまりにも硬かたすぎて決定的なダメージがなかなか与あたえられない。

　さすがは最強の魔女騎士ヘクセンリツターに侍はべる最強の契約獣サーヴアントといったところか。

（まあ、最強はハヤテだけどね）

　などと、胸中でノロケるようなことを呟つぶやきつつ、シェリーは打開策を必死に考える。

　気がつけば母の居場所からだいぶ離されてしまった。

　何とかハヤテの姿だけは見失わないように心がけていたが、あちらも相当苦戦を強しいられているようだ。

　仮に、オルトリアたちの不意を突いてホテルセラフの方へ向かったとしても、儀式を止める前に追いつかれて妨ぼう害がいされてしまうだろう。

　そもそも儀式を行っているシェリーの母、エリーズ・シャルラッハロート自身が大陸でも十指に入る実力者なのだから。

（お母様……）

　エリーズのことを考えると、シェリーは胸が締しめつけられる。

　ハヤテが「ふたりでなら」と言ったのは、何もオルトリアに勝つことだけを言ったのではない。

　エリーズに一対一で対たい峙じする勇気は……正直、自分の中にまだない。

　時間をかけ、グシャグシャになった自分自身を立て直せればあるいは……しかし、時は待ってくれない。

　だが、隣となりにハヤテが立っていてくれるなら、ギリギリのところで己を保てる。

（そのためにはまずハヤテのところに私が加勢しないと）

　そこへ至るのを阻はばむ壁かべが分厚いことこの上ないが……。

　と。

　ホテルセラフの上で巨きよ大だいな変化が起きる。

「！」

　神々の召しよう喚かん陣じんが次の段階にシフトした。

　もう時間がない。

　一刻も早くハヤテの許もとへ、とシェリーは焦る。

　その時、

「まったく、こんなところで何をやっていらっしゃるの？」

　聞き覚えのある声と、風切り音がシェリーの耳じ朶だを叩たたいた。

　空気を切り裂さいてティアマトーへと伸のびた鞭むちが、ぐるりとその翼つばさに巻きつき、根元から締め上げる。

「グオオオオ！」

　飛行を阻そ害がいされ、ティアマトーが地面に落下する。

　墜おちた竜りゆう王おうの目の前に、『魔導器ワンド』の鞭を持つ少女が華か麗れいに降り立った。

「ビクトリアさん！」

　避ひ難なん誘ゆう導どうを手伝っていたはずの彼女がなぜここに？

　いや、ホテルセラフに浮うかぶ召喚陣は、かなりの広こう範はん囲いから確かく認にんすることができる。

　ビクトリアは儀式がいつまでも止まらないのを見て取って、こちらに加勢しに来てくれたのだろう。

「ティアマトーはわたくしたちに任せて、あなたはさっさとハヤテさんのところへお行きなさい！」

「でも！」

　ティアマトーに常識は通用しない。魔女騎士ヘクセンリツターであっても敗れる危険性は高かった。その上、『ヴァルハラの加護』のないこの場では、死の危険性も格段に跳はね上がる。

「──安心しろ。ヴェルデひとりにやらせるつもりはない」

「!?　シュバルツ先生！」

　いつの間にか、シェリーたちの担任である黒ずくめの教師が隣に立っていた。

　他ほかにも何人か学院で見知った魔女騎士ヘクセンリツターたちが、ビクトリアとともにティアマトーを取り囲み始めている。

「早く行けー！　こののろま！」

「直行」

　中にはランキング戦で戦ったことのあるフォルテナやレドの姿もあった。

　どうやらレーラは学院生を幾いく人にんか連れてきていたようだ。

「まあ、さすがにあいつをここに連れてくるつもりはなかったんだが」

「あいつ？」

　シェリーは疑ぎ問もん符ふを浮かべるが、その答えはすぐに現れた。

「ゴアアアア！」

「気をつけろ！　ブレスが来るぞ！」

　ティアマトーが火を吐こうとノドを膨ふくらませた時──直上から、ひとりの魔女騎士ヘクセンリツターが強きよう襲しゆうする。

「魔技マギカ錬気轟雷槍グラナテスアンゴウアン！」

　その魔女騎士ヘクセンリツター──ピアは槍やりを火を吐く寸前だったティアマトーの頭ず蓋がいに叩きつけ、奴やつの口を強引に閉じさせる。

　ボガンッ!!

　ティアマトーの口内で爆ばく発はつが起こり、竜王の絶ぜつ叫きようが周囲に響ひびき渡わたった。

「ピアさん。まだ本調子ではなかったはずなのに……」

「寝ねてろと言ったんだが、お前らを助けると言って聞かなかった」

　レーラはため息をついてみせる。

「ガアアアア！」

　さらに、ピアに続いて彼女の契約獣サーヴアント斉せい天てん大たい聖せいも、その身を巨大化させた状態でティアマトーに飛びかかった。

　巨きよ獣じゆうと巨竜がぶつかり合い、地じ響ひびきを立てる。

「ハア！」

　ピアは斉天大聖と連れん携けいしながら、ティアマトーの硬い皮ひ膚ふに槍を突つき入れた。

「キャアー！　ピア様ー！」

　黄色い悲鳴は、彼女の親衛隊のようだ。先頭には親衛隊リーダーのリーリィの姿もあった。

「……ですが、ティアマトーは並の契約獣サーヴアントではありません。やはり私も残って……」

「それなら安心するのだ」

　なおも懸け念ねんを示すシェリーに、後ろから声がかかる。

「私は並の魔女騎士ヘクセンリツターではないのだ」

「シルヴァーナさん!?」

　現れたのはビクトリアの姉シルヴァーナだった。

　愛用の『海王の三又槍デイオマーレトライデント』を手に、ふんすと胸を張っている。

「我々ヴェルデ姉し妹まいの前に敵はないのだ」

「は、はぁ……」

　おそらくシルヴァーナもビクトリア同様、騎士団を手伝うために駆かり出された魔女騎士ヘクセンリツターのひとりだったのだろう。それをレーラが学院生と一いつ緒しよに連れてきたらしい。

「まあ、こいつは間の抜ぬけたところがあっても腕うでは確かだ。私もいる。安心しろ」

　そう言ってレーラは戦せん槌ついの『魔導器ワンド』を創起キヤストしながら、シェリーの行き先を指差す。

　即すなわち、ハヤテがオルトリアと戦っている方を。

「デーメテールとヴァイスハイトは先行させておいた。お前もさっさと行け、シャルラッハロート」

「……ありがとうございます！」

　シェリーは《飛翔フリーゲンウオーク》の魔法で飛んだ。

　急いでハヤテのところに行くために。




　　　　▽




　キルルとアリアの助勢を得たハヤテは、再びオルトリアと剣けん戟げきを繰くり広げていた。

　相変わらず技量はオルトリアの方が上だが。

「左に二歩！」

「！」

　アリアの指示通りに動くと、オルトリアの攻こう撃げきがはずれる。

　彼女の『未来演算眼フユーチヤーサイト』の力だ。相手の動きを予想し、数秒先の未来を見通す。

「邪じや魔まだなー……」

　オルトリアの目が、ぎらりとアリアに向けられる。

　が。

「！」

　ガギィンッ！

　オルトリアが咄とつ嗟さに防ぼう御ぎよ態勢を取ったところへ、キルルの一撃が見み舞まわれる。

　雷らい獣じゆう憑ひよう依い状態のキルルは四し肢しで闘とう技ぎ場の外がい壁へきに着地し、壁に張りついたままオルトリアを睨にらみつけた。

　彼女の動きを見切るだけでもオルトリアは大たい概がいだが、それでも雷らい光こうを捉とらえるには至らない。

　あるいは一対一ならカウンターでキルルを切り伏ふせることも可能だろう。

　しかし、この場の主しゆ攻こうはあくまでハヤテだ。

　あくまで援えん護ごとして、一撃離り脱だつを心がけるキルルを、ハヤテの相手をしながら捉えるのは至難の業わざだ。

　それでも、なお。

「はぁ……はぁ……」

　キルルの頰ほおにひと筋の血が伝う。

（至難の業だろうが何だろうが、可能にするってのか、オルトリアは！）

　このままではあと何回かの内に、カウンターのタイミングが合ってしまいそうだ。

「キルル！　必要な時以外は手を出すな！」

　ハヤテはキルルを止めつつ、オルトリアに向かって剣を振ふるう。

　彼女たちの加勢でだいぶ楽になったが、それでもこの最強の魔女騎士ヘクセンリツターを斃たおすには至らない。

「ぐあっ!!」

「ハヤテさん！」

「行くな！」

　吹ふき飛ばされたハヤテは闘技場の壁に叩きつけられる。キルルの悲鳴が上がるが、手で制止し、オルトリアの迎げい撃げきに行くのをやめさせた。

（闘技場……）

　ハヤテは軋きしむ体を壁から引き剝はがしながら、脳のう裏りで呟つぶやく。

（シェリーの力があれば……）

　それはつい先さき程ほど思いついた、策とも呼べない策。

　だがそれにはシェリーの力が必要だ。

　アリアたちの話では、彼女の方にも援えん軍ぐんが行っているらしい。

　なら、シェリーがこちらに来られるようになるまで耐たえきれば光明が見えてくる。

「はあ、ホント邪魔されるのって嫌きらい。嫌い嫌い嫌い」

　オルトリアは頭をかきむしり、暗い瞳ひとみでハヤテたちを睨みつけてくる。

「くっ……！」

　ハヤテが『天照凶ツ神魔カオスグラデイウス』を構え直す。

　どこまでだってやってやる。

　あえてハヤテの方から、オルトリアとの間合いを詰つめようとする。

「ハヤテ君！　全力で避よけて！」

　そこへアリアの指示が。

　どんな攻撃が来るんだと考える前に、ハヤテは横へ体を思いっきり投げ出す。

　だが、横っ飛びに避けながらオルトリアを見ても、彼女はまだ攻撃モーションに入っていなかった。

　なら、アリアが避けろと言ったのは。

「《終焉ト静寂ノ凶ツ風アハトヘブンズジヤツジメント》」

　突とつ如じよとして極ごつ寒かんの嵐あらしが闘技場前の広場に吹き荒あれる。

「イッ!?」

　それを避けるのにハヤテはもう一段ジャンプしなければならなかった。

「わっ！」

　オルトリアもこれには驚きよう愕がくの声を上げ、全力で猛もう吹雪ふぶきを回かい避ひする。

　その間に、ハヤテは今の大魔ま法ほうを撃うった張本人の許もとへ走った。

「ハヤテ！」

「シェリー！」

　ふたりは互たがいの名を呼び、ついに合流を果たす。

　喜ぶのは一いつ瞬しゆん。主従は《終焉ト静寂ノ凶ツ風アハトヘブンズジヤツジメント》を避けたオルトリアに対し、素す早ばやく警けい戒かいの構えを取った。

「シェリー。考えがある」

「話して」

　ハヤテは振り返らないまま小声で、シェリーに考えついた策を話した。

「それは、タイミングが命ね」

「できそうか？」

「アリアさんの力を借りれば行けると思うわ」

「よし！」

　短い作戦会議を終えたふたりはその場で分かれる。

　ハヤテは前へ。シェリーは後ろに。

「オルトリアァ！」

　もう何度目かも分からないオルトリアとの激げき突とつ。

　ハヤテはありったけの力を振り絞しぼり、彼女と剣を交える。

「それじゃさっきまでと変わらないよ？」

「そうかな？」

「？」

　はじめて余よ裕ゆうのある笑えみを浮うかべるハヤテに、オルトリアは怪け訝げんな顔をする。

（確かにこのまま打ち合っても勝てないが）

「ふたりでなら！」

「！」

　勢いを増すハヤテの攻こう勢せいに、オルトリアが後ろに一歩引く。

「ハヤテ君！　今！」

　そこへ、アリアの声が飛ぶ。

「ッ！」

　ハヤテは全力で踏ふみ込み、オルトリアに向かって手を伸のばした。

「あっ！」

　オルトリアの服にハヤテの手がかかる。

「それで何……」

　ハヤテの意図を測りかね、オルトリアが何か言う、前に。

　ふたりの体が、吹き飛ぶように上空へと打ち上げられた。

　明らかに物理的な跳ちよう躍やくではない。

　シェリーの《飛翔フリーゲンウオーク》だ。

　彼女の魔法でハヤテの体を飛ばしてもらい、服を摑つかんだオルトリアも一緒に上空へ連れてきたのだ。

「で？」

　突とつ然ぜんのことにも、オルトリアは慌あわてない。

　ハヤテはすでに彼女の服を離はなしている。《飛翔フリーゲンウオーク》の勢いがなくなればお互い、あとは墜おちるだけなのだが、そんなもので彼女が斃せるはずもない。

　ふたりの作戦は……ここからだ！

「気づいてないのかオルトリア!?　ここがどこなのか!?」

「ここが……？」

　何もない空の上で、オルトリアは怪訝な顔をする。

　その視線が、ふと下を向いた。

　そして、表情が変わる。

　ここは──闘技場の上だ。

　ハヤテたちは戦いながら、闘技場のすぐ傍そばまで移動していた。

　闘技場は『ヴァルハラの加護』を施ほどこすために、建物全体が世界最さい硬こうの金属ミスリルで造られている。

（ここでなら『天壌劫火の断罪剣ヘルフレイムデストラクシヨン』が使える！）

　実のところ試したことはないが、王都において『魔神器ゼーレ』の魔神技ラストオリジンを受けて最も被ひ害がいを抑おさえられる場所があるとしたら、この闘技場以外にない。

「これで終わりだ！」

『天照凶ツ神魔カオスグラデイウス』から炎ほのおが[image: ]ほとばしり、炎が黄昏たそがれ色に輝かがやく。

「……綺き麗れい」

　黄昏色の炎を見て、オルトリアが呆ほうけたように呟いた。

「ッ！」

　空の上でなら、『天壌劫火の断罪剣ヘルフレイムデストラクシヨン』の攻こう撃げき範はん囲いから逃のがれる術すべは、いくらオルトリアといえどありはしない。たとえ『獅子処刑斧ウガルアクス』の不ふ壊え耐たい性せいであっても、完全に防ぐことは不可能だ。

「魔神技ラストオリジン『天壌劫火の断罪剣ヘルフレイムデストラクシヨン』！」

　ハヤテは真下へ向けて魔神技ラストオリジンを解き放った。

　黄昏色の炎はオルトリアを吞のみ込み、そのままの勢いで闘技場に着ちやく弾だんする。

　炎は闘技場内を舐なめるように満ちていくが、ミスリルの硬度が、建物が一瞬で蒸発するのを防いだ。そのおかげで王都を吹き飛ばしかねない一撃は闘技場の中だけで完結し、破は壊かいは王都の街には及およばなかった。

　だが、その中で技わざをモロに浴びたオルトリアは確実に斃しただろう。『ヴァルハラの加護』がある以上死にはしないだろうが、すぐに復帰できるようなダメージではないはずだ。

「見たか……ッ！」

　シェリーたちとともに摑んだ勝利に、ハヤテは技を放った体勢のまま、ニッと笑った。
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　ハヤテとシェリーは再度ホテルセラフを目指して街路を駆かけ抜ぬけていた。

　途と中ちゆう、ティアマトー戦に加勢しようとしたが、それよりも儀ぎ式しきを止めてこいとレーラに言われてしまった。

　キルルとアリアはその場に残り、ビクトリアたちの手伝いをしている。

　ティアマトーを斃たおしたら合流すると言われたが……おそらく間に合わないだろう。

　結局、ハヤテとシェリーにしか神々の召しよう喚かんは止められないのだ。

「だいぶ時間を取られたわ。急ぐわよ」

「おう！」

　シェリーとともに、ハヤテは窓まど枠わくを利用してホテルセラフの壁かべを駆け上がる。

（いよいよか）

　そう感じるが、おそらくその想おもいはシェリーの方が何倍も強い。

　この先に待っているのは彼女が長年探し続けていた母親だ。

　いかなる巡めぐり合わせか、こんな形での再会となったが、はたして結果はどうなるのか？　それはハヤテにも……当人たちにも分からないのかもしれない。

　だとしてももうすぐ答えは出る。

　一番上にまで辿たどり着けば、すぐにでも。

　あと、ほんの少しで……

　屋根の上に、出た。

「！」

　王城から見下ろした時は儀式の詳しよう細さいまでは分からなかった。

　今、その全容をこの目で把は握あくすることができる。と言っても、リンネが行った儀式と規模以外にそこまで大きな違ちがいはない。

「……」

　囚とらわれの身の女王は磔はりつけにされ、魔ま力りよくの糸で縛しばられてぐったりとしている。

　ただその磔が問題で、磔台に使われている柱も魔力でできており、ホテルの屋根からさらに十メートル以上も高いところにいる。

　あれでは隙すきを見て助け出す、というのは難しいだろう。

　では、その隙を見み出いださなければならない〝相手〟はといえば……

「オルトリア……しくじったのね」

　真しん紅くの女性──エリーズは憂うれいを帯びた表情で佇たたずんでいた。

「お母様……」

　シェリーが緊きん張ちようした面おも持もちでエリーズに話しかける。

「お母様。私です、シェリーです。覚えて、おいでですか……？」

　十四年ぶりの再会、彼女はまず自分が分かるかと確かく認にんを取った。

　エリーズが姿を消したのは彼女が二、三歳の時だ。当然、容姿も大きく変わっている。

　それでも並べて見た時のふたりは、傍はた目めには間違いなく親子というくらいよく似ていたが。

「覚えがないわ」

　エリーズの口から出たのは、否定の言葉だった。

「！」

　それだけで充じゆう分ぶんな衝しよう撃げきを受けたシェリーは大きくよろめく。

　が、屋根から落ちる前に踏ん張り、大きく息を吸った。

「そうですか……では、要点だけ言います。今すぐ召喚の儀式をやめて、女王陛下をお返しください。ご自分が何をなさろうとしているか、分かっていらっしゃるはずです」

「断る」

　そう言ってエリーズはマントの下から弓の『魔導器ワンド』を取り出す。

　まだ構えはしていないが、ハッキリとした拒きよ絶ぜつの態度に、シェリーは唇くちびるを嚙かみ締しめる。

　エリーズは実の娘むすめであろうと容よう赦しやなく戦う気だ。

　リンネも召喚の邪じや魔まをしようとしたハヤテやアリアと戦っていた。おそらく、召喚の儀式はある程度まで進めば、あとは術者が何もしなくても自動で発動するものなのだろう。

　その発動タイミングまで、エリーズはハヤテたちから召喚陣じんを護まもりきるつもりのようだ。

「待ってくださいお母様！　では……では十四年前にシャルラッハロート領で起きた魔ま獣じゆうの襲しゆう撃げきは!?　あれもお母様がやったのですか!?」

　向こうが武器を取り出しても、なおシェリーは食い下がった。

　娘の必死の問いに──どうしても否定して欲しい問いに、

「そうよ」

　エリーズはあっさりと頷うなずいた。

「…………なぜですか……？」

　シェリーは嗚お咽えつを堪こらえるような声で、母に問う。

「なぜ、お母様はこんなことをなさるのですか？　なぜ……」
















　その先は言葉にならなかった。

　シェリーの頰ほおに涙なみだが流れる。

　それを見て、エリーズがどう思ったのかは分からないが……。

「使命、よ」

「使命……？」

「そう。神々の解放は、我らの使命。セイズの因子に目覚めし我らの宿願……」

「……セイズ？」

　聞き覚えのない固有名詞に、シェリーが疑問を挟はさむ。

　しかし、エリーズはそれに答えなかった。

「ゆえに、我らが神の顕けん現げんを邪魔する者には、神しん罰ばつを与あたえる」

「シェリー！」

　ハヤテはシェリーの前に回って『天照凶ツ神魔カオスグラデイウス』を構える。

「お母様……」

「ッ……」

　倒たおれこそしていないが、シェリーの声に力がない。

　真実を確かめに来て……分かったのは、残ざん酷こくな真実。

　奇き跡せきは起きなかったのか。だとしたら、シェリーをここまで連れてきた責任は、ハヤテが取らなければならない。

「……？」

　そこでふとハヤテは奇き妙みような間に気づいた。

　すでに言葉の応おう酬しゆうは終わっているのに、矢がいつまで経たっても飛んでこない。

　普ふ通つうの弓なら、一射目をはずして二射目を射るまでの隙を突つかれるのを嫌いやがるだろう。

　だがエリーズの弓は魔力の矢を用い、速射能力は闘とう技ぎ場で見た通りだ。その上、接近戦でも隙がない。

　彼女が先手を取るのを躊躇ためらう理由はないはず。

　と、ハヤテが相手の狙ねらいを読もうと、エリーズの顔を見た時。

「ぅ……ぁ……」

　彼女はその口から苦しげな呻うめき声を漏もらしていた。

　まるで何かを必死に訴うつたえようとしている風に見える。

　いったい何を？

「……ぇ……ぃ」

「？」

「……シェ……ィ……」

「……」

　ハヤテは耳を澄すます。

「…………シェリィ」

「ッ！」

　ハヤテは即そく断だんした。

　屋根を蹴けり、二歩でエリーズの間合いに入る。

　矢を射られる可能性は頭から捨てた。

　エリーズはシェリーの名を呼んだ。

　さっきは覚えていないと言ったのに。

　なぜ？

　ただひとつ確かなのは。

　エリーズにはまだ「何か」があるということだ。

　そしてその「何か」には、「セイズ」とかいう物が関係している。

　半分以上はハヤテの勘かんだ。

　確信よりも直感を選んだ。

（まずは『魔導器ワンド』を！）

　武器を破は壊かいすれば無力化できる。

　そのあとは押さえ込むなり何なりしつつ、女王を救出して召喚陣を無効化してしまえばいい。

　ハヤテの判断は間違いなく早かった。

　しかし、遅おそすぎた。




　その時、異質な角笛の音が天に響ひびいた。




「!?」

　ハヤテの動きが止まる。

「ギャラル、ホルンの、音がする……」

　エリーズが何事かを呟つぶやき──その体が宙へ浮ういた。

《飛翔フリーゲンウオーク》の魔法を使った様子はない。ただ、上へ。彼女の体が空へと召めし上げられる。

　反対に、儀式が終わり、支えの柱を失った女王の体が地上へと落下してきた。

「おっと！」

　ハヤテは女王の体を受け止め、屋根の上に下ろす。

　ケガはないようだが、ぐったりとしていた。当分目を覚ましそうにない。

「お母様！」

　シェリーはエリーズを追うために《飛翔フリーゲンウオーク》しようとするが。

　まるでそれを遮さえぎるように、巨きよ大だいな光が空から降り注いだ。

　突とつ然ぜんの白光にハヤテもシェリーも思わず目を覆おおう。

　光の中で、ハヤテはギギギという音を聞いた。

　それは『扉とびら』が開く音のように聞こえ……。

　眩まぶしさが弱まった時、ハヤテはそれを見た。

　完全に開ききった四つの『扉』を。
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「間に合わなかったのか……」

「……」

　ハヤテが呻くように言った呟きに、シェリーは何も答えなかった。

「ハヤテさん！」

「ハヤテ君！」

「キルル、アリア……それにビクトリア、ピアも」

　呆ぼう然ぜんと立ち尽つくすハヤテたちの許もとへ、シェリーの代わりにティアマトーと戦ってくれていたみんなが現れる。

「ティアマトーは？」

「最後は逃にげられてしまいました」

「ですが、当分回復できないだけの打撃は与えておきましてよ。少なくともこの異変が終わるまでは、もうオルトリアが介かい入にゆうしてくることはないでしょう」

　キルルとビクトリアがそれぞれ答えるが、どちらも気持ちは上の空といった感じだ。

　それも当然だろう……。

　この世界と異界をつなぐ『扉』は全すべて開いてしまっているのだから。

　そして。

　ガシンッ!!

　巨大な白く輝かがやく手が、『扉』の縁ふちを摑つかむ。

　手の次は足が出てきて、次は太もも、胴どう体たい、首、顔、そして、翼つばさが、全身が現れた。

　神は光ひかり輝きすぎて表情が見えず、まるで無む貌ぼうの化け物のように見える。

　それが、まずは四体。

　王都を取り囲む神の群れ。

『ギ……リュリ』

　その内の一体が、人に分からぬ言語で何かを言った。

　そうして神々は中空を見上げるような仕草をする。

　ハヤテも釣つられる形で、奴やつらが見ていると思おぼしき辺りに目を凝こらした。

「あ……」

　そうやって、見つけた。

　先さき程ほど、光に遮られて見失った、エリーズ・シャルラッハロートの姿を。

「何だ……？」

　神々に等しく見上げられるエリーズの姿は、まるで。

（まるであいつらに崇あがめられてるみたいじゃないか……）

　ハヤテが内心でそう呟いたところで、再び変化が起きる。

　小さな光が、王都中から空のエリーズ目がけて飛んでいったのだ。

　光は彼女の体に吸収されるように消えていき、やがて残らず彼女の中に入る。

「……いったい？」

　何が起こったのか……と。

　ハヤテもシェリーも、みんな、光を取り込んだエリーズを注視した。

　すると。

　ビシリ

　空気が裂さけるような音とともに、エリーズの背中に翼が生えた。

　ビキビキビキビキビキビキ

　翼はまたたく間に大きくなる。

　周囲の神々と同等の、白い光の翼。

　それを生やしたエリーズが、神々を睥へい睨げいする。

『待たせた。我が同どう胞ほうたちよ』

　エリーズの口からそんなセリフが告げられる。

（声が……？）

　彼女の声が先程より随ずい分ぶんとしわがれている。

　そうまるで老人のような……。

　だがそんな違い和わ感かんを訴えている暇ひまはなかった。

『今日は我らの再誕を祝う吉きち日じつとなるであろう。さあ、同胞よ。存分に贄にえを饗きようするがよい』

　エリーズが下々に許可を与あたえるように手を振ふると。

『ギュリリリリイイイイ!!』

　四方から、神々の歓かん声せいが上がった。

　それが合図となったように、神々が暴れ出す。さらに、開いた『扉』から続々と新たな神々が地上へ降り立った。

『キギュリリキギュリ』

　神は降り立つと翼を広げ、そこから羽根の矢を放つ。

　羽根は王都の家々や壁かべを、まるでクッキーのように容易たやすく粉々に砕くだいてみせた。

「グギャアアアアア！」

　神の足許でキュクロプスが潰つぶれる。

　奴らはそんなこと気にも留めず、魔ま獣じゆう以上の破壊を王都に振り撒まいていく。

　魔獣の侵しん攻こうはギリギリのところで食い止めていた騎き士し団も、神が相手となると為なす術すべがない。

　それでも騎士団は外がい縁えん部の防衛線を維い持じしようとしているが、足止めにすらなっていない状じよう況きようだ。神々にいいように前進され、王都内部への侵しん入にゆうを許している。

「わたくしたちも騎士団に加勢しませんと！」

　ビクトリアが『蛇翼の鞭テイルワーム』を手に、今にも駆かけ出しそうな勢いで叫さけぶ。

　その手を摑み、アリアが彼女を止める。

「待った！　一いつ箇か所しよだけ食い止めても、残りの三箇所から食い破られるよ！」

「では、どうするというんですの!?」

「……危険だけど、賭かけるしかない」

　アリアは数秒にも満たぬ時間で考え、結論を出す。

「《飛翔フリーゲンウオーク》が使えるのはシェリー君のほかには!?」

「わたくしが使えますわ」

　唐とう突とつなアリアの質問に、ビクトリアが首しゆ肯こうする。

「なら、私は東、キルルは南、ピア先せん輩ぱいは北へ行ってください。斃たおすよりもなるべく時間を稼かせぐことと生き延びること、このふたつをその場にいる騎士団や魔女騎士ヘクセンリツターに伝達して……」

「残った西側はどうする？」

　ピアが言葉少なに次の質問を振る。

「西はさっき別れたシルヴァーナさんとレーラ先生がいます。人手が足りない以上、あの人たちの采さい配はいを信じるしかない……」

　喋しやべりながら、アリアは何度も顔を袖そでで拭ぬぐっていた。

　仕方がない。状況は最悪だ。聡そう明めいな彼女には、いかに今が絶望的なのか、人よりも見えてしまっているのだろう。

「わたくしとシェリーさんはどうしますの？」

「君たちはアレを止めるんだ」

　そう言って、アリアは空のエリーズを指差した。

「！」

　シェリーがビクンッと体を硬こう直ちよくさせる。

　それを無視して、アリアは続けた。

「理由は分からないけれど、アレが神様たちを指揮してる。彼女を押さえれば、何かが変わるかもしれない。確証はないから、賭けになるけど、もうそれしかない」

　ほかに希望などありはしないのだろう。

　まさに一いち縷るの望みを……いや、奇き跡せきを信じて、縋すがりつくしかない状況だ。

「……分かったわ」

「シェリー君」

「私たちでお母様を止める」

　シェリーはハッキリと言い切った。

　翼まで生えてしまったエリーズは、もはや人なのかどうかすら怪あやしい。アリアも気をつかって言葉を濁にごした。

　それでもシェリーは、母親を止めると、認めた。

「大だい丈じよう夫ぶなのかい……？　止めるっていうのは、その……」

「分かっているわ、アリアさん。最悪、殺すことになっても、娘むすめとして果たすべき責務は果たす」

「分かった」

　それ以上の言葉は不要と思ったのか、アリアは頷うなずいた。

「ハヤテさん、ご武運を」

「必ず勝ってこい」

　キルルとピアはそれぞれハヤテたちを激げき励れいし、アリアと三人、別々の方向へ加勢のために向かう。

「さあ、わたくしたちも行きますわよ！」

　ビクトリアのかけ声で、ハヤテたち三人は《飛翔フリーゲンウオーク》で一いつ斉せいに飛び立つ。

《飛翔フリーゲンウオーク》はかけた本人にしか操あやつれない。

　即すなわち今のハヤテは体の制せい御ぎよをシェリーに託たくしている形となるが、もし彼女が制御を続けられない状況になっても、その時はビクトリアがフォローする手て筈はずだ。もっともビクトリアに魔法の二重発動はできないので、単に落下したハヤテを受け止めてもらうだけだが。

　ハヤテ自身も剣けんから炎ほのおを噴ふん射しやすれば、ある程度空中で軌き道どうを操れる。なので、落下即ち死亡というわけではないが、念には念をだ。

（さすがに地上と同じように戦えるとまではいかないが、それでもやるしかない）

『天照凶ツ神魔カオスグラデイウス』という切り札はハヤテにしか扱あつかえないのだ。

　代役はいない。

　だったら、やるしかない。

　いや。

　仮にそうでなかったとしても、ハヤテはここへ来ただろう。

　なぜなら。

（俺はまだシェリーとの約束を果たしていない）

　エリーズに何があったのか？

　その真相をまだ解き明かし切れていない。

　それを聞くためには、エリーズを殺さずに、彼女を斃す必要がある。

　この状じよう況きよう下かで全すべてを取りこぼさず拾おうとするなど虫のいい話かもしれない。

　けれど、ハヤテは諦あきらめたくなかった。

　シェリーのために戦い、彼女の願いを叶かなえる。

　それがハヤテ・ミツルギの存在意義なのだから！

『……まだ邪じや魔ま者ものがいたか』

　ハヤテたちを見て、エリーズは鬱うつ陶とうしそうな声で吐はき捨てる。

　そして。

『失うせろ』

　問答無用とばかりに、翼つばさを広げた。

　羽根の矢が雨あめ霰あられとハヤテたちに降り注ぐ。

「焰ほのおよ！」

「魔技マギカ千条鞭サウザンドゲルド！」

　ハヤテの炎とビクトリアの鞭むちが羽根を迎げい撃げきする。

　だが数が多く、迎撃のために前進が止まってしまう。

「開け放つは冷れい廟びようの門、忍しのび出いでるは停てい滞たいの息吹いぶき、眠ねむらぬ者にも永久とこしえの終わりを告げよ──」

　シェリーが結印を輝かがやかせ、大魔法を発動する。

「──《氷霧ダイヤモンドブレス》」

　生まれた氷の霧きりは撃うち出された羽根を凍こおりつかせ、その勢いを殺す。

「今よ！」

「応！」

　ハヤテは『天照凶ツ神魔カオスグラデイウス』を大上段に構えるが、そこへ。

《氷霧ダイヤモンドブレス》を突つき破り、炎の矢が飛来する。

「ぐっ！」

　かろうじてハヤテは反応し、上半身をひねる。

　ザシュッ！

　矢は肩かたに突き刺ささり、炎が傷口を焼く。

　歯を食いしばってそれを抜ぬくが、肉の焼ける臭においが鼻についた。

　霧が晴れた向こうには、弓を構えるエリーズの姿が。

「炎で《氷霧ダイヤモンドブレス》を貫つらぬいたのか……」

　敵対した時、シェリーの魔法と炎は相あい性しようが悪い。

　ハヤテたちはなおもエリーズを攻せめるが、なかなか突とつ破ぱ口こうが開けなかった。

　壁が迫せまってくるが如ごとき羽根の矢雨。

　さらにそれに混じり、必殺の一矢となり得るエリーズ自身の矢が飛んでくる。

　まるで難なん攻こう不ふ落らくの城のようだ。

　だがあまり時間はかけていられない。

　こうしている間にも王都は神々によって破は壊かいされ続けているのだから。

　その上。

「……ぐはっ！」

「ハヤテ!?」

「ハヤテさん!?」

「大丈夫だ……ッ！」

　ハヤテは口内に溢あふれた血を吞のみ込み、返事をする。

（魔神剣こいつを使いすぎたか……）

　そもそもあの白い空間の男にも「一度使えばブッ倒たおれる」と言われて託された技わざだ。

　もちろん、あの日から第二階かい梯ていに慣れるための鍛たん錬れんは惜おしまなかったが、それにしても今日は連戦しすぎた。とうに限界は超こえている。

（もう大技を使う余よ裕ゆうはない……か）

　なら、あと残されている物は……。

「ハヤテ！」

「シェリー……」

　ハヤテを心配して近づいてきたシェリーに、ハヤテは短く作戦を伝えた。

「……ッ！」

　彼女は最初苦しげな表情を見せたが、それしかないと思い直したのか、小さく頷く。

「ビクトリアさん、少しだけ時間を稼いで！」

「承知しましたわ！」

　ビクトリアは気力を振ふり絞しぼって千条鞭サウザンドゲルドを操り、羽根と炎の矢を打ち落としていく。

「やるわよ！　ハヤテ！」

「ッ、ああ！」

　気合いを入れ、半分感覚のなくなった両手で剣の柄つかを握にぎり締しめる。

「我傅かしずきしは冷れい廟びようの女王、死と終わりを司つかさどりし者よ、我が眼前に立ち塞ふさがりし全ての愚おろかなる者に裁きを与あたえよ──《氷龍瀑布ニーヴイスカズツサ》」

　シェリーの魔法が氷ひよう龍りゆうを生み、エリーズに襲おそいかかる。

「ＧＩＹＡＡＡＡＡＡＡ！」

『くだらん』

　吼ほえ猛たける氷龍の口こう腔こうに火の矢が撃ち込まれる。

　矢は一直線に氷龍を貫き、一撃で破壊するが。

「───ッ！」

　その背には、ハヤテが摑つかまっていた。

　氷龍の背に隠かくれ、エリーズに接近することに成功する。

「ルアアッ!!」

　至し近きん距きよ離り。弓での防ぼう御ぎよは不可。回かい避ひも間に合わない。

　三つの好条件を揃そろえた状態で、ハヤテは『天照凶ツ神魔カオスグラデイウス』を振るう。

『天照凶ツ神魔カオスグラデイウス』はこの世の「よく分からない力」「不条理」を無理やり剣つるぎの型に押し込んだモノだ。

　その内なる無形の力を解放し、エリーズに叩たたき込む！

　これがハヤテに残された最後の力だった。

　だが。

「なっ……!?」

　その刃やいばは──エリーズの二本の指だけで、いとも容易たやすく受け止められてしまった。

　あまりのことに敵の前で硬こう直ちよくしてしまうハヤテに対し、エリーズは、

『随ずい分ぶんと懐かしい剣だ』

　と、独り言のように呟つぶやいた。

　この上なく、忌いま々いましそうな表情で。

『消え去れ』

「！」

　ハヤテは投げ捨てられるように放ほうり出される。

「ハヤテ！」

　ぐったりとしたその体を、シェリーが空中で受け止めるが……。

　そのふたりを、エリーズが狙ねらっていた。

『神上魔槍グングニル』

　エリーズの手て許もとで、白光の槍やりが顕けん現げんする。

　槍へと収束するエネルギーの奔ほん流りゆうで大気が震ふるえた。

　その光を目にしたハヤテは、いや、全ての人間は、体の奥底が鷲わし摑づかみにされるような錯さつ覚かくを覚える。

　まるで神の威い光こうをそのまま体現したような槍。

　その槍が、盾たてにとかざした『天照凶ツ神魔カオスグラデイウス』をあっさりと砕くだき。

　ドズンッ!!

　と。

　ハヤテとシェリー……ふたりの体を、当たり前のように貫いた。
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　死んだ、とハヤテは思った。

『神上魔槍グングニル』は確実に自分と……シェリーの胸を貫き、破壊した。

　その感かん触しよくが間ま違ちがいなく体には残っている。

　なのに……なぜ、自分にはまだ意識があるのか？

（あの世って奴やつか……？）

　そうぼんやりと考えながら、ハヤテは薄うつすらと目を開いた。

　視界に入ったのは──白。

　真っ白な空間。

　過去にも何度か見たことのある風景。

「ってここは!?」

「目を覚ますのが遅おそいわ。死んだのかと思った」

「シェ、シェリー？」

　彼女に膝ひざ枕まくらをされていたハヤテはガバッと身を起こす。

「……シェリーも一いつ緒しよってのは珍めずらしいな」

「ええ、似たようなところには来たことあるけれど、あなたと一緒に、というのははじめてだわ」

　シェリーも軽く空間を見回す。

　相も変わらず、ここは妙みような場所だった。

　遠近感があるのかないのか、それすらも分からなくなる白。ある意味で清せい涼りよう極きわまる世界ではあるが、一日もここに閉じ込められればたちまち気が狂くるいそうだ。

「……」

　ハヤテは自分の体に触ふれて、それからシェリーの体を見る。

　お互たがい、貫かれたはずの胸に穴があいている様子はない。五体満足のままだ。

「さて」

　シェリーは立ち上がり、腕うでを組む。

「いい加減、出てきたらどうなのかしら？　どうせあなたたちが呼んだんでしょう？」

「相変わらず口が悪いなー」

　不意に、人の気配が増える。

　現れたのは、ひとりの少女だった。

　不思議なことに、見えているはずなのに顔の表情がよく分からない。ただどこかで見たことがあるような気が何となくした。

「シェリー。誰だれだ？」

「前に、私をここへ呼んだ女よ」

（となると、白い空間の男と同類か）

　ハヤテは納なつ得とくしつつ、シェリーに倣ならって立ち上がる。

「なぁ、ここがいつも俺が呼ばれてる空間なら、あの男はどうしたんだ？」

「彼は今準備中。まぁ、すぐに来るよ」

　少女は軽く笑って答える。

　その態度は随分のんびり悠ゆう長ちように思えて、ハヤテは逆に焦しよう燥そう感かんに駆かられた。

「こんなところでゆっくりしてる暇ひまはないんだ！　早くここから出してくれ！」

「アホ」

　少女はサクッとハヤテを罵ば倒とうする。

「君も学習しないなー。今戻もどって、それであの大たい神しんに勝てるか？　勝てないだろ」

「ぬぐ……！」

　痛いところを突つかれ、ハヤテは押し黙だまる。前にもあの男と似たようなやり取りをした気がした。

「それに、この空間は時間の流れから隔かく離りされてる。話している内に手て遅おくれなんてことにはならない。これもあの七つ首の時に経験してるだろ？」

「……」

　言われてみれば、第一階梯の技を授かって白い空間から戻ったら、白い空間に飛ばされる直前に意識が覚かく醒せいした。

　なるほど。では、その辺りの心配は無用のようだが──ハヤテは新たに気になることができ、その疑問を目の前の少女にぶつける。

「なあ、今言った大神ってのは何なんだ？」

「神々の頂点に立つ者。エリーズ・シャルラッハロートの体を乗っ取ってる敵の親玉だよ」

「！」

　その言葉にシェリーが反応する。

「体を乗っ取って……じゃ、じゃあお母様は!?」

「まぁ、あいつの準備が終わるまで時間もある。少し、その辺の因果について話してやろうか」

「因果？」

「そう、君らの身に起こっていることは、とても大昔の大戦と結びついている。この世界の大きな流れから来るものなのさ」

「世界の……流れ」

「まずは私の名前を教えよう。それによって縁えんが近づき、話がしやすくなる」

　少女はそう言って、一歩、こちらへ近づく。

「私はアルテミス。大昔に、あの大神や神々と戦った戦士のひとりさ」

　少女──アルテミスが名乗ると同時に、彼女の顔が急に、まるで霧きりが晴れるようにハッキリと見えるようになる。

「ア、アルテミス……!?」

「アルテミスって……」

　シェリーは驚おどろきに目を見開き、ハヤテは聞き覚えのある名にしばし呆ほうける。

（確か、初代女王の名が、アルテミスだったはず……）

「この国の最初の女王様？」

「王とかそういう役職は後世が勝手につけたんだけどな。私たちはただ戦士たちを率いて戦ったリーダーだ」

　アルテミスはテレるでもなく、ただ単に笑った。

　それは微笑ほほえむような、こちらをおもしろがるような、なぜか魅み力りよく的で惹ひきつけられる不思議な笑顔。

　奇き妙みような説得力。

　その笑い方ひとつで、彼女が本物のアルテミスであると、なぜか納得できた。

「って、待った待った待った」

　できたらできたで疑問が増える。

「何でとっくの昔に死んだ初代女王様がこんなところに出てくる？」

「質問としては中の下。でもまぁ、当然の疑問でもあるか。今から話したげるから、黙って聞きなさい」

　アルテミスはハヤテを手で制し、まずはシェリーを見る。

「さて、私たちと、私たち人類を奴ど隷れいの如ごとく虐しいたげていた神々が戦った大戦についての経けい緯いは割かつ愛あいしよう。今に関かかわってくるのはその結末部分だ。シェリーはどのように教わっている？」

「その……アルテミス女王陛下が人々を率いて魔ま獣じゆうを蹴け散ちらし、最初の王国を建てたと伝わっております」

「急に態度変わったなー。別にいいのに」

　アルテミスは笑うがさして気にも留めず、続きを話す。

「まぁ、大筋はその通り。私たちは神々の支配から自立するために、神と神の造り出した魔獣を蹴散らし、奴らを封ふう印いんの地に追いやった。封印の守り手は私の一族が担にない、その儀ぎ式しきを代々引き継つがせることにした。それが女王家の始まりなわけだけど、いつの間にか貴族とかいろいろ制度ができて、肝かん心じん要かなめの役割がおざなりになってしまったのはいただけないね」

　今話しているのは、アルメリア女王も話していた封印の巫女みことしての役割のことだろう。

　どうやら今の話し振ぶりからすると、王家が巫女としての役割を担っていたというより、元々巫女であった一族が後々王家を名乗り、それに合わせて貴族などの制度もできていったようだ。

「それはひとまず置いておくとして、大事な話をしよう。シェリー、お前のご先祖様の話だ」

「私の、先祖？」

「そう。つまりは、私たちとともに神々と戦った戦士のひとり、この場合、初代シャルラッハロートと言えばいいのかな」

　アルテミスは一いつ瞬しゆん、過去を懐なつかしむような表情を垣かい間ま見みせたあと、話を戻す。

「シャルラッハロートをはじめ、王国で四大貴族と呼ばれている血筋は元々、私たちとともに神々と戦った戦士の中でも、取り分け勇ゆう敢かんに戦った最も勇ゆう猛もうな戦士たちだった。それゆえに、かの大神との最終決戦においても、私たちとともに最前線で戦った」

「……」

「だからこそとも言えるのだけど……その戦いにおいて、シャルラッハロートは大神の最後の悪あがきとも言える〝業〟を背負わされることになる」

「〝業〟……ですか？」

「あるいは呪のろいと言ってもいい」

　アルテミスは語る。

「負けを悟さとった大神はその身を砕き、シャルラッハロートの血筋に呪いを仕込んだ」

「……その呪いとは？」

　シェリーは尋たずねる。

「端たん的てきに分かりやすく言えば、呪いの発動した者はその大神の分身とも呼ぶべき存在と成る。そして、神々の封印を解くべくして動き出すのさ」

「では……私の母は……」

「そう。件くだんの呪いは、君の母エリーズの代に発現し、彼女は大神の分身と成った。そして、神々の封印を破るために動き出したのさ。動きやすいように行方ゆくえを暗ませてね」

「ッ……！」

　シェリーは唇くちびるを嚙かみ締しめた。その口の端はしから血がひと筋流れる。

　アルテミスの言う過去の大戦から続く大きな流れ……彼女の母親はそれに巻き込まれたのだ。

「でも、その大神？　神野や郎ろうどものボスは、何でそんな回りくどいことを？　自力で封印を解けるなら、シェリーの先祖に呪いなんかかけてないで、さっさと外に出てきそうなもんだけど」

「理由はおおまかにふたつある。ひとつは、封印というのは概がいして内側より外側からの方が解きやすいこと。だから大神はこちら外側に分身を残した。もうひとつは、神々も大戦で弱っていたからさ。弱ったままこちらに戻ってきても、私たちにまた返り討うちにされるのがオチだからね」

「なるほど」

「神ってのは時間的概がい念ねんが希き薄はくだからね。気が長いとも言う。何千年程度なら、待った内にも入らないのさ」

「……待てよ。エリーズひとりがその呪いって奴やつで大神の分身になったとして、それが封印を解くために動くのは分かる。でも、アルメリア女王が攫さらわれた時、オルトリア以外にも複数の魔女騎士ヘクセンリツターがエリーズに協力してたぞ。あれはいったい何なんだ？」

「あれはおそらく、大神が自分の身を砕くだいた要領で呪いをさらに分け、さらに分身を作って手て駒ごまを増やしたのだろうさ。もっとも分身の粗そ製せい乱造は全体の質を下げるし、呪いの核かく自体を他ほかに移すことはできない。ゆえに、封印を解いたのちは、全すべての欠片かけらを一いつ箇か所しよに集めたのさ」

　神々を封印する『扉とびら』が開いたあと、王都中から小さな光が立ちのぼってエリーズの許もとに集まったのをハヤテは思い出した。

　あの小さな光たちがその欠片たちなのだろう。

「……」

　そういえばあの光を吸収したのち、エリーズの背に神と同じ翼つばさが生えた。

　おそらく分かれていた呪いの欠片が集まり、大神の分身は完全な物となったに違ちがいない。思えばそれに前後して、エリーズの声質がしわがれたものに変化していた。

「要するに、整理するとこういうことか？」

　かつてアルテミスはシェリーのご先祖とともに神々と戦って勝利し、奴らを封印した。

　しかし、神の親玉である大神はシャルラッハロートの血筋に呪いをかけ、時がくれば自分の分身が生まれるよう仕組んだ。

　そうして呪いによってエリーズは大神の分身と化し、自領の混乱に乗じて行方を暗まして、呪いを分けて手駒を増やしつつ、神々の封印を解く準備に入った。

「そして、ついに時が満ちて神々の封印を解いた……ってことか」

「大体その通りだな」

　アルテミスは頷うなずく。

「……」

　これが真実。

　エリーズの数々の行いは、全て大神の呪いに因よる物だったということか。

　やったな、と手放しで喜べるような状じよう況きようではないが、大きな懸け念ねんであった事案がひとつ解決したとも言える。

　だが、シェリーの表情は浮うかなかった。

　それどころか、沈しずんだ顔で、

「アルテミス女王陛下」

　と、初代女王に声をかけた。

「ひとつ、お尋ねしたいことがございます」

「何だ？」

「なぜ……シャルラッハロートの血筋に呪いが仕組まれていることをご存じでありながら、その血脈を絶とうとなさらなかったのですか？」

「……!?」

　この質問には、ハヤテの方が驚かされた。

　シェリーの言い方は、むしろシャルラッハロートの血脈を絶つべきだった、そう言っているに等しい。

　つまりは、先祖を殺すべきだったと……彼女はそう言っているのだ。

　そんなことをすれば、当然自分も生まれていない。

　それでも、呪いを残すくらいなら、そうすべきだったと。

　だがハヤテは驚きつつも、シェリーらしいとも感じていた。

　それに対して、アルテミスの答えは、

「……はぁ、さすがはあのシャルラッハロートの子孫だよ。先祖共々同じことを言う」

　という嘆たん息そくだった。

　そして、さらにこう答える。

「戦友を殺せるわけないだろうがバカバカしい」

「ですが、それで後世に災わざわいを残したのでは」

「死んだあとのことなんか知ったことか」

　アルテミスはキッパリと言った。

「私たちとあいつらが大たい神しんを斃たおすために、どれほどの血を流したか。誰だれが何と言おうと、あいつには幸せになる権利がある。いや、もはや義務と言ってもいい。血と汗あせを流した者が幸せにもなれない世界など、私は認めない」

「……」

「無論、悪徳によって災いを残すなら、それは罪だ。しかし、そうでないのなら、後世のことは後世の者たちが背負うべきだ。未来のために、今生きる者が犠ぎ牲せいになるなど愚おろかだと私は考える」

　その行こう為いが悪でない限り、人は自分の幸せを追求するべきだと、アルテミスは言う。

　暴論、のようにも聞こえるが、ハヤテは少なからず共感する部分もあった。

　それは他者のために己おのれを危険に晒さらそうとするシェリーの姿を、これまで何度も見てきたからかもしれない。もちろん、彼女が間違っているとは思わないが、それがこの世で最も正しい答えではないとも思う。

　本当の答えは、結局各おの々おのの心の内にしかないのかもしれないが。

「……まぁ、とはいえだ」

　そこで不意にアルテミスは表情を崩くずすと、眉まゆをひょいっと持ち上げる。

「さすがにそれでは無責任が過ぎるかもしれない。だから、私たちその大神の呪いの対たい抗こう手段を遺のこした──それがこの空間だ」

　そう言ってアルテミスは果てなき白の空間を指し示す。

「……と、ここからはあいつのことも一いつ緒しよに説明した方が早いな。そろそろ準備も終わるはずだが、遅おそいなあいつ」

　女王が「あいつ」と言ったのとほぼ同時に、

「俺ひとりに準備押しつけておいてヒデェ言い草だ」

　と、別の声がした。

　いつの間にか、男がアルテミスの隣となりに立っていた。

　あいつ──度たび々たびハヤテをこの空間に呼んだあの男だ。

「やっと終わったのか。待ちくたびれたぞ」

「ヒデェ言い草だ」

　もう一度同じことを言い、男は肩かたを竦すくめる。

「で、話は終わったのか？」

「昔話はひと通りな」

「残りは？」

「とりあえず、そろそろお前も自己紹しよう介かいしろ」

　親しげな会話のあと、男はこちらに向き直って……正確にはハヤテのことを見て、ぽりぽりと頭を搔かく。

「あー……自己紹介ってのも変な気分だな。まぁ、緊きん急きゆう事態だから仕方がない」

　男はこほんっと咳せき払ばらいをする。

「俺の名はシュトルム。この女の……まぁツレだ」

　と、男──シュトルムが名乗った瞬しゆん間かん、アルテミスの時と同じように、ずっとぼやけていた顔の輪りん郭かくがハッキリする。

　その、顔を見て、

「え!?」

「……!?」

　ハヤテとシェリーは揃そろって驚きよう愕がくの声を上げた。

「……俺？」

　シュトルムの顔が、ハヤテの顔と瓜うり二ふたつだったからだ。

　ふたりの反応を見て、シュトルムがまた頭を搔く。

「まぁ混乱するよな。特にお前ハヤテは。だからできれば自力で思い出してもらってから相対したかったんだが」

「いったい……どういうことなんだ？」

　混乱しながらも、ハヤテは声を振ふり絞しぼって尋ねた。

「まずは根本的な事実から話そう。俺とお前は、元々同じ人間だったんだ」

「？？？」

　シュトルムの言葉は簡潔明めい瞭りようだったが、それでも意味が分からず、ハヤテはますます混乱した。

　そんな彼に替かわり、シェリーが質問する。

「アルテミス女王陛下。こちらの方はもしかして、御おん身みの〝従者〟であったというあのシュトルムですか？」

　シェリーの質問を聞き、ハヤテは昨日観みた劇の中でシュトルムがアルテミスの従者という役回りだったのを思い出す。

「従者……？　ああ、今の時代にはそう伝わっているのか」

　アルテミスは頷き、質問に答える。

「私の尻しりに敷しかれているという意味では従者同然だが、こいつもまた我が戦友、いや、実際に大神を退け人類を勝利に導いた我らが〝英えい雄ゆう殿どの〟とでも呼ぶべきかな」

「その言い方やめろ。ムズがゆい」

「……！」

　相手は冗じよう談だんめかして言っているが、言われた方は衝しよう撃げきのあまり言葉を失った。今日だけでいったい何度目だろうか？

「女王陛下……それはいったい、どういうことなのでしょうか？」

「どういうも何も、言葉の通りだ。こいつと、そっちのハヤテは『同じ人間』だと言っていただろう。それだけ言えばもう、充じゆう分ぶんに意味は通じるのではないか？」

　アルテミスの言葉に、シェリーはハッとする。

「つまり、シュトルム様も『魔神器ゼーレ』が扱あつかえたということですか!?」

「様はやめてくれ、背中がかゆい」

「いちいちお前は話の腰こしを折るな。で、シェリー、今の質問だが、お前の想像通りだ。こいつは──シュトルムは『魔神器ゼーレ』を手に、神々の軍勢を散々に討うち、ついには奴やつらを封ふう印いんの地に押し込めた。我らが人類の主力にして、最大勲くん功こう者だ」

　何か、今、とんでもない歴史的事実が初代女王の口から告げられた気がしたが、ハヤテにとってはたいしたことのない、些さ末まつな話だった。

　とにかく今問題なのは、自分と、その人類の英雄殿とやらが、元々は同じ人間だったという、シュトルムのセリフだ。

「それで、俺とそいつが同じ人間ってのは、いったいどういうことなんだ？」

「その話をするためには先に、この空間についていい加減語っておかないとな」

　アルテミスは腕うで組ぐみをする。

「大神がシャルラッハロートの血筋に呪のろいを仕込んだことはもう話したと思うけど、その対抗策として私らも似たような物を後世に遺した。それがこの空間と、一冊の魔ま導どう書だ」

「魔導書？」

「シェリーは知っているはずだ。君はそれを使って、そちらのハヤテを召しよう喚かんしたはずなのだからな」

「家に代々伝わっていた魔導書が……」

（そういえば俺を召喚するのに使ったのは、シェリーの祖母ばあちゃんの遺品って言ってたっけ）

　シェリーもハヤテも思い当たる節があり、ひとまずその疑問は片付いた。

「儀ぎ式しきが形けい骸がい化したり遺した伝承が途と絶だえたりしたものの、その魔導書だけでもしっかり伝わっていてくれてよかったな」

　若じやつ干かん、他人ひと事ごとのようにアルテミスは言う。

　もし魔導書が失われていても、それは後世の人間の責任、とでも言うのだろうか。

「その魔導書に描えがかれていた召喚陣じんは、大神の呪いが発現した時にはじめて浮き上がるよう仕し掛かけを施ほどこしておいたのさ。それは、この空間に眠ねむる私たちの魂たましいを呼び覚まし、シュトルムを現世に再び召喚する儀式だった」

「え!?」

「まぁつまり、それが私たちの遺した呪いへの対抗策というわけさ。分かりやすいだろ？」

　要するに、神が復活するなら、神に打ち勝ったシュトルムも復活して、もう一度神をブッ斃すということだろう。

　確かに分かりやすい対抗策だ……が、ハヤテとシェリーが混乱の極きわみにあるのは、今の話に大きな矛む盾じゆんがあったからだ。

（シェリーが使った召喚陣はシュトルムを召喚するための物だった……って、実際に召喚されたのは俺のはずだろ？　あれ？　いや、俺とシュトルムは元々同じ人間だから間違ってない？　いかん、いよいよわけが分からなくなってきた）

　ハヤテはもう頭から煙けむりが出そうだった。

　シェリーですら、考えを纏まとめきれていないらしく、二の句を継つげないでいる。

「……で、まぁここでハヤテとシュトルムが元同一人物って話に戻もどるわけだけど」

　話を再開するアルテミス。

　ハヤテとシェリーは募つのる疑問の答えを知ろうと、食い入るように彼女の口元を見つめた。

「問題が起きたのはいざ召喚って時さ……シェリー」

「はい？」

「君、魔導書をよく読み込まずに召喚を行っただろ？　そのせいで不具合が起きて、シュトルムの召喚が不完全になっちゃったんだよ」

「……あ！」

「そういや前にリンネさんに魔導書のこと尋たずねられた時、最低限しか読んでない的なこと言ってたよな」

「えっと……ご、ごめんなさい」

　シェリーは狼狽うろたえ、頭を下げる。

　一方、アルテミスは特に気にしていないようで、

「まぁ結果おーらいだったんじゃないの？　だって、召喚が不完全だったからこそ、そっちのハヤテが生まれたわけだしさ」

　と、言った。

　これにはハヤテもシェリーも押し黙だまる。

　召喚が不完全だったからこそ、今のハヤテが生まれた。

　偶ぐう然ぜんによって生まれた出会い。

　それがこの主従関係を作った……そう考えると、非常に得え難がたい運命の産物であるように感じられる。

「けど、俺は召喚された時、『ハヤテ・ミツルギ』って自分の名前を思い出したぞ？　それはどういうことなんだ？　不完全にしろ、俺が『シュトルム』と同一人物なら、そっちの名前を思い出すべきなんじゃないか？」

「その答えはまぁ簡単だ。俺は元々ハヤテ・ミツルギって名前だったんだが、こいつに仕える際にシュトルムって改名したんだよ」

　ハヤテの疑問にシュトルムが答える。

「まぁ、改名自体はたいした理由じゃない。ただお前が召喚された時、シュトルムとしての記き憶おくを大半失ったせいで、元のハヤテって名前の方を思い出したんだろうよ」

「なるほど」

「それで、もう疑問は尽つきたか？　そろそろ、本題に入りたいんだが」

「っと！　そうだ！　結局大たい神しんはどうするんだよ!?　アンタらの残した対たい抗こう策さくってのは、シュトルムがもう一度奴らを斃たおして封印することなんだろ!?」

　だが肝かん心じんの召喚が不完全であったため、シュトルムはハヤテとふたりに分かたれ、別々の存在になってしまった。

　つまり、当初アルテミスたちが立てていた策はなくなってしまったに等しいのだ。

　おまけにハヤテは現世にて『天照凶ツ神魔カオスグラデイウス』を折られ、『神上魔槍グングニル』で胸を貫つらぬかれている。

　この状じよう況きようでどうすれば神々に勝てるのか？

「安心しろ。切り札は残ってる」

「え？」

　シュトルムは改めて周囲の白い空間を指し示す。

「この白い空間──この空間を覆おおう白は、アルテミスの魔ま力りよくの色だ。つまり、この空間全すべてが、数千年かけてこいつが溜ため込んできた魔力貯蔵庫ってこった」

　これにはハヤテもシェリーも目を瞠みはる。

　前述の通り、この空間は果てがないと錯さつ覚かくするほど広い。

　この全てが魔力。

　魔力を持たないハヤテであっても、それが途と方ほうもない力であることは理解できた。

「じゃ、じゃあこれで大神や神々の軍団を斃せばいいのか？」

「アホ」

　横からアルテミスに額を小こ突づかれる。

「これほどの魔力を破は壊かいに使ったら世界そのものが壊こわれるわ！　ちょっとは頭使え」

「そんな……」

「第一、相手は神、それもこの世界の創世に関かかわる神だ。奴らをただ滅ほろぼせば、その因果を被こうむってこの世界も消しよう滅めつする。だから私たちは奴らを封印に止とどめたんだ」

「な、ならどうしたら？」

　罵ののしられようと、今いま更さら恥はじも外聞もない。

　まだ世界を救う術すべがあるのなら、どんなことでもする。

　みっともなく縋すがりつくくらい朝飯前だ。

　シェリーを助けるためなら。

「第三階かい梯ていだ」

　シュトルムは端たん的てきに告げた。

「『魔神器ゼーレ』の究極奥おう義ぎ、世界殺しの魔神技ラストオリジンをこれからお前に教え……いや、正確には使い方をお前の中に流し込む」

「……！」

　王殺ごろし、神弑ごろし、と来て、ここで世界滅ごろしか。

「この第三階梯の技わざを使うには、第一、第二と階梯を順にのぼる必要があった」

「……だから第二階梯の習得を急がせたのか」

「そういうことだ」

　全てはこの時のことを見み越こして、ということか。

　それに先さき程ほどは聞き流してしまったが、アルテミスもこの時のため数千年もここで魔力を溜め続けてくれていたのだ。

　後世のことは後世の責任と突つき放すようなことを言っておいて。

「……教えてくれ、その第三階梯を」

「それはもちろんだが、その前に聞け。実のところ、お前に第三階梯を託たくす上で、問題がふたつある」

「問題がふたつ？」

「ひとつは後回しだ。まず、最初の問題を片付けなければ話したところで意味はない」

「なら、言ってくれ。その最初のひとつ目って奴を」

　ハヤテは静かにつばを吞のみ込み、尋ねた。

　シュトルムは、答える。

「使い方を流し込むとさっき言ったが、それはつまり不完全な召喚によって分かたれた俺とお前の魂と情報をひとつに統合するということだ。そうしなければ第三階梯を扱あつかえる土台が成り立たない」

「……？」

　それがつまりどう問題なのか分からず、ハヤテは首を傾かしげた。

「……！」

　だが隣となりではシェリーが明らかな動どう揺ようを見せており、それがただならぬ問題なのだということは自然と察せられた。

「つまり、どうなるんだ？」

　今度はつばを吞み込まずに、ハヤテはもう一度尋ねる。

「今までは第一、第二と、少しずつ俺をお前に染み込ませるだけだったから、お前ハヤテという自我は保たれた。しかし、今回は一気に俺シユトルムの全情報を流し込む。最悪の場合、お前の人格は俺に上書きされ、全て消し飛ぶ」

「───！」

　人格の消滅。

　それは今のハヤテ・ミツルギの死を意味する。

　冷ひや汗あせが頰ほおを流れた。

　無言のまま拳こぶしを握にぎり締しめるハヤテに対し、シュトルムがさらに言う。

「もちろん、俺が進んでお前の人格を消そうとは思わない。だが、それでも統合時に衝しよう突とつはどうしても起こる。そして……いわば今のお前は偶然の産物によって生まれた仮の人格だ。魂と肉体の優先権はどうしても俺にある。ゆえに、お前が情報統合の渦うずに吞み込まれればそれまでだ」

「……もし、俺が消えた場合、第三階梯はどうなる？」

　ハヤテはまず大事な質問から先にした。

「第三階梯については元々俺の物なのだから問題なく使える。ただふたつ目の問題が残ってしまうが、まぁその場合はその場合で上手うまくやるつもりだ」

「そうか……一回世界を救った奴やつがそう言うんなら、まぁ安心だ」

「ハヤテ！」

　自じ嘲ちようするような物言いをしたハヤテをシェリーが咎とがめる。

「大だい丈じよう夫ぶだ。シェリー」

　ハヤテは彼女を安心させるため、微笑ほほえんだ。

「別に最初から諦あきらめてるわけじゃない。偶然の産物だろうが何だろうが、俺は俺として、この世に生まれた。俺の帰る場所は、いつだってシェリーの隣だ」

「ハヤテ……」

　シェリーは伸のばしかけた手を、くいっと引っ込めた。

「……そうね。あなたは私の奴隷ものなんだもの。必ず主あるじの下もとに帰ってきなさい。何なら首輪にリードだってつけてあげるわ」

「犬の散歩みたいになるのは勘かん弁べんして欲しいな」

　ハヤテは笑い、シェリーも笑った。

　それらをアルテミスは微笑ましそうに眺ながめ、シュトルムは見せつけるなとばかりに軽く嘆たん息そくする。

　そして、シュトルムとハヤテは魂たましいの情報を統合する準備に入った。

「いいか？　この数ヶ月『ハヤテ・ミツルギ』として過ごした己おのれの時間を強く思い起こせ。それが無我の平野を歩く道標になる」

「『俺』なのに難しいこと言わないでくれ」

　ハヤテは苦く笑しようしつつ、頷うなずく。

「要は、愛してる女のことを忘れなきゃいいんだろ？」

「くくっ、その通りだ」

　次の瞬しゆん間かん、ハヤテの意識は情報螺ら旋せんの渦に吞まれた。




　　　　▽




　ビクトリア・ヴェルデは膝ひざをついていた。

　シェリー・シャルラッハロートに勝まさるとも劣おとらない強き性しよう根ねの持ち主が泣いていた。

　そのシェリーと……ハヤテ・ミツルギの遺体を前に泣いていた。

「うっ、うっ、ハヤテさん……シェリー、さん」

　ビクトリアの涙なみだは止まらない。

　その手はすでに『蛇翼の鞭テイルワーム』を手放していた。

「シュー……」

　契約獣サーヴアントのリンドヴルムも力ない。

　ただどうすることもできず、主の傍そばで所在なさげにうろうろしている。

　周囲では、神々の軍団が王都を破壊しまくっているというのに。

「うっ、うっ」

　ビクトリアはハヤテとシェリーが槍やりで貫かれたのち、落下する彼らの体を追って受け止め、ふらふらと地上へ降りた。

　降りた場所は闘とう技ぎ場の傍だった。

　そのおかげで頑がん丈じようなミスリルの壁かべが、無防備な彼女の身を護まもってくれていた。

　ただし、それは単なる偶ぐう然ぜんだ。

　今のビクトリアにそんな判断力ありはしない。

　たまたま運よく生き延びているに過ぎない。

　しかし、その命運もほどなく尽きるだろう。

『リギュリリリリリイ』

　神の軍団は圧あつ倒とう的てきだ。

　魔女騎士ヘクセンリツターたちは道みち端ばたに落ちたゴミ屑くずのように蹴け散ちらされている。

　さっきビクトリアが避ひ難なん地まで誘ゆう導どうした民衆も、どれだけ生き延びているか……。

　往時の彼女であれば、敵の強大さに怯ひるんで貴族の責務を果たさず逃にげることはなかっただろう。

　だが、しかし、今はダメだ。

　敵への恐おそれよりもはるかに深い悲しみが、ビクトリアから戦う気力を奪うばっている。

　なにせ、初はつ恋こいの相手と、そのライバルを、いっぺんに失ったのだから。

（これほどまでに自分がどうしようもなくなるとは、わたくしですら思ってもみませんでしたわ）

　この感情は理ことわりの外だ。

　あまりにも言葉では説明しがたい……痛みなのか、苦しみなのか……それすらも言い表せない。

　ただ……力が抜ぬける。

　生きようという気持ちが湧わいてこない。

　涙が涸かれ果てるのが先か、神に殺されるのが先か。

　もはやどちらでも構わないとすら、頭の隅すみでは思っていた。

　その、時だった。

「!?」

　突とつ然ぜん、ハヤテとシェリーの胸にあいた穴が白い光とともに塞ふさがり始めた。

「いったい何が」

　起こっているんですの、と最後まで言う前に。

　ハヤテとシェリーはパチリと目を開いた。

　もう二度と開くことのないと思っていた目を、もう一度。

「う、あ……なんか胸焼けが」

「ハヤテさん！」

「うおっ!?　っと、ビクトリアか」

　思わず感極きわまって抱だきついたビクトリアに対し、ハヤテは一瞬目を白黒させる。

　が、相手がビクトリアと分かると、今度は逆に背中に手を回し、やさしく叩たたいてくれた。

「悪い。心配かけたな」

「まったくですわ、もう！」

　それ以上は言葉にならず、ハヤテの胸に顔をうずめて泣きじゃくる。

　しかし、先程は涙を流すほど力が抜けていく気がしたのに、今は逆に力が漲みなぎってくるのを感じる。

（ああ、まったく、どれだけ現金なのでしょうね、わたくしは。貴族として恥はずべきことですわ）

　胸の内で苦笑し、ビクトリアは涙を拭ぬぐう。

「なぜ蘇よみがえられたのか仔し細さいは尋たずねませんわ。それよりも今は王都と人々を護りませんと」

「そのことなんだが」

「……？」

　彼にしては珍めずらしくこちらの話を遮さえぎってきたので何かと思えば、驚おどろくほど真しん剣けんな目で顔を見つめられた。

　こんな時だと言うのに、顔が火ほ照てる。

「なっ、何ですの？」

　頰を赤くしながら、ビクトリアは尋ねる。

「今からするのは大事な質問だ。真剣に答えてくれ」

「……分かりましたわ」

　ハヤテの声こわ音ねに、ビクトリアも座ったまま姿勢を正す。

「俺はシェリーのことを愛してる」

「───」

　ビクトリアの胸に確かな痛みが走る。

　その直後に。

「それでも俺のことが好きか？」

　ハヤテはとんでもない質問をぶちかましてきた。

　だが、悪ふざけでも、こちらの気持ちを弄もてあそんでいるわけでもないのは、彼の性格からして分かる。

　これは何か重要な質問なのだろう。

　ならば、と、ビクトリアは真剣に己に問う。

　自分以外の女を好きと言う彼を、真剣に好きと言えるか、否いなか。

　答えは、否だ。

　いや、否でなければならない。

　不実は貴族のやることではない。

　だがしかし。

　しかし。

　そんな貴族や社会のルールや建前を排はいした上ではどうか？

　答えは決まっている。

「好きですわ」

　その言葉は思ったよりすんなりと自分の口から出た。

「わたくしはハヤテさんのことが、好きです」

　ついさっき、あれほど思い知らされたのだ。

　彼の喪そう失しつが、どれほど自分を見失わせるかを。

　即すなわち、ハヤテ・ミツルギという男の、自分の中での存在の重さを。

　報むくわれるから好きなのではない。

　好きだから、好きなのだ。

「ありがとうな、ビクトリア」

　ハヤテは礼を言った。

　そして、彼の唇くちびるが自分のそれに重ねられる。

「ん、ぐっ!?」

　突然のことにビクトリアは目を瞠みはり、反射的に隣となりのシェリーを見た。

「……」

　シェリーは目を伏ふせている。

　だが、怒おこっている様子もないし、かといって気づいていない様子もない。

　何がなんだか分からない──と、ビクトリアが混乱していると、不意に自分の胸むな元もとが熱を帯び、燃えるように熱くなった。

「何ですの!?　んっ!?　ンンン!?」

　急に、ゾクゾクゾクゾク、と。

　全身を突つき抜ける快感。

「ふあっ……」

　腰こし砕くだけになるまま後ろに倒たおれそうになるビクトリアをハヤテが支える。

「い、いきなり、ンッ!!　……ど、どうしたんですの？」

　未いまだ快感の中にいるビクトリアは、紅潮した頰ほおと涙目のままハヤテに尋ねた。

「契けい約やくの儀ぎ式しきだ」

「契約？　何の……」

　そこでふと、ビクトリアは自分の胸元のある変化に気がついた。

　破れ、素す肌はだをさらした胸の谷間に、色いろ鮮あざやかな青の結印が浮うかんでいる。

　紋もん章しようは海うみ蛇へび。

　輝かがやきは海の色。

　まるで、シェリーの胸元に咲さく紅くれないの剣けんの紋章のような。

「この結印は？」

「俺とビクトリアの絆きずなの証あかしだ」

　そう言ってハヤテはビクトリアに新たに浮かんだ結印に手を伸のばす。

「創造クリエイシヨン──」

　その瞬しゆん間かん、ハヤテの右手に浮かぶ結印の紋章が海蛇に変わった。

「ンッ、アッ!?　ア、アアアアン！」

　続けて、先さき程ほどとは比べものにならないほどの快感が脊せき髄ずいを貫つらぬき、ビクトリアの背が反り返る。

　そうして突き出された彼女の胸の谷間から、ハヤテは新たな『魔神器ゼーレ』を引き抜いた。

「──『世界蛇の軀鞭ヨルムンガルドロアー』」

　ハヤテの手には、海かい竜りゆうの鱗うろこを束ねたような鞭むちが握にぎられていた。

「『魔神器ゼーレ』……？　わたくしと、ハヤテさんの？」

「行くぞ、ビクトリア」

　未だ放心状態にあるビクトリアを抱いたまま、ハヤテは跳ちよう躍やくした。

　二、三度突とつ起きを蹴けり、ハヤテはまたたく間に闘とう技ぎ場のてっぺんに達する。その動きは致ち命めい傷しようを負ったばかりとは思えない軽かろやかな物だった。

　闘技場の上からは王都の西側が見える。

　今まさに、神々の軍団が砕くだき、壊こわし、蹂じゆう躙りんされる街の姿が。さらにはその元げん凶きようたる神々を吐はき出し続ける『扉とびら』のひとつが。

「これ以上は好きにさせない」

　ハヤテは静かに闘とう志しを吐き出すと、『世界蛇の軀鞭ヨルムンガルドロアー』を振ふり上げる。

「魔神技ラストオリジン──」

　一いつ閃せん。

　地上へ向けて振り下ろされた鞭は、ドガガガガガと石いし畳だたみを抉えぐり飛ばしながら、広く横一文字に線を引いた。

　その、黒い土が見える線の底から。

　ごぽり、と。

　突然、水音が湧き上がった。

「──原初海帰流タイダルウエイブノア!!」

　轟ごうッ!!

　ビクトリアは一瞬、間欠泉でも噴ふき上がったのかと勘かん違ちがいした。

　だが、そうではない。

　実際は、間欠泉などという規模をはるかに超こえていた。

　たった今ハヤテが引いた横一文字の線。

　その線をなぞるように、大量の水が、闘技場のてっぺんよりも高く噴ふん出しゆつしているのだ。

　しかも水の勢いはドンドン増している。

　そして、その城じよう壁へきの如ごとき水量が。

　ドッ!!　と一気に神々の軍団を吞のみ込む大おお津つ波なみへと変化した。

『リ……』

　断だん末まつ魔まの一語すら吞み込まれ、一瞬で聞こえなくなる。

　当然、こんな海とも隣りん接せつしていない大陸のド真ん中で、いきなり津波など発生するはずもない。

　ハヤテの魔神技ラストオリジン『原初海帰流タイダルウエイブノア』が成した業わざだ。

　しかも、大津波は神々の軍団だけを吞み込み、街は最初に引いた線以外傷ひとつなかった。ずっと神々と戦っていた魔女騎士ヘクセンリツターたちも無事だ。

　完全にハヤテの意のままに動く濁だく流りゆうは、やがて一点の目的地に行き着く。

　即ち、神々が出てくる西の『扉』。

　だが『扉』は地上よりはるか上にある。

　ならば、とばかりに。

　ゴゴゴゴゴゴウッ!!

　津波はさらに巨きよ大だいに変化した。

　もはやてっぺんは雲にも届かんばかりの高さとなり。

　そのまま『扉』をひと吞みに、一瞬で空の上から引きずり下ろすと、あっさり水底に沈しずめ、二度と浮かんでくることはなかった。

「すごい……」

　ビクトリアはハヤテに抱だき上げられたまま、その光景を眺ながめていた。

　あれほど強力だった神々を一いち撃げきで葬ほうむり、『扉』まで破は壊かいする。

『レーヴァティン』でさんざ慣れていたはずだが、今のが自身の体から彼に直接引き抜ぬかれた『魔神器ゼーレ』によって引き起こされたのだと思うと、全身が痺しびれるような感覚が走る。

　いや、実際さっきからずっとそんな感じで、足あし腰こし立たないのだが。

　そんなビクトリアの体を、ハヤテは地上に降りてから、倒とう壊かいした民家の壁かべにやさしくもたれかけさせる。

「俺たちは次の『扉』に向かわなきゃならない。悪いけど、ここでジッとしててくれ」

「いえ、わたくしも……」

「魔神技ラストオリジンに使う魔ま力りよくは、『魔神器ゼーレ』を精製した魔女騎士ヘクセンリツター本人から引っ張ってくる。いきなりあんな大おお技わざ使った直後じゃ、走るのも飛ぶのも無理だ」

　言われてみれば快感のほかに、全身にだるく重たい感覚がのしかかっている気がする。

「……」

「大だい丈じよう夫ぶだ」

　不安そうな表情を覗のぞかせるビクトリアの頰を、ハヤテの手がそっと、やさしく撫なでた。

「俺が全部終わらせてくる」

　その言葉に、不思議と安あん堵ど感かんを覚え、

「分かりましたわ」

　ビクトリアは頷うなずき、駆かけていくハヤテたちの背中を見送った。
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　ハヤテたちは大急ぎで王都の北を目指していた。

『魔神器ゼーレ』はまだ折れたままだ。だがそれでも身体能力向上の恩おん恵けいは受けられる。

　懸け念ねんとしては『扉』を破壊された大たい神しんに発見されることだが、その心配はない。アルテミスがふたりに大神から身を隠かくす魔法をかけてくれたからだ。

　ハヤテは全速力で北へ向かう道すがら、白い空間でのことを思い出していた。

　──『お前に第三階かい梯ていを託たくす上で、問題がふたつある』

　シュトルムは事前にそう断っていた。

　ひとつ目の魂たましいと情報の統合は幸いにも上手うまくいき、ハヤテはハヤテのまま意識を取り戻もどした。

　と、そこでふたつ目を聞く前にシュトルムがいなくなってしまったわけだが、残るふたつ目の問題についてはアルテミスが教えてくれた。

　──『第二の問題は単純。今この空間に溜ため込んでいる魔力があっても、第三階梯を使うにはギリギリなんだ』

　最初は耳を疑ったが、すぐにそうなのだろうなと納なつ得とくした。

　シュトルムとひとつになることで知った第三階梯。

　さすが世界を滅ころすと謳うたうだけのことはある究極奥おう義ぎだ。

　確かにこの技を使うには、果てなき空間いっぱいの魔力を用いて、なおギリギリ撃うてるか撃てないかだと言われても頷かざるを得ない。

　それほどに途と方ほうもない技だ。

　──『まぁ本当は下位格の神々を蹴け散ちらす分くらいの余よ裕ゆうはあったんだけど、君が『天照凶ツ神魔カオスグラデイウス』を折っちゃうからさぁ。その修復と、肉体の再生で、本当に一発放てるかどうかって状態になっちゃったんだよね』

　アルテミスは肩かたを竦すくめながらそう言った。

　ちなみにシェリーは一度肉体が死んだため、魔力の備び蓄ちくがまったくない状態だそうだ。時を置けば回復するが、当然そんな時間はない。

　ゆえに、第三階梯を放つ際、アルテミスがシェリーを通じてこの空間の魔力を供給してくれるそうだが、前述の通り無む駄だ遣づかいは一いつ切さいできない状態だ。

　──『だから、第三階梯で大神を斃たおすまで、残りの神の軍団はほかの『魔神器ゼーレ』を使う必要がある』

　ほかの『魔神器ゼーレ』と言われ、ハヤテは目を丸くした。

　てっきりシェリーとの物が唯ゆい一いつ無二の『魔神器ゼーレ』だと思っていたからだ。

　しかし、アルテミスは全然違ちがうとこちらの先入観を否定した。

　──『『魔神器ゼーレ』は人の心の絆が生む力だ。シェリーのように、真に心の底からハヤテと心通わせる少女たちなら、契約によって『魔神器ゼーレ』を精製できるようになるはずだよ』

　ハヤテと心通わせる少女たち。

　そう言われ、ハヤテの脳のう裏りに浮かんだ少女はシェリー以外に四人いた。

　ビクトリア。

　キルル。

　アリア。

　ピア。

　彼女たちとならもしかしたら。

　ハヤテがそう考えるのもお見通しであるかのように、アルテミスは説明を続けた。

　──『契けい約やくを交かわす時は、誠実な言葉を以もつて挑いどめ。ウソや偽いつわりは心に後ろめたさと濁にごりを生む』

　人と人が心から通じ合うことは難しい。

　それでもなおつながる心があるから、人の絆は何よりも強いのだとアルテミスは教えてくれた。

　──『彼女らの力を借りて神々の軍団を打ち斃し、最後に大神を第三階梯で仕留めろ。大丈夫だ、きっと上手くいく』

　アルテミスは最後に。

　──『なにしろ私たちでもできたんだからな』

　ニッと笑って、そう告げた。

　そして彼女の力で現世へと戻り、直後にビクトリアと契約を交わして、無事西の『扉』を撃破したわけだが。

（やっぱり少し気まずいな）

　契約法がキスなのは、そう決まっているのだからもうどうしようもない。

　だからと言って、愛を誓ちかった女の前で別の女と唇くちびるを重ねるのだ。

　仕方のない、世界の存亡がかかった状じよう況きようとはいえ、良心の呵か責しやくに苛さいなまれる。

「くだらないこと考えてない、ハヤテ」

　ぎくっとハヤテは肩を竦ませる。

　シェリーの問いはまるでこちらの頭の中を覗いているような言だった。

「私を気き遣づかう必要ないわ。今は国家存亡の、いえ、人類存亡の瀬せ戸と際ぎわよ。キスごときでぐだぐだ言わないわ。ファーストは私の物なわけだし」

「……」

　シェリーの方こそこんな時にくだらないことを考えてる気がするが、まぁ黙だまって聞く。

「それに私へのハヤテの気持ちを今いま更さら疑うことなんてないわ。それこそ愚ぐ問もんというものよ。だから、あなたとビクトリアさんが心から気持ちを通わせようと、その気持ちの分、私への気持ちが減るだなんて思わない」

「シェリー……」

「きっと、あなたの心の容量は誰だれよりも広いのね」

　シェリーはやさしく微笑ほほえんだ。

　それは、シェリーを、キルルを、ビクトリアを、アリアを、ピアを、そのほかにもシルヴァーナやリンネを助けてきたハヤテにだからこそ、シェリーはそう言ったのかもしれない。

「あなたは私をいくらでも愛してくれる。それが口先だけでないことも知ってる。それに、ビクトリアさんたちのことは私も好きよ。だから、大丈夫。不安なんてない」

「えっと……本当にいいのか？」

「ええ。ただハヤテがキチンと私との約束を守ってくれればね」

「約束？」

　シェリーとの約束……はいろいろとしている気がするが、どれのことだろうか？

「私の夢が叶かなったら、私の一番大事なものをあげるって約束よ！」

　彼女はまるでイタズラを成功させた子供のように笑った。

　しばし考えて……ハヤテはその約束を思い出す。

　あれは七つ首を討とう伐ばつしたのち、ビクトリアの屋や敷しきで、ふたりベッドに並んで座りながら交わした約束だ。

「あれは『魔宴ヴアルプルギス』を制せい覇はしたらって約束だろ!?」

「些さ細さいなことよ」

「些細か!?」

「嫌いやなの？」

「い……嫌じゃないけど」

「なら問題ないでしょう」

「なっ、ちょっ、シェリー！」

　ハヤテは慌あわてるが、ロクな反論が思いつかない。

　そうこうしている内に北の激戦地が見えてきた。

「さあ、行くわよハヤテ」

「ああもう！」
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　ピア・レイシスは戦っていた。

　彼女は元々自分から攻せめるのではなく、受けて敵を返り討うちにするタイプの魔女騎士ヘクセンリツターだった。

　また戦せん況きようを冷静に見定める目と分ぶん析せきする頭脳を持ち、それゆえに先のオルトリアとの乱戦でも最後まで生き抜いたのだ。

　そして、今もまたここで。

　ピアは最後のひとりになりながら、必死に戦う術すべを模も索さくしていた。

「はぁ、はぁ……」

　息を切らせながら、羽根の弾だん雨うを搔かい潜くぐる。

　すでに味方はいない。

　全員やられてしまった。

　神の軍団はまだほとんど減らせていない。

　街は火の海。

　右を向いても地じ獄ごく。

　左を向いても地獄。

　死線を潜り抜ぬける度たびに意識は鋭えい敏びんになっていくが、それも限界が近い。

　ピアは己おのれの死期を悟さとり始めていた。

　だが。

「は、はぁ、クッ！」

　避よける。

　まだ避ける。

　諦あきらめによって足を止めない。

　死期が見えているのなら、その際きわまで戦い抜くだけ。

　それがピア・レイシスの生き様であると、二十年にも満たない彼女の生が訴うつたえ、立ち止まることをよしとしなかった。

　ところが一方で、頭の隅すみで小さく囁ささやく声もある。

　もっと！

　もっとハヤテ・ミツルギとの時間が欲ほしかった！

　誰かを愛する強さを教えてくれたあいつに……

　もっともっと愛することを教えて欲しかった！

　それ以上に。

（私が、あいつを、愛してみたかった）

　ピアの目め尻じりから涙なみだが溢あふれる。

　最後の最後で彼女が流した涙。

　ここが死地だ。最後だ。

　もはや自分には敵の攻こう撃げきを避ける余力がない。

　それを自覚し、悟り、ピアは槍やりの重さに耐たえかねて、それを手放そうとした。

「！」

　だが、その直前に、彼女は死地から救出される。

　横合いから伸のびた手によって。

　力強く腕うでを引かれ、遮しや蔽へい物の陰かげから陰へ。

　気がつけば神々の軍団から一分ほど離はなれた場所に連れてこられていた。

「ピア、大だい丈じよう夫ぶか？」

「ハヤテ……」

　安あん堵どからか、いつもとは違う声こわ音ねになって、ピアはハヤテの名を呼んだ。

　頰ほおにはまだ涙が流れた跡あとが残っている。

　それを拭ぬぐいもせず、ピアはさらに泣いた。

「よかっ、た……また、会え、て」

　ぽろぽろ　ぽろぽろ

　思えば泣いたのはいつ以来だろうか？

　そんなことすら思い出せない。

　ただ今は、はじめて泣く赤子のように、止め処どなく大おお粒つぶの涙をこぼした。

「ピア。怖こわかったのか……遅おくれてすまない」

「～～～」

　ピアは首を横に振ふる。怖かったのか、なんて聞かれたのもはじめてだった。

「ハヤテ」

　それまでピアは気づかなかったが、シェリー・シャルラッハロートもいるようだ。彼女は何か急せかすように、彼に呼びかける。

　ハヤテが軽く頷うなずく気配を感じ、今が泣いている場合ではないと分かっているピアも、泣き顔のまま面おもてを上げた。

「ピア。時間がないから、申し訳ないが手短に聞かせて欲しい」

「あ、ああ……」

　ピアがかろうじて頷くと、ハヤテも頷いて、訊きいてきた。

「前に、ピアは俺に愛を注いで欲しいって言ってたよな？」

「ああ」

「知ってると思うけど、俺にはもう固い契ちぎりを交かわしたシェリーがいる。ほかにもビクトリア、キルル、アリア、たくさんの女の子が周りにいる」

「ああ」

「そんな俺なんかの愛が、本当に欲しいのか？」

「当たり前だ！」

　ピアは力強く頷いた。

　本心から、首を縦に振った。

「ありがとう、ピア」

「──むッ!?」

　いきなり唇を塞ふさがれ、ピアは驚おどろきに目を見開いた。

　だが直後に四し肢しが痺しびれるような甘い快感が背筋をのぼり、途と端たんに目を蕩とろかせ、視線をぼやけさせた。

　彼女の胸むな元もとに結印が浮うかぶ。

　紋もん章しようは槍。

　色は剛つよき鋼はがねの色。

「創造クリエイシヨン──」

　ハヤテの右手が結印に触ふれる。

「ふあッ!?　あ、っ!?　ああ!?　あああううう!?」

　再び衝しよう撃げきを受けるほどの気持ちよさが全身に溢れ、思わずピアは身をよじる。

　しかしすでに四肢に力が入らず、手足がピクピクと痙けい攣れんするばかりだ。

　普ふ段だんからあまり快感に慣れていないせいだ。

　こんなにも気持ちのいいことがあるなんて今まで知らなかった。

「──『核鉄超意槍フレイウルツアイト』」

　ピアの胸元から赫せき鋼はがねの剛ごう槍そうが抜き出される。

　ゆうにハヤテの身長の倍はある槍は、石いし突づきで地面を突くだけで周囲の植木が震ふるえた。

「ピア。立って、槍は持てるか？」

「ふ、あ？」

　意識朦もう朧ろうとしたまま、ぽ～っとした頭で、ピアは答える。

　それでもハヤテの頼たのみに答え、槍に摑つかまり立ち上がろうと試みた。その脚あしは生まれたての子こ鹿じかのように震えている。

「悪い。魔神技ラストオリジンは魔女騎士ヘクセンリツターとの距きよ離りが近い方が威い力りよくを増すって、俺の中のシュトルムが教えてくれるんだ。だから、あともう少しだけ頑がん張ばってくれ」

「あぅ」

　ふらふらのまま、カクンッと頭が落ちるように頷くピア。

　ハヤテは彼女を槍に摑まらせ、その体をしっかりと支えながら大通りに出る。

　そこは北から侵しん攻こうしてくる神々の真正面だった。

　当然、即そく座ざに羽根の矢が飛んでくる。

　周囲に着ちやく弾だんし、石いし畳だたみが爆はぜ砕くだけて舞まった。

　破は片へんがハヤテの頰を裂さき、鮮せん血けつを滴したたらせる。

　しかしそんな傷、彼は物ともしなかった。

「行くぞ！　ピア！」

「あ、ああ……！」

　ハヤテとピアは左右から『核鉄超意槍フレイウルツアイト』の柄えを握にぎり締しめる。

「魔神技ラストオリジン八極轟突震バオフイニクスアングリフ!!」

　瞬しゆん間かん、ハヤテとピアの両者の肉体は槍と化す。

　鋼よりも、金こん剛ごうよりも、なお硬かたき最強の矛ほことなりて、無敵の盾たてをも打ち破らん。

　それが八極轟突震バオフイニクスアングリフという業わざの正体だった。

　飛槍と成ったハヤテたちは、魔ま弾だんの如ごとく神々の軍団に襲おそいかかる。

　一、二、三、四、五、次々と飛槍は神々を貫つらぬき、その貫かん通つう力と衝しよう撃げき力りよくを以もつて五体をバラバラにした。

　神も羽根の矢を射かけるが、全すべてが弾はじかれ意味を成さない。

　最強の矛は、同時に無敵の盾でもあった。

　矛む盾じゆんが相対せず合一し、今は総すべてを屠ほふり、総てを護る剛槍に。

　やがて北の神々を殲せん滅めつした飛槍は次なる獲え物ものに狙ねらいを定める。

　即すなわち、『扉とびら』へ。

　動く的神も動かぬ的扉も。

　彼らの前にはただの紙くず同然。

　粉々に砕け散るのは必定だった。

　そうして北の『扉』を破は壊かいしたハヤテとピアは、シェリーの待つ場所へと戻もどる。

「あっ……」

　技わざを解くと、途端にピアはその場に倒たおれ込む。

　疲ひ労ろうと快感のダブルパンチで、もはや肉体が限界を迎むかえていた。

　が、ピアが完全に倒れる前に、ハヤテの腕がその体を抱だきとめた。

「ハヤテ、ミツルギ……」

「無理させてすまない。北はもう大丈夫だ。ピアはここで休んでいてくれ」

「……」

　やさしく地面に横たえられながら、ピアは自分の胸元に浮かんだ結印を見やる。

「これは……」

「俺とピアの心が絆きずなで結ばれたから浮かんだ印だ。そのおかげで敵を一いつ掃そうできた」

「ああ……」

　愛されたい。

　愛してみたい。

　まだ自分は「そこ」まで達することができていないつもりだったけれど。

　自分とハヤテの心はすでに絆で結ばれている。

　男の愛し方が分からなくて、人から聞いたやり方ばかり試してはハヤテに呆あきれられていた気がするが。

（愛したいという気持ちがすでに愛だったのか）

　ピアはそのことに気づき、自然と微笑ほほえみを浮かべて、気を失った。
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　アリア・ヴァイスハイトは走っていた。

　東へ向かったアリアは『未来演算眼フユーチヤーサイト』で敵の攻撃を読み、最前線の魔女騎士ヘクセンリツターたちを支し援えんした。

　しかし、アリアの目はふたつ、肝かん心じんの指示を出す口はひとつしかない。

　神々の攻撃の密度はあまりに濃こく、指示を出し切れずにひとり、またひとりと騎き士し団は倒れていった。

「くっ……！」

　アリアは走りながら、最後に倒れた魔女騎士ヘクセンリツターのことを思い出す。

　その魔女騎士ヘクセンリツターは、周囲に気を配りすぎて自分が狙われていることに気づかなかったアリアを庇かばい、そして致ち命めい傷しようを負った。

　彼女はアリアに逃にげろと最後に言い残し、そのままズルズルと地面に崩くずれ落ちた。

　その顔には見覚えがあった。確か、女王が攫さらわれたあと、ハヤテとシェリーを呼びに来た魔女騎士ヘクセンリツターだ。名前は知らない。だが、アリアは彼女に救われ、今は東の戦場から逃げるために走っている。

　アリアの能力は支援に向いている。

　だから、ひとりで特とつ攻こうするくらいなら、他ほかの魔女騎士ヘクセンリツターを見つけ、それを支援した方が成果を出せる……そう、頭では分かっているから、アリアは一時戦線を離り脱だつしたのだ。

　だが、だが……。

「……ッ！」

　今、この王都のどこに希望があるというんだろうか？

　建物の陰かげに隠かくれて、他の戦場がどうなっているかは分からない。

　しかし、誰だれだったらこの状じよう況きようを打開できる？

（ハヤテ君……）

　アリアは脳のう裏りに浮かんだ少年の名前を呼び、上空を見上げる。

　それまでずっと周りの支援に集中していて、彼とエリーズの戦いがどうなっているか見る暇ひまがなかった。

　東に行く前、アリアはハヤテたちに全ての希望を託たくした。

　あまりにもか細く、そしてたったひとりに重圧を押しつける最低なやり方だったけれど、ほかに何の手もなかったのも事実だ。

　それでもハヤテなら……と、アリアは思っていた。

　だが……しかし……。

「あ……あぁ……」

　建物の角を曲がり、ようやくアリアは上空のエリーズの姿を確かく認にんできた。

　エリーズの姿しか見えなかった。

　彼女と戦っているはずのハヤテやシェリー、ビクトリアの姿は、そこにはなかった。

　つまり、ハヤテは……

「……」

　どんっ、とアリアはすぐ傍そばの壁かべにもたれかかった。

　走らなければならないのに、もう一歩も動ける気がしない。

　ハヤテがいないことを確認した瞬間から、絶望の中でも必死に巡めぐらせていた思考の一いつ切さいが停止してしまっていた。

「ハヤテ、くん……」

　アリアは強きよう烈れつな喪そう失しつ感かんに、お腹にぽっかりと穴があいたような錯さつ覚かくを覚えた。

　ダメだ、と思ってしまった。

　今まで諦あきらめずにいられたのは、ハヤテがいたからだったのだと、この時になってようやく自覚した。

　思えば、これまで何度もあった危機的状況は、いつも彼が解決してきた。

　中間考査でキュクロプスに襲われた時も……。

　ビクトリアの故郷で七つ首が現れた時も……。

　リンネの時も……。

　アリアのピンチをいつも助けてくれるのはハヤテだった。

　気づかない内に、アリアは彼に大きく依い存ぞんしていたようだ。

　それこそ、ほかの何物とも取り替かえが利きかないくらいに。

「君がいなくちゃ……頑張れないよ」

　アリアは力なく呟つぶやき、そのまま立っているのも放ほう棄きしようかと考えた。

　どうせ、もうこれ以上走れる気もしない。

　このまま目を閉じて、そして倒れてしまおう。それでいいやと、アリアは全てを投げ出した。

「ハヤテ君……」

　最後にもう一度だけ、その名を呼んで、終わりにしようとした。

　その、体を。

　後ろから支える者が現れた。

「アリア」

「え？」

　閉じかけていた目を、見開く。

　自分の背中を支えているのは……ハヤテだった。すぐ傍にシェリーもいる。

「生きてたんだね……」

「一回死んだみたいだけどな。生き返った」

「相変わらず無茶苦茶だよ、君は」

　それが冗じよう談だんなのか分からなかったが、アリアは小さく笑った。

　笑う気力が、まだ残っていた。

　いや、湧わいてきた。

　彼の顔を見たら。

「ひとりで立てるよ」

　また、立てた。

「ところで、何でここに？　ハヤテ君たちには、エリーズを斃たおして欲しいって頼たのんだはずだけど」

「ああ、分かってる。だけどその前に『扉』を全部破壊する必要があるんだ」

「『扉』を？」

「いちおう切り札があるんだが、一発しか撃うてない上に、使ったら動けなくなる。だから大たい神しんを斃す前に、これ以上神がこっちの世界に入ってこないようにしておく必要があるんだ」

　大神というのをアリアははじめて聞いたが、ハヤテの話し振ぶりから、おそらく神々のボスのような存在なのだろうと推測した。

　頭の回転が戻ってきたのも感じる。

　アリアは状況を整理し、次にこちらからするべき質問をする。

「それで、ハヤテ君は私にどうして欲しいんだい？　わざわざここへ来たってことは、何か用事があるんだろう？」

「……アリア」

　ハヤテは真しん剣けんな顔で、アリアの名前を呼んだ。

「大事な質問だ。アリアの本当の気持ちを答えてくれ」

「私の、本当の気持ち？」

「アリアは俺のこと、好きか？」

「……！」

　こんな時に随ずい分ぶんと唐とう突とつだね……。

　たぶん、いつもならそんな風に茶化して誤ご魔ま化かしていたと思う。

　けど、今はそんな場合じゃない。

　きっと、前置きしたように、これは大事な質問なんだろう。

　好きか嫌きらいかで言えば好き、なんていう答えも求められていないに違ちがいない。

　真剣に、ハヤテが好きか、それを答えた方がいいのだろう。

　アリアは即そく答とうしない。

　真剣な問いに対して、真剣に考える。

（私はハヤテ君に惹ひかれてる）

　それは間違いない。

　では、好きなのか？

　親友のキルルがハヤテに向けるように、アリアも彼に好意を向けているのか？

　ハヤテがシェリーのことを好きなのは知っている。それでも好きか？

　好きと言われたら嬉うれしいか？

　好きと言えたら嬉しいか？

　愛し合いたいと思うか？

　アリアは考えて、考えて、答えを出した。

「うん……私は、君のことが好きなんだと思う」

「……ありがとうな、アリア」

　そう言って、ハヤテはアリアにキスをしてきた。

「……！」

　もちろん驚おどろいたし、シェリーがすぐ傍にいることも分かっていたが、告白した直後だからだろうか……アリアは自然と受け入れて、体の力を抜ぬいた。

「……んっんぅ!?」

　だが直後に、体の奥底が急に熱くなって、全身が強こわ張ばる。

「んはぁっ！」

　おへその下がきゅっと収縮するような感覚がして、それで、そこから一気に脳のう髄ずいにまで快感が突つき抜ける衝しよう撃げきに膝ひざがガクガクと震ふるえる。

　なんだか怖こわくなって、アリアはハヤテの背中にしがみついた。

　快感に耐たえながら、彼の体に密着することにこの上ない安あん堵どと幸福感を覚える。

「いきなり……すぎるよぉ」

「すまない」

「もうっ。いいけどね、君なら」

　アリアは笑い、ついで、自分の胸がまた熱くなり始めたのを感じた。

　何だろうと思って見てみると、はじけ飛んだボタンの隙すき間まから、自分の胸むな元もとに結印が浮うかんでいるのが見える。

　紋もん章しようは智ち慧えの鳥。

　色はフクロウが飛び立つ夕ゆう陽ひの色。

　そういうことか、とアリアは察して、静かにハヤテに向かって胸を差し出した。

　彼の手が、やさしく触ふれる。

「創造クリエイシヨン『全智の冠杭ブレインオブミーミル』」

　アリアの結印にハヤテが触れた瞬しゆん間かん、夕陽色の魔ま力りよくが彼の右みぎ腕うでと頭を覆おおい、そして『魔神器ゼーレ』を形成した。

　ハヤテの右腕を覆うのは、まるで機械でできた大たい砲ほうだった。

　長大な砲身と、それを支える砲台にアンカーつきの脚きやく部ぶ。

　頭を覆うのは『未来演算眼フユーチヤーサイト』によく似たヘッドバイザーで、両目を覆うバイザー部分には何かの数式が凄すさまじい勢いでスクロールしている。

　そのスクロールは一瞬で終わり、計算が終しゆう了りようする。

「魔神技ラストオリジン──」

　ハヤテの声を認識し、彼の右腕の砲身内部から、強烈な魔力光が発せられる。

　いや、違った。

　砲身から光を発しているのではなく、周囲の魔力を、砲身へと集めているのだ。

　その、魔力の充じゆう電でんもやがて完了する。

「──神蝕改竄アンゴツドイクリプス」

『魔神器ゼーレ』の砲口から魔力が発射される。

　それは、一本一本は極小の針が、何千、何万という束になった砲撃だった。

　魔力針はある高度まで達すると、途と端たんにバラけ、それぞれが眼前に群れをなす神々めがけて飛んでいく。

　神々はあっという間に針の山と化した。

　が。

『リギュリリリ』

　小さな針が何千刺ささった程度で、神々は歩みを止めない。

　それどころかその目はこちらを向き、明らかな敵意を放っていた。

　けれど、なぜだろうか。

　さっきはあんなにも恐おそろしかったものが、まったく怖くない。

　アリアは。

　それが、隣となりにハヤテがいるからだと、頭を使わずとも分かっていた。

　その確信を証明するように。

『リギ……』

　今まさに攻こう撃げきをしようとしていた神々が動きを止める。

　かと思えば、その白い体が、突とつ然ぜん黒く変色、膨ぼう張ちようし、またたく間に醜みにくい姿へと変へん貌ぼうした。

　それはまるで神という強大で完かん璧ぺきな存在が、強烈な毒によって構成要素を破は壊かいされ、どうしようもないバグの塊かたまりに変えられてしまったかのような光景で。

　最後は、パンッ、と黒い液体を撒まき散らしながら、神々の群れは次々と破は裂れつし、消しよう滅めつしていった。

「ふぅ……」

　アリアはハヤテに摑つかまっていた手を離はなして、その場にへたり込む。

　本当はもう全身が甘い痺しびれに覆われて立っていることなどできなかったのだ。

「アリア」

「行って、ハヤテ君」

　心配そうな声を出すハヤテに、アリアは頰ほおを紅潮させたまま言う。

「まだ君にはやることが残ってるだろう？」

「……分かった。またあとで迎むかえにくるからな」

「うん。またね」

　アリアは小さく手を振ふり、ハヤテたちの背中を見送った。

　お互たがいに、また、と言った。

　また会える。

　そう自然と考えていることに、アリアは何の疑問も抱いだかなかった。




　　　　▽




　キルルのいる南の戦線は、今現在も神の軍団相手に奮戦していた。

　偶ぐう然ぜん、実力者が集まっていたのも大きな要因だが、キルルの活かつ躍やくもここでは大きかった。

「魔技マギカ万雷紹来インドラ！」

　雷かみなりの雨が神の軍団へと降り注ぎ、その痺れで、行軍の脚あしを麻ま痺ひさせた。

「今だ！　行けえぇ！」

　足を止めた神の許もとへ、魔女騎士ヘクセンリツターたちが殺さつ到とうし、さらにダメージを与あたえる。

　雷を操あやつるキルルの『魔導器ワンド』は大規模な戦いほど効果が大きい。一瞬の麻痺に合わせて追撃をかけられる実力を持った味方の存在も心強かった。

「はぁ、はぁ……」

　とはいえ大おお技わざの連発はキルルの体力を削けずっていく。

　もう何十回魔技マギカを使ったのかも分からないほど戦っているというのに。

　神の軍団は、まるで数を減らした様子がない。

『リギュリギュリリリリ』

「……っ」

　キルルは無言で己おのれに気合いを入れ、叱しつ咤たする。

　仲間たちや、ハヤテも今、この国の命運をかけた戦いに身を投じているはずだ。

　特にハヤテは、アリアに最も重要な敵を任されている。

　その勝敗に、全すべてが懸かかっていると言っても過言ではない。

　それがどれほど重いことなのか、キルルにも分かっているつもりだ。

（それでもハヤテさんならきっとやってくれる！）

　そう信じているからこそ、いくらでも頑がん張ばれる。

　だから、ここで敵の群れを食い止めて、少しでも彼の負担を軽くする。

　それが、彼のために一生を尽つくすと誓ちかったキルルの戦いだ。

『ギュリリリリリ』

「！」

　その時、膠こう着ちやくしている最前線から一体の神が突とつ出しゆつしてきた。

「はァッ！」

　キルルは『装雷神の籠手ボルカニツクガントレツト』に包まれた拳こぶしを握にぎり締しめ、敵を押し返そうと突とつ撃げきしようとする。

　その時。

　戦場で戦う魔女騎士ヘクセンリツターたちの幾いく人にんかが、空から降ってきた槍やりによって胸を貫つらぬかれた。

「ッ!?」

　光速の知覚で槍の軌き道どうを察知したキルルは、考えるよりも先に回かい避ひ行動を取っていた。

　しかし、自分の脇わきを通り過ぎるはずだった槍の軌道が突然変化する。

（直…ッ!?）

　死を覚かく悟ごしたキルルだが、突然横合いから別の力が加わって、間かん一いつ髪ぱつ難を逃のがれた。

　その代だい償しようとして。

「クロ！」

　キルルは、自分の身代わりとなった契約獣サーヴアントの傍そばへと駆かけ寄る。

「くぅん……」

　黒獣ブラツクドツグは最後にひと鳴きして、静かにまぶたを閉じた。

「クロ！　クロっ！」

　何度呼びかけても、クロは返事をしない。

　契約獣サーヴアントの死によって、キルルの『魔導器ワンド』も魔力の粒りゆう子しへと還かえってしまう。

　そのことにも気づかず、キルルはいつも一いつ緒しよにいてくれた友達の名前を呼び続けた。

　涙なみだが目め尻じりから溢あふれ、土まみれの頰に透とう明めいな線を作る。

　キルルは目に涙を浮かべたまま、槍が降ってきた空を見上げた。

　そこには。

『一いつ匹ぴき消し損そこねたか』

　ハヤテと戦っているはずの、エリーズがこちらを見下ろしていた。

「!?　!?　!?」

　何でエリーズがここに？

　ハヤテたちは？

　他ほかの場所で戦っているみんなは？

　様々な疑問が次から次へとキルルの頭の中に溢れるが、エリーズはこちらの様子などまるで気にも留めず、

『残る『扉とびら』はここだけである以上、他の『扉』を破壊した輩やからも最後はここへ来ると踏ふんだが……まさか貴様がそうなのか？』

　キルルには意味の分からないことを独り言のように呟つぶやいて、先さき程ほどクロを貫いた槍──『神上魔槍グングニル』を新たにもう一本手の平の上で生成する。

　そして、無む慈じ悲ひに。

『そうは見えないが、いちおう消えておけ』

　言うと同時に、キルルの心臓めがけて槍が放たれる。

『魔導器ワンド』を失った自分にこの攻撃を避よける術すべはない。

　いや、そもそもこの槍は敵を自動的に追って殺す武器のようだ。だからさっきは避けたはずが、避けられずに自分の契約獣サーヴアントが身代わりになる羽目になった。

「ッ！」

　キルルはクロの体を抱だき締めながら、キツく目を閉じた。

　暗くら闇やみの中に、ひとりの少年の顔が浮うかぶ。

　今一番ここにいて欲しい彼の姿が。大好きな声が。愛いとしい顔が。やさしい手の平の感かん触しよくが。一瞬の内に百遍も思い出される。

　それは死の瞬しゆん間かんに見る走そう馬ま燈とうだったのかもしれない。

　だが、結果的にそうはならなかった。

「天壌劫火の断罪剣ヘルフレイムデストラクシヨン!!」

　力強い叫さけびが響ひびき。

　驚おどろき、再び目を見開いたキルルの前に、炎ほのおの大たい剣けんがかざされる。

　その剣から[image: ]ほとばしった黄昏たそがれ色の炎がエリーズの『神上魔槍グングニル』と正面からぶつかった。

「グッ……ウアアアア!!」

　裂れつ帛ぱくの気合いとともに踏ん張りを利きかせ、ハヤテは『神上魔槍グングニル』を跳はね返した。

　両者の激げき突とつの余波で多くの建物が消し飛び、神も一、二体戦せん闘とう不能に陥おちいったが、肝かん心じんのエリーズは変わらず空中からこちらを見下ろしていた。

『貴様……なぜ生きている？』

「はぁ、はぁ、さあな？」

　苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたような顔のエリーズに向かって、ハヤテは不敵に笑ってみせた。

　その顔に、声に、キルルは再び涙を流す。

「ハ、ヤテ、さん」

「おう、待たせた」

「……っ」

　何か大きな、多くの感情が、キルルの中で生まれたが、とても言葉にならなかった。

　しかし、実際のところ多くを話す時間はないだろう。

　エリーズは未いまだに顕けん在ざいで、今すぐにでもこちらを攻撃してこようとしているのだから。

「キルル」

「っ……はいっ」

　嗚お咽えつを堪こらえ、キルルはハヤテの呼びかけに応こたえる。

　彼は、一瞬言葉を選ぶように口を閉じ、続けて、キルルの目をまっすぐ見つめた。

「……俺を信じてくれ！」

「はいっ！」

　意味を問う必要はなかった。

　どんな時でも、キルルはハヤテを信じている。

　彼のことが好きだから。

　たとえ彼の気持ちがシェリーに向いていても。

　彼のためなら何でもできると、キルルはすでに誓っているのだから。

「ありがとう、キルル」

　ハヤテはそう言って、キルルに口づけをした。

「……!?」

　答えに迷いはなかったが、これにはキルルも狼ろう狽ばいした。

　すぐ傍にシェリーもいるというのに、心が歓かん喜きでいっぱいになるのを抑おさえられなかった。

　そして。

「ふあぁぁぁ!!」

　女の喜びが頂点に達し、キルルは今まで出したことのないような嬌きよう声せいを上げた。

　快感が肉と精神を支配し、どこまでも昂こう揚ようさせる。

　妄もう想そうでは得られない生の絶頂が、キルルの幼い肢し体たいを駆け巡めぐった。

　体中から溢れ出る熱が胸の一いつ箇か所しよに集まり、眩まばゆい光を放つ。

　紋もん様ようは狼おおかみ。

　色は雷らい光こうの輝かがやき。

「創造クリエイシヨン──」

「あンッ！」

　全身が敏びん感かんになっているキルルは、ハヤテに胸を触さわられてまた恥はずかしい声を上げた。

「──『世界喰らいの狼牙フエンリルフアング』」

　ハヤテの両りよう腕うでを籠こ手てが覆おおう。

　それはキルルの『装雷神の籠手ボルカニツクガントレツト』によく似た稲いな妻ずまの籠手で、違ちがうのは肩かたまで覆う巨きよ大だいな装そう飾しよくだった。

「魔神技ラストオリジン──」

　ハヤテは間かん髪ぱつ入れずに魔神技ラストオリジンを発動する。

　彼の両肩から突つき出た稲妻の装飾から、本物の雷がバリバリと音を立てて発生する。

　その雷は幾いく重えにも幾重にも重なり、収束し、やがて小さな球となる。

　ハヤテが右手を上へと掲かかげると、その球は彼の握り締めた拳の中にすっぽりと収まった──かに見えた瞬間、彼の拳の上下の隙すき間まからエネルギーが槍のように伸のびる。

　いや、槍ではない。

　それはまさに雷かみなりの形──雷らい霆ていだった。

「──万哭雷霆ユピテルレイジ!!」

　本物の雷を十と重え二十はた重えに束ねた膨ぼう大だいなエネルギーを槍のように投とう擲てきする。

　古代は神が天から降らせると信じられていた神かみ鳴なりをはるかに凌りよう駕がする一撃。

「！」

　エリーズですらその攻こう撃げきには目を瞠みはり、『神上魔槍グングニル』で防ぼう御ぎよしようとした。

　しかし、ハヤテが狙ねらったのはエリーズではない。

　万哭雷霆ユピテルレイジは空気を焼き、余波で下位の神々を黒くろ焦こげにしながら、『扉』めがけて一直線に奔はしる。

　バリバリバリバリ!!

　直撃。轟ごう音おん。

　雷らい鳴めいがやむ頃ころには、あれほど巨大だった『扉』は跡あと形かたもなく消し炭となっていた。

（ほら、やっぱり）

　信じていた通りだ。

　ハヤテはいつも何とかしてくれる。

　それはキルルの妄想なんかじゃない。

　キルルにとって、彼は本物のヒーローだから。

　そのことに安あん堵どすると、キルルは強きよう烈れつに眠ねむくなってきた。

「ハヤテさん、勝って……ください」

　意識が混こん濁だくする中、キルルは最後に彼にそう告げて、ゆっくりとまぶたを閉じた。




　　　　▽




「応……！」

　意識を失ったキルルに返事をして、ハヤテはやさしく彼女の体を横たえた。

　そして、上空を睨にらむ。

　そこに浮かぶエリーズ──いや、その身に宿る全すべての元げん凶きようである大たい神しんを。

「シェリー」

「ええ」

　ハヤテはシェリーの胸むな元もとへ手を伸ばす。

　引き抜ぬくのは氷の剣──それとすでに手に持っている『レーヴァティン』を合わせる。

「魔ま神じん剣けん『天照凶ツ神魔カオスグラデイウス』」

　混こん沌とんの魔剣を手に、ハヤテはシェリーの《飛翔フリーゲンウオーク》で浮かび上がる。

　王都上空で、再びハヤテたちは大神と対たい峙じした。

『しぶとい奴やつらだ』

　大神はエリーズの顔で、忌いま々いましそうに吐はき捨てる。

　下等動物を見下す目。

「私のお母様の顔で、そんな目をしないでくれる？」

　しかし、シェリーは萎い縮しゆくするどころか、逆に言い返した。

　先程までは母親と思っていたが、大神によって操あやつられているのだと知った今は、怒いかりの方がはるかに勝まさっているのだろう。

「あとはテメェを含ふくめてほんのわずかだ。覚かく悟ごしろ」

　ハヤテは『天照凶ツ神魔カオスグラデイウス』の切っ先を突きつけ、大神を見み据すえる。

『扉』は全て破は壊かいした。これ以上、敵が増えることはない。

　窮きゆう地ちというにはまだ足りないかもしれないが、戦せん況きようは大きくハヤテたち人類側に傾かたむいている。

　それなのに……大神は嘲あざ笑わらう。

『で？　貴様らは少しでも優位に立ったつもりか？』

「何？」

『貴様は何も理解していない』

　大神は告げる。

『我はこの世界の創世に関かかわる神の一柱だ。我を滅せば、世界も道連れだ。貴様らは永遠に我を殺せない』

「……」

『仮に今回も奇き跡せきが起き、我らを封ふう印いんできたとして、それが何だ？　ほんの一時、貴様らが仮かり初そめの自由を得るだけだ。まるで家か畜ちくが主あるじの目を盗ぬすんで柵さくを出て、連れ戻もどされるまでのわずかな時間草原を駆かけ回るが如ごとくな。まことに愚おろかしい』

　大神は両腕をバッと広げる。

　見み渡わたす限かぎりの全てが自分の物であるかのように。

『貴様ら被ひ造ぞう物など、創造主である我らの奴ど隷れいか下げ僕ぼくでしかない！　黙だまって我らに従えばいいのだ！』

　その、勝手な言い草に。

「……ハッ」

　ハヤテは笑い飛ばすことで答えた。

「テメェの言い分は分かった。確かに神はこの世界や人を創つくった凄すごい偉えらい奴らなのかもしれないな。自分で創った物を好きに使わせろってのは、まぁ分からなくもない」

　自分の手で汗あせ水みず垂らし──たのかどうかは分からないが──創った物は自分にこそ所有権がある。

　それを好きに使わせろというのは、そこまでおかしな言い分ではない。

　だが。

「奴隷や下僕にだって意志はあるんだぜ？　道具にすら使い方ってものがある」

　どんな道具も正しく使い方を知らなければ満足に力を発揮しない。

　真名を知らなければ、『レーヴァティン』が全ての力をハヤテに貸さなかったように。

　ましてやそれが意志を持つ人ならば──

「──庶しよ民みんの上にだって女王や貴族がいる。けど、別に貴族が偉いって決まってるから人は従ってるわけじゃない。貴族には貴族であるために重い責任を背負う」

　貴族が貴族であるのは、人々を護まもる力を持つからこそ。

　責任が果たせない時、貴族は貴族である資格を失う。

　それが道理だ。

「神々がアルテミスやシュトルムに反はん抗こうされて封印されたのは、人の上に立つ資格──主としての器うつわがテメェらになかったからだろうが！」

『キ、サマ……！』

　たとえ器がなかったとしても、下僕や奴隷を力で押さえつけることはできるかもしれない。

　だが、心は従わせられない。

　そして、力による支配は、力によって覆くつがえされる時が必ず来る。

　アルテミスたちの時や。

　今、この時のように。

「人類全てが下僕や奴隷だったとしても、俺たちの主は俺たちで決める！」

　ハヤテがシェリーを主に選んだように。

　シェリーがハヤテを主に選んだように。

　主従契けい約やくとは一方的な物ではない。

　互たがいが互いを認め、はじめて交かわされる物だ。

　人はその心を通わせ、預ける相手を自ら決められる意志を持つ。

　だから、神如き、この世界には、お呼びじゃない！

「分かったらさっさと消え失うせろ、ダメ主ども！」

『消えるのは貴様だ！』

　大神が手を空へと掲げると、『神上魔槍グングニル』が天上を埋うめ尽つくした。

　天壌劫火の断罪剣ヘルフレイムデストラクシヨンでやっと跳はね返せる槍やりが、天てん蓋がいを覆う。

　あれでは眼下の下位神どもも死し滅めつするだろうが、大神にはもはや彼らのことなど映っていない。

　そんなんだから器が足りないんだよ、とハヤテは敵を侮ぶ蔑べつした。

　敬意を抱いだくことのできない者など、己おのれの主と呼べない。

　ハヤテが主と呼ぶのはこの世で唯ただ一人。

「シェリー。やるぞ」

「ええ、来て。ハヤテ」

　ハヤテはシェリーを抱だき寄せ、キスをした。

　今まででもとびきり濃のう厚こうな奴を。

「アアッ！　いいわ……ハヤテの愛を、もっと私に注いで！」

　唾だ液えきの糸を垂らしながら、シェリーは口づけの合間に叫さけぶ。

　唇くちびるを交わす彼女の全身は歓かん喜きに打ち震ふるえていた。

　交こう換かんするのは唾液と、吐と息いきと、互いが互いを愛する気持ち。心。

　つながればつながるほど、『魔神器ゼーレ』の力は増大する。

　ふたりの体に刻まれた結印が、最高の輝かがやきを放つ。

　第三階かい梯ていの準備は整った。

「魔神奥義ラストオリジン──」

　ハヤテとシェリーはふたりで大剣の柄つかを握にぎり締しめる。

『我が眼前から消え去れ！』

　大神が振ふり下ろした手に従い、『神上魔槍グングニル』の流星群が降り注ぐ！

　ハヤテとシェリーもまた、第三階梯を解き放つ！

「「──終焉業火の創世剣ラグナロクリヴアイバー!!」」

　神の魔槍と主従の最終奥義が激げき突とつする。

『神上魔槍グングニル』から[image: ]ほとばしる魔力は神々を象しよう徴ちようする白。

　対して、ハヤテたちの放つ終焉業火の創世剣ラグナロクリヴアイバーは混沌の黒。

　白黒の相反するエネルギーが激突し、世界が真っ二つに色分けされる。

　白か。

　黒か。

　決着がつく。

「ぐぐぐぐッ！」

「……ッ！」

　先に押され始めたのは、黒の方。

　ハヤテは歯を食い縛しばり、シェリーも表情を苦しそうに歪ゆがめる。

　押されているのはおそらく、魔力が足りず、技わざが完全に成っていないからだ。

（第三階梯を放つのに必要な魔力は、シェリーを通してアルテミスが送ってきてくれているはずなのに!?）

　だが現実に力負けしている。

　いったいなぜ？

「アルテミス！　どうなっているの!?」

　敬語も忘れ、シェリーがこの場にいない初代女王に向かって問いかける。

「そうは言ってもねぇ」

　虚こ空くうから、アルテミスの声がふたりに届く。おそらく白い空間から声をこちらに送ってきているのだろう。

　彼女は嘆たん息そく混じりに話し続ける。

「さっきハヤテが女の子を助けるために第一階梯を使っただろ。その時、第三階梯のために溜ためてた魔力をいくらか消費しちゃったんだよ。技が完成しないのは、そのせいで魔力が不足してるからさ」

　キルルを助けた時の……！

　ハヤテは奥歯を嚙かみ締める。

「魔力がギリギリなことは事前に説明しておいただろ？」

　アルテミスは呆あきれた声こわ音ねで訊きいてくる。

　あの時キルルを失えば、『扉とびら』はひとつ残ってしまっていた。

　それでも世界を救う鍵かぎとなる第三階梯が使えなくなるよりはマシだ。下位格の神なら、全国家が総力を挙げれば撃げき退たいも可能だったかもしれない。

　大局的に見れば、キルルを見捨てるべきだったのだろう。

　しかし、

「それ、でも……ッ！　あそこでキルルを見捨てることなんて……できなかったんだッ……！」

　ハヤテは、どうしてもそういう人間だった。

　考えるよりも先に行動してしまう……そのことを悔くやんだことはなかったが、今回ばかりはさすがにみんなに謝らなければならないかもしれない。

　負ければ、人類は終わるのだ。

　いや、あるいは絶ぜつ滅めつは免まぬかれるかもしれない。

　だが、きっとアルテミスたちが神々を封印するより前の、神に虐しいたげられ、物として扱あつかわれていた時代に逆戻りするのは確実だ。

　たとえ信念を、生き方を曲げてでも、それだけは回かい避ひすべきだったのかもしれない。

　けど時間を巻き戻すことはできない。

　もうどうしようもないのだ。

「まったく、君は本当にアホだな」

　アルテミスは心底呆れ果てたあと、急に笑った。

「シュトルムウチのバカにそっくりだよ」

「アルテミス？」

　急に声から感じる彼女の態度が変わったので、思わず問い返した。

　だが、アルテミスはそれに答えず。

「私の魂たましいを魔力に置ち換かんして不足分を補ってやるよ」

「何!?」

「私はとっくに死んでるんだ、気にするな」

　笑い声が聞こえる。

　あの、一度見れば、その魅み力りよくについていきたくなるような、快活で、人を惹ひきつける笑え顔がおが浮うかぶ。

「じゃあな子孫諸君。勝てよ」

「アルテミス!!」

　ハヤテの叫んだ声に返事はなく。

　返ってきたのは膨ぼう大だいな魔力。

　欠けていた分のエネルギーが補ほ塡てんされ。

　劣れつ勢せいだった黒が、今度は白を塗ぬり潰つぶし始める。

『何ッ……!?』

　大たい神しんの驚きよう愕がくの声。

　だが、それは今いま更さらの反応だ。

　第三階かい梯てい終焉業火の創世剣ラグナロクリヴアイバー。

　別名、世界滅ごろしの剣。

　世界を滅ほろぼし得る絶技に対たい抗こうできる業わざなど存在するはずもない。

　もはや世界は黒こく焰えんに吞のまれつつあり、ハヤテには敵の姿も、王都も、そこにいる仲間たちの姿も見えない。

　ただ確かに感じるのは剣の柄の感かん触しよくと、肩かたを抱き合うシェリーの体温だけ。

　世界が滅ぶ瞬しゆん間かんの光景とはこういうものなのか、とハヤテは思った。

『キサマ……！　理解しているのか!?　我を、世界を滅ぼすなど……全すべてを巻き込んで無理心中するつもりか!?』

　ハヤテが戦っている敵は創造主。

　奴やつを滅ころせば、世界も死ぬ。

　だからアルテミスたちも大神を斃たおせど、これを封ふう印いんする以外手立てがなかった。

　大神は思っていたのだろう。

　どれだけ追い詰つめられても自分が滅ころされることはない。自分は絶対的優位に立っていると。

　その傲ごう慢まんな自信は、今現在進行形で倒とう壊かいしている最中だ。

「バカが。人間を物だと思い、自分だけが特別だと思ってるから足あし許もとを掬すくわれる」

『何だと!?』

「アルテミスとシュトルムも、数千年前に魔力が足りていればこの業わざを使っていたさ」

　かつて彼らが神を封印せざるを得なかったのは、業は完成すれど、それを成すための魔力が決定的に足りなかったせい。

　彼らはそれを知っていたからこそ、あの空間で数千年間魔力を溜め続けていた。

　次に神が復活してきた時、今度こそ完全に斃すために。

　そして、数千年の時を経へて、第三階梯を使うための条件は満ち、彼らの意志を継つぎ、ハヤテとシェリーが今、神々と奴らの世界を滅ころす！

「いい加減、この世界から消え失うせろォォォオ!!」

『グオオオオオオ!!』

　断だん末まつ魔まの絶ぜつ叫きようだけが黒で満ちた世界の向こうから聞こえて、そのまま消えてなくなった。

　だが終焉業火の創世剣ラグナロクリヴアイバーはそれだけで止まらない。




　その炎ほのおは世界を満たし、世界を灰かい燼じんに還かえす。







　神の創つくった世界は滅んだ。










　そして。










　世界は再生される。








エピローグ









　火とは世界の原初を司つかさどるエレメントのひとつだ。

　火は破は壊かいと浄じよう化か。

　そして復活を象しよう徴ちようするシンボルでもある。

　終焉業火の創世剣ラグナロクリヴアイバーとは一度神が創った世界を破壊し。

　神のいない世界を新たに創造するための業。

　アルテミスが数千年かけて貯蔵した果てなき魔ま力りよくは、世界を創り直すための物だったのだ。

　この世界の根源が神にあり、それゆえに神を斃すことができないのなら、神に依よらない「人の世界」を創ってしまえばいい。

　アルテミスたちの話を最初聞いた時は、なんて強引でブッ飛んだ解決法なんだとハヤテも驚おどろかされた。

　しかし、どうしようもない状じよう況きようを打破するためには、そういったとんでもない発想と、それをやり遂とげる人間が必要なのかもしれない。それこそまさにアルテミスやシュトルムのような。

　彼らと交かわした言葉は少なかったが……

「ホント、とんでもない奴らだったな」

　ハヤテはその生まれ変わりみたいな物なのだが、未いまだに実感が湧わかない。

　だが、それでいいのかもしれない。

　ハヤテはハヤテであり、シュトルムではないのだから。

　記き憶おく喪そう失しつで自分が何者なのか悩なやんだ時期もあったが、今はそれもない。

　新たに創られた世界で、ハヤテはハヤテとして生きていく。

　それがたぶん、一番重要なことだろう。

「さて、と」

　ハヤテは王都を見下ろせる丘おかの上で立ち上がり、うんと伸のびをする。

　空気の味は神が消える前と変わらない。

　世界を創り直したといっても、あくまで神々とのつながりを絶っただけだ。

　その際、破壊された王都やあの時の戦いで死んだ人々を復活させはしたが、それ以上のことはしていないし、ハヤテやシェリーにとって都合よく改かい竄ざんした部分もない。

　ゆえに、あの戦いのあとに起こることは、全てこの世界の人たちが自分たちで決めることだ。

　シェリーの母親であるエリーズのことも。

　彼女の行いは全て大神の呪のろいのせいだった。

　しかし、そのせいで死んだ領民もいる。

　だが、世界を救ったシェリーの功績に免めんじ、アルメリア女王は約束通りエリーズに下された裁可を改めて審しん議ぎする場を設けてくれた。

　その再審議の結果が出るのが今日だ。

　エリーズやシャルラッハロート家の処しよ遇ぐうがどうなるか、その結論はそろそろ出ている頃ころだろう。

　きっといい結果になると、ハヤテは思っていた。

　ハヤテが審議の場に顔を出すのを遠えん慮りよしたのは、シェリーとエリーズが喜びを分かち合うのは、親子水入らずの方がいいだろうと思ったからだ。

　だから王都が見下ろせるこの丘の上で、彼女が母親を連れて戻もどってくるのを静かに待っている。

「……」

　まぁ、若じやつ干かん手持ち無ぶ沙さ汰たな感はあるが、こうして王都を見下ろしていると物思いに耽ふける種はいくらでも湧いてきた。

　そう、それこそオルトリアのこととか。

　彼女はあの戦いのあといつの間にか王都から姿を消し、生死不明という扱あつかいで各国に指名手配されている。

　大陸最強の魔女騎士ヘクセンリツターから一転お尋たずね者。

　だが、そんなこと本人は全然気にしていないのだろう。

　なにしろ……ハヤテはあのあと、直接本人と会ったのだから。

　会ったと言っても姿は見なかった。

　戦いが終わり、いったん王都を出て学院都市に帰ることになった日、偶ぐう然ぜん街中をひとりで歩いていたハヤテに、路地裏からオルトリアの声が聞こえてきたのだ。

　──「また戦やろうね」

　と。

　その時ハヤテはすぐに振ふり返ったが、路地裏にはすでに人ひと影かげひとつなかった。

　正直、空耳か聞き間ま違ちがいであって欲しいが……絶対またその内彼女とは会うだろう。あの徹てつ底てい的てきに奔ほん放ぽうな戦せん闘とう狂きように完全にロックオンされた形となったわけだが、彼女の性格からして不意打ちは絶対にしないはずだ。

　何と言うか戦いが終わった今となっては、オルトリアのことはどこか憎にくめない気持ちになっていた。あの時は本当に彼女の存在が状況を厄やつ介かいな物にしていたが、彼女自身は嫌いやになるほどどこまでも純じゆん粋すいだったからかもしれない。

　とりあえず、再戦の折には一対一で勝てるくらい強くなれるように、これからも修練を積んでおこうと思う程度だ。

　ちなみに今年の『魔宴ヴアルプルギス』は中止となった。オルトリアのことや、ハヤテたちのこと、世界の変化に、各国が対応に追われ、開かい催さいする余よ裕ゆうをなくしてしまったからだ。

　いちおう、来年にはまた開催する予定らしいが、予定は未定だ。

　あるいは徐じよ々じよに『魔宴ヴアルプルギス』は行われなくなっていくかもしれない。

　神が消え、魔ま獣じゆうが消え。

　もう魔女騎士ヘクセンリツターの強さが国家の絶対の指針とは言えなくなってしまったからだ。

　人の世界はこれから大きく変化していくだろう。

　あるいは魔女騎士ヘクセンリツターなど必要のない時代が来る可能性だってある。

　そうなったら貴族という制度もなくなる時がいつか来て、魔女騎士ヘクセンリツターを育成するディアスペル王立学院も過去の歴史になるかもしれない。

　しかし、それはハヤテにはあまり関係のないことだ。

　ハヤテがこの世界に生まれて、得た出会い。

　ビクトリア。

　キルル。

　アリア。

　ピア。

　レーラ。

　シルヴァーナ。

　リンネ。

　そして、シェリー。

　学院がなくなろうと魔女騎士ヘクセンリツターがなくなろうと、得た宝の価値は変わらない。彼女たちと心通わせて結んだ絆きずなは決して色いろ褪あせることはない。

　最上の宝物はすでにこの手の中に──

「ハヤテ！」

　その時、背後から声がして、ハヤテはそちらを振り返った。

　声の主は、当然シェリー。

「ハヤテ！」

　シェリーはもう一度ハヤテの名前を呼び、こちらへ駆かけ寄ってくる。

　その表情を見れば、女王の裁可がどうなったのか聞くまでもなかった。

「シェリー！」

　駆け寄ってきた彼女の体を受け止め、精いっぱい抱だき締しめる。

　淡あわく美しい薔ば薇ら色いろの髪かみ。

　乳白色の瑞みず々みずしい肌はだの感かん触しよく。

　女め神がみすら嫉しつ妬とする端たん整せいな顔立ち。

　全すべてが完かん璧ぺきな理想の体。

　そして、何よりも、誰だれよりも、この世で最も気高いその眼まな差ざし。

　彼女を構成するあらゆる要素が、この世の何物よりも愛いとおしい。

　その彼女の全てがハヤテの腕うでの中で、喜びに打ち震ふるえている。

「全部、終わったわ」

　シェリーは幸せに満ちた声で囁ささやく。

　ハヤテは少し笑って。

「違うさ」
















「え？」

「全部、これから始まるんだ」

「……そうね」

　ふたりは互たがいを見つめ合い。

　そよ風の香かおる丘の上で、愛に満ちたキスをした。

　これからの未来を祝福するように。

　ハヤテとシェリーの恋こいはさらに燃え上がる。








あとがき






　こんにちは、なめこ印じるしです。

『俺と彼女が下げ僕ぼくで奴ど隷れいで主従契けい約やく』シリーズ最終巻、お楽しみいただけましたでしょうか？




　作家生活６年目となりますが、シリーズを終わりまで書き上げたのははじめてでした。なので、どうお話を最後まで盛り上げればいいか四苦八苦した部分もありますが、なんとか無事に完結させることができました。

　次回作もすでに準備中ですので、もしよろしければ、そちらでもお付き合いいただければ幸いです。




　それでは『俺と彼女が下僕で奴隷で主従契約』シリーズのネタばらし、というか本編で語られていなかった部分を少し。

　ちなみにネタばらしなので今巻のネタバレも満まん載さいです。まだ読まれていない方はご注意を。

　まず白い空間の男ことシュトルム。

　本編で彼が「昔改名した」という話が出ました（つまり元々は彼がハヤテ・ミツルギという名前だったという話しですが）。

　実はシュトルムも女王アルテミスによって、遠い世界から召しよう喚かんされたという設定がありました。改名したのは、名前の雰ふん囲い気きがこちらの世界と合わなかったためですね。

　シュトルムとアルテミスの関係ももう少し書いたらおもしろそうでした。わりと面めん倒ど臭くさがりなシュトルムをアルテミスが引っ張っていく感じですかね。

　次に女王側近の魔ま女じよ騎き士しルクエラ。

　ルクエラについてはその立ち位置など、あまり語るシーンが少なかったですが、彼女は女王直ちよつ轄かつ騎士団の副団長のひとりです。

　彼女が本編でシェリーに対して厳しかったのは、十年前の事件でシャルラッハロート領に赴おもむき、その惨さん状じようを目にしていたからですね。

　基本的には人を護まもることに使命感を燃やす騎士の手本のような人物です。描びよう写しやの関係上ハッキリとは書きませんでしたが、アリアを助けて一度倒たおれた騎士も彼女ですね。

　あまりネタばらしが多くてもあれなので最後に。

　お気づきの方も多いかと思いますが、このシリーズの世界観は北ほく欧おう神話が下地になっています。

　最後に世界がレーヴァティンの炎ほのおに包まれて神の時代が終わり、人の時代が来るというのも元ネタに沿った形になってます。

　というわりに魔導器ゼーレのネーミングにはあまり一いつ貫かん性がなかったりするのですが、まぁそこは気にしないでくれるとありがたいです（笑）




　続きましてヒロインたちの所感などを。

　シェリーは「こういうヒロインを書きたい！」と思って書き始めたキャラなので、個人的にもかなりお気に入りのヒロインです。彼女にはこれから幸せになって欲ほしいですね。

　ビクトリアは書いていて非常に楽しいキャラでした。主にサービス要因だったからというのもあるのですが、シェリーのライバルとして張り合うところがかわいく書けたかなと思います。

　キルルは１巻から大きく成長しましたね。もう妄もう想そうの世界に逃にげることはないかと思います。あっ、でも個人的に楽しむための妄想力はむしろ一段と増していきそうですね（笑）

　アリアは物語の流れを円えん滑かつにしてくれる、作者にとって重要な役割を持ったキャラクターでした。他ほかのキャラクターのようにハッキリとハヤテに好意を見せる機会は少なかったですが、最終巻のクライマックスシーンで自分の気持ちを確かめるシーンは結構好きです。

　ピアは４巻からの登場だったので出番も他キャラより少なかったですが、シェリーの対極として、彼女と同じく芯しんは強いものの違ちがった弱さを持つヒロインだったと思います。他のヒロインもそうですが、ピアもハヤテに救われることでより魅み力りよくを持つ少女へと成長できたのではないでしょうか。

　誰だれが一番好きかと問われると、そこはやっぱりシェリーとなるのですが、どのヒロインもかわいくて、全員のサービスシーンを毎巻イラストにしてもらうのがとても楽しかったです（笑）。そんなヒロインたち全員とキスをして契約したハヤテは、自分で書いておいてなんですが爆ばく発はつすればいいと思います。




　最後に謝辞を。

　初代担当の小こ林ばやし様。シリーズ立ち上げ当初から４巻までお世話になりました。世界観の構築やストーリーなど様々な面でお力ちから添ぞえいただき感謝しています。このシリーズが始められたのも小林様のおかげでした。ありがとうございました。

　二代目担当の有あり馬ま様。４巻から最終巻までお世話になりました。シリーズ途と中ちゆうでの担当替がえとなりましたが、とてもたくさんのアイディアを出していただき助かりました。おかげさまで最後まで物語を続けられたかと思います。ありがとうございました。今後ともよろしくお願いします。

　イラストレーターのよう太た様。ドラゴンマガジンの特集イラストから、本編イラスト、表紙と、いつもハイクオリティなイラストを描えがいていただきありがとうございました。いいのかと思いつつ書いたシーンが、さらに強力なイラストになって返ってくるのをいつも楽しみにしておりました。ありがとうございました。

　またこれまでこのシリーズを出すにあたってご助力いただいた全すべての皆みな様さま、ありがとうございます。

　そして当然のことながら、これまで当シリーズを読破してくださった読者の皆様も本当にありがとうございます。

　もしよろしければ次回作でもお会いしましょう。それではまたいつか！





二〇一五年三月　なめこ印
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